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神奈川自然誌資料 2:1～10,Feb. 1981 

人為の歴史をとおしてみた県北のカシワ林の

消長とシジミチョウ

原 聖樹

Historical vicissitude of the Quercus dentata forest and the family 

Lycaenidae affected by the human being 

Seiki HARA 

林は特殊な人工林である。では，人間の生産活動の歴

はじめに 史はカシワへの干渉をとおして，そこに棲むチョウた

神奈川県の北西部，いわゆる県北地域のチョウ相が ちにどのような作用を与えてきたのだろうか・…・？

相模川〔4却II）上流域の関東山地（小仏山地〕や道志

山塊のそれを反映しているのは，地理的にいって当然 本県唯一のカシワ林

のことである。わけでも， 関東山地の影響が大きし、。 カシワ林は，神奈川県北西部の相撲川流域において

その特色がおよぶエリアの末端城として県北のチョウ 標高 160～850mの地に残存している。行政的には，

相をとらえることができる。 藤野lllJの北半に多く， 分布圏の延長は相模湖町 ・八王

ここでは，津久井郡藤野町 ・相模湖町の北半をばく 子市・山梨県北都留郡上野原町の一部におよぶ。都県

ぜんと「県北」と呼んで話をすすめることにしたし、。 界尾根からその南側斜面へかけて，相模川の左岸（小

キマダラノレリツパメ ・ウスイロオナガシジミ ・オナガ 仏山地〕にカシワの分布が集中しており，右岸山地

シジミ・ウラクロシジミ ・ムモンアカシジミ等，本県 （道志山塊〕の一部にもある。そして，これらのカシ

では県北の特産種と もいうべきチョ ウがたまたまそろ ワ林にはほとんど例外なくハヤシミドリシジミ ・ウス

って樹林性のシジミチョウである点はおもしろいが， イロオナガシジミが発生しているとみてよし、。

関東山地におけるこれらの種の分布限界城がこの県北 ハヤシミドリシジミ ・ウスイロオナガシジミは樹林

に当る，といってもよいだろう。キマダラノレリツパメ 性のシジミチョウで， そのライフ ・サイクノレは食餌植

はそのうちでも分布圏の狭dな種である。 物であるカシワのそれとマッチしている。夏期，前者

といっても，神奈川サイドでみた場合，他の地域で はカシワの主として休眠芽付近 ・I～2年枝上に1回

は稀少なハヤシミトリシジミ ・オオミスジ・ホシミス で 1～3卵， また後者は太枝や樹皮上に 1～10卵を産

ジ・へリクロチャバネセセリ ・アサマシジミ等が当地 む。両種とも，卵で越冬して翌春カシワの芽吹きと同

に比較的多い点は，県北の特色のーっといってもよい 時に折、化する。幼虫は浩葉を食べて成長し，葉が硬化

かもしれなし、。また，この地域の周縁にはカンアオイ する時分には嫡となって， 6月中旬には成虫が羽化し

類とそれを食餌とするギフチ ョウの分布限界線がえが てくる。年1化。発生期は6月半ばから 8月上旬にお

かれる。 よぶ（両種とも，発生j切はほぼ同じであるが，産卵部

なお，木県では津久井にしか記録のないカ ミキリと 位がややことなる〉。

して高桑 （1980）は，コボトケヒゲナカコ八ネカミキ カシワ林の植生は，宮脇ら (1972）のいう「ク ヌギ

リ・ホソツヤヒゲナカコλネカミキリ ・クリチビカ ミ コナラ群集」〔ヤブツバキクラス域の代償植生〕に該

キリの 3種を掲げている。 当する。 「シラカシ群集 ・ケヤキ亜群集」と見なされ

さて， 県北にはカシワ林が数多く見られ，そこはハ た場所にもカシワは生えているが，その例はきわめて

ヤシミドリシジミ ・ウスイロオナガシジミの恰好な生 わずかで、ある。林を構成するほどまとまった数のカシ

息地になっている。後述するよ うに，この地のカシワ ワは，現在の神奈川県ではここでしか見ることができ
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図l カシワ林に生息するシジミチョウ

上 ・ハヤシミドリシジミ（右宮，左o)

中 ・同 （越冬卵）

下 ・ウスイロオナガシジミ（右早，左8〕

毘虫分布の見地からはいささかしっくりしないものを

感じざるをえなし、。

カシワと縄文人

員J;JIとし、う生産手段を持たなかった時代の人間は，

もっぱら自然、の恵みの中で狩猟・漁1携や摘物採集に依

存して生きていた。採集経済を基盤とした人々の生活

は， 当時の気候を反映したその土地土地て、のファウナ

．フロラに強い規制を受けざるをえなかったのであ

る。ただし，このよ うな時代であっても，有用植物を

選択してそれに保護 ・育成を加えて管理していた可能

性は強L、。

植物質の食料が遺存体として今日まで残る率はきわ

めて低いけれども，そのなかで樹木の竪果類は比較的

遺存率が高L、。縄文巡跡から出土した植物遺存体のう

ち，その検出率が圧倒的に大きいのは，クノレミ類 ・ク

リ・トチ ・ドングリである。各々の検出率は地方によ

ってことなり，しかもそれは日本列島の現在の植生帯

と見事な相f刻々係を見せている。たとえば，関東地方

における検出の比率は，クノレミ類51.8%，クリ 19.6%,

トングリ 16.1%. トチ12.5%となる（渡辺，1969〕。

ここで， ドングリとft，ブナ手｜のアラカシ ・イチイカ戸

シ・コナラ ・クヌギ ・アベマキ ・マテバシイ ・ミスナ

ラ・カシワ ・シイ（イタジイ〉等の総称をいう。

渡辺（1969）によれば，神奈川県ではクノレミ類が川

崎 ・償浜から（計4カ所〕， ドングリは横浜で（ 1カ

所L トチが平啄 （1カ所〕の遺跡（貝塚を含む）か

ら出土している。ただし， ドンクリの種名は確認され

ていなし、。

ドングリは本稿の問題と関係が深L、。とりわけ，カ

シワとミズナラについて知りたいところだが，前者は

長野県（ lカ所〉で，また後者は岩手 ・的玉 ・新潟・

長野の諸県から各 1カ所，種名のたしかなそれが明ら

かにされているにすぎず，本県における出土例はない

らしし、。

ドングリは飢催時の救済食料として近世にも登場す

る。丹後地方では＇ J段薬としてドングリの粉が戦後も

ない。岡地ではそれが量的にも多L、。しかもこれは， 食べられている。ひとくちにドングリといっても，落

後述するよ うに，おそらく古くからの自生であ り，ま 葉性と照葉1生のものとでは，アクの強弱やアク抜き技

た人工林として歴史的にも重弘Lな役割をになって今日 術に差がある。ドングリのアク抜き技術は今日の山村

まで残ったものである。このカシワ林が一律に 「クヌ にも残っており，その起原は遠く縄文時代にさかのぼ

ギ コナラ群集」として，県内の他地域のそれと同等 る。カシワ ・ミズナラはアクが強くアク抜きも間．倒な

な評価を受けてもよいのだろ うかワ その点，地元の ため，食料としての利用価値は比較的低かったのでは

産物を誇るつもりは毛頭ないけれども，歴史 ・民俗 ・ ないかと思う。
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＠ カシワ林

＠ 縄文遺跡

図2 県北におけるカシワ林の分布（最近消滅したものを含む〕

ところで，県北地域にいつ頃から人闘が住みつくよ

うになったのかくわしいことはわからないが，この地

におけるカシワ林の分布閣内には，次のように四つの

純文巡；跡が知られている。すなわちそれは，①下岩

（正式な調査なし，遺物包蔵地〉，②大日ill｝原（同左〉，

③問戸 （中 ・後期，遺物包蔵〉，④中野（早 ・前・中

・後期，正式調査なし，造物包蔵〕であり ，このうち

①には現在ハヤシ ミドリ シジミ ・ウスイロオナガシジ

ミが生息している。②③④および次に記す⑤はし、ずれ

も，つい最近の時代までカシワ林があった可能性が強

い所である。また，弥生時代の巡跡としては，名倉に

⑤中村原（中期，集落祉〉が知られているだけだ。

これらの遺跡、は，相模川およびその支流の河岸段丘

」二に存在する点が共通しており，背の人聞が水利に恵

まれた沢岸の緩斜面や台地上に住んで、いたことがわか

る。 地形の変換域で，やや聞けた場所を好んで‘集落を

形成していたともいえよ う。そしてこのような場所は

また，どちらかとし、えば，コナラ ・クヌギ ・カシワな

どの二次林を構成する樹種の立地条件ともよく照合し

ている。縄文時代には，この地の植生もかなり人為的

な影響を受けていた可能性が強L、。いずれにしても，

人とカシワとのかかわりは縄文時代にまでその歴史を

たどることができるのである。

ひとくちに縄文時代といってもそれは，8,000年に

近い長い時聞を擁しており，考古学の分野では早期か

ら晩期までの時代区分もなされている。一つの事件と

次の事件との時間々隔は想像以上に長いことになる

が，ここではこのような時代感覚を無視して，純文時

代 （ときには弥生まで〉の出来事をごちゃまぜにして

述べた。

いったい，いつの頃から，人間の営力が県北の自然

環境に変貌をおよぼすようになったのだろうかワ 最

近，火山灰の中に含まれた花粉粒化石の分析が行われ

るようになってきたので，県北の近隣でこの方面から

古環境復元へのアプローチがこころみられる日も速い

ことではないかもしれなし、。ただ，関東ロ ーム層の分

析結果は 泥炭地でのそれとことなっている点が気が

かりであり，またドングリの花粉はコナラ亜属とアカ

ガシ軍属を区別できるのが限界で，種の段階までは同

定できなし、。しかし，原始の森林がそのときどのてい

3 



ど二次林化されていたかを知るために，花粉分析はー り馬を率て員ひに出るは仲民して江戸へ送るなり。 川

つの有力なキーを提供してくれるだろう。 ）泉の宿，原宿の芝地に市立てり，またこの柏葉は島の

場宿〈八王子〉と横Jll（元八王子〉との間なる芝地に

商品としてのカシワの歴史 市を立て茶所へ出せる柏葉は恩方或は 山入より伐出

カシワは用途のひろい木である。後述する用途の他 す。両所にて市をなす」と記す。

にも，家具材 ・建築材 ・器具材 ・船舶材 ・土木用材・ 又，~野適斎の 「桑都日記」には水4!\li瀬河原の市に

機械材 ・薪炭材 ・まき ・下駄材 ・シイタケ原木 ・機材 あった河西愛貴の市の図を杯戸入して「柏葉の市の図柏

－…・等に利用され，また種子からはでんぷん（食用〕 葉の市は水無瀬川北岸にあり，桑都建置以来， 毎歳四

が製造できる。 月廿五日より五月一日に立つ。馬多し。西の民恩方山

l~I来，カシワにちなむ故主r,：来歴は多く，カシワは昔 に業をとる。駄馬来ること多し。東の民は柏葉をひさ

から人々の生活の中にとけこんでいた。けれども，背 ぐため東都に馬をもとめ，来ってこの平に於て売買

はホオノキ ・ サ~~ ・ アカメガシワ ・ ササ ・ イイギリ す。馬は群をなし，大なるは数百頭を率う。あたかも

・サノレト リイパラ ・ナラガシワなど食物を獲る〔ある 野馬の牧にあるがごとし（中目的昇平の余沢この市に

いは包む〕葉を総称してカシワと呼んだむきがあるの あり」と説明している。”

で，古文書をたよりにカシワと人とのかかわりを正確 近代に入ってからの状況については，藤野町教育委

に読み取ることはむずかしし、。 員会 （1976）に次のような記事を見るだけで，県北の

徳川時代の租税 （年貢）は米穀納が原則だったが， カシワに関する資料は ほとんど残されていないよう

山村の県北地域には耕地が少ないため，種々の雑品税 だ。

でこれを補わざるをえなかった。決民は米 ・麦 ・アワ ”和田部落では昭和の初期から毎年5, 6月になる

・ヒエ ・ソパ等の耕作よりも，年質上納のためのウノレ と柏葉採りが行われてきた。柏葉は柏餅を包むのに使

シやカシワを栽植した。また，養蚕，炭焼，アユ漁， われるもので，50枚を l束とし仲賀人に売った。昭和

駄賃 C!!tt馬の飼育〉， クワの栽植，マツ ・スギ ・クリ 4年頃1束の売値は2銭であった。 （中略〉 大正4,

その他雑木の管理などをやって生計を立てた。交通の 5年頃漁網の染料の原料になる，柏木の皮むきが盛ん

使も悪く ，当時の農民の生活状態は悲惨なものだった に行われた。この皮むきのことを和田部落ではキノッ

らしし、。 ヵアムキといい，毎年5, 6月，柏木がよく水をあげ

沢井村（現在の藤野町沢井〉の村方明細書上帳には たH守期に山に入り 6尺ほどに伐った原木を木ツチでよ

柏皮の記録がある。カシワの樹皮を炭 ・繭 ・紬等とと くたたいて皮をむいた。皮はよく乾燥させてから 7貫

もに特定の市場で売却する一方， 1~·老の言い伝えによ 日東にして出荷した。当時4束 c1駄）50銭の値段で
ると，カシワはまた年貢納用に重裂な産物だったとい あった。”

う。 このように，かつては県北の人々にとってカシワは

江戸時代には八王子に 「柏葉の市」が立った。しづ 換金産物として重要な意味を持っていた。八王子とい

までもなく ，業はかしわもちを包むためのものであ う市場を身近にひかえていたことが，いまなおこの地

る。当初は岡市西方の水無河原の芝地において，また にカシワを健在たらしめたゆえんである。先にも述べ

後には浅川Ill｝河原の宿で関市されたとし、う。そのもよ たように，カシワ林は藤野町北部の佐野JII・吉野を中

うを上原 （1977）から引用してみる。 心とした一隅とその隣接地にのみ集中的に残存してい

”文化文政の頃は毎年四月i:I日頃から五月五日にか る。カシワの立地条件に恵まれていたこともさること

け毎日柏の築を山と積んだ数百頭の馬が甲州街道を江 ながら，おそらく当地で・は人目につくほどカシワその

戸へと送り出されたのである。この市は江戸時代織物 ものの自生がもともと少なくなかったのだろう。当地

売買の「桑都朝市」 とともに最も名高く，当時の農民 におけるカシワ林の成立を考えるとき，市場の存在と

の副業として大きな収穫をあげたものである。植田孟 いった人為的ファクターだけでなく ，このような自然

絞の「武蔵名勝図会」には次の一文あり。 「柏の業を 的フアクターも見落しではならないと思う。

小仏， 並に案内辺より伐出し五月節句前に江戸へ駄馬 ところで，柏葉の集散地として本県の秦野は全国的

にて出す。此所（河原宿〉へ毎年四月二十日頃より節 に有名だ。葉は50枚 1束， I万枚単位て、各地に送られ

句jjiJまで毎日山より背負ふて出る。府中，谷保村辺ょ た。大きさが手頃で、品質（硬軟度〉もよい信州ものが
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最高とされ，その価格は他の二流ものの2倍もした。

東京には他に相州もの， 房州ものや，茨城・北海道か

らも柏葉が入荷したが，いずれも並ものだったという

（上原， 1977〕。

現在の秦野市にはカシワは見当らない。ここが柏葉

の集散地であった当時，はたしてその周辺にカシワ林

が存在していたかどうか〔秦野はたんなる集散地にし

かすぎなかったのか？〉，知りたいところだけれど

も，あいにくと私の手許にそれをたしかめる資料がな

く，また遺憾ながら（本稿執筆時には〕その時間的余

裕がない。どなたかどぞんじの方，ご教示いただけれ

ば卒である。県北のカシワが出荷された八王子と一方

の集散地秦野との関連にすこぶる興味をそそられる

が，当時は秦野と八王子は経済圏を同じくし，消費地

東京へは八王子経由で、種々の産物が送り込まれていた

らしい。明治4年の廃藩置県時には三多摩地方も神奈

川に含まれており ，やがてこの三多摩が分劇されて現

在の神奈川県土になったのは明治9年のことである。

秦野・津久井 ・八王子と， カシワを媒体としての縁

も，以ヒのような観点から理解できるのかもしれな

し、。

〔註〕柏はコノテガシワ〔中間gjfの針葉樹〉のことな

ので厳格にいえばこの漢字をカシワにあてはめる

のは語源的に誤りである。

古老が語る県北のカシワ

武内武蔵（回ケ岡部落在〉・（故〉杉本竹刈：〔鎌沢

部落〉の両氏から，現地のカシワについて私が数年前

に聞いたメモがあるので，以下に紹介しておこ う〈既

述の点については省略〉。両氏は，藤野町で生れ育ち，

自らもカシワ林を育成した体験を持つ。

(1）保護 ・育成

カシワは”無駄のない木” だ。 樹皮のタンニンが漁

網の染料になる。なめし皮，！｝，＼！！皮用にも使える。皮を

はいだ中味（樹幹〉は炭になる。業は食物を包むのに

利用できる。

当地のカシワは植えたものではなし、。自生していた

ものを保護・育成して人工林に仕立て上げた。カシワ

は雑木の中では最も弱く枯れやすい。lチ！の実をまい

ても 2～3本しか発芽しなL、。コナラ ・クヌギ等が侵

入すると， これらの木に 負けるのでこれらを取り除

く。ヤブがひどくなったり，フジゾノレがからむとカシ

ワは枯れやすく ，この点でもコナラ・クヌギよりも弱

い。もっとも，クヌギでさえ れ大名の気質”であるか

ら，下木になると枯れるので下草刈りはおこたれな

し、。

カシワ林は昭和の初期には現在よりもずっと多かっ

たが，戦争中に一部が伐採されて知lにされた。残った

林は，手入れをせすーに放置している。

(2) シブ

樹皮をはぐ仕事をシブ取りとしづ。これは5～6月

の男仕事だ。カシワの業・小枝 などはゴミになるた

め，その場で捨て，これを燃料にはもちいなし、。たき

木にはコナラや他の雑木を使った。

シブ取りは大正10年前後まで盛んだった。この頃か

ら他の染料が市場に出廻るよ うになって次第にシブの

用途は衰退。昭和の初めには樹皮の1±：荷はほとんど途

絶えてしまった。

(3）葉

5月の発芽時に木に登ったり，これをしならせたり

して葉を採集する（若葉が硬化しはじめる時分が最

適〉。女 ・子供の仕事として明治時代には全感をきわ

めた。生の葉を出荷。 業者はこれをふかして家屋内へ

つるし陰干しにする。乾燥した業はもちゃちまきを包

むのに使用した。

明智光秀の円三日天下”で，大阪商人がちまきを光

秀に献上したところ，彼は皮をむかずに柏葉のままこ

れを食べたため，商人は光秀の粗暴に続き，彼を H天

下人で、なし、”と軽ベつしたとし、う。こういったヵγヮ

にちなむ言い伝えが県北の現地にも残っている。

また，例年11月 20 日にはカシワの~をJ合い集め， 「え

びすこう祝L、」に魚、を入れる皿として業を使った。こ

の風習は昭和の初めまであった。

(4）木炭

樹皮をはいだ幹は，白炭・堅炭にして売った （炭質

は上の下〉。木炭としては，竪く火持ちのよいコナラ

の白炭が最良とされた。昭和の初めl須からクヌギの黒

炭が増え，クヌギの薪炭林が多くなった。たき木 （ま

き〉はコナラを使用。炭の質は「クヌギ5コナラ＞カ

シワ＞ミズナラ」の順に良好。その他，ソロ ・クリ ・

カシ等も炭になる。火の起きと燃焼が速いクリ ・ヌノレ

デを精錬用に出荷。ヤマザクラも炭にした。ミスナラ

は少なく ，白生量の割合はコナラの2～3%位で，コ

ナラよりも炭質は悪い。

シブ取りを止めてから後今日まで，カシワ林は葉！？炭

林として，コナラ林 ・クヌギ林とほぼ同率の面積比で

部落の周囲をおおっていた。カシワ林床の落葉を堆肥

として使ったことはいうまでもなし、。
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(5) 植木

植木・盆栽の用途が多くなったのはごく最近のこ

と。 代貸しは （カシワ〕あるけど借りはない”，”後継

ぎができるまで貸しは（カシワの業が〉落ちない”…

と，”柏紙”（カシワのこと）は縁起物にもなるのであ

る。

カシワはどこにあったか？

カシワは揚地を好み，幼樹は日陰には弱し、。火山灰

地・砂地 ・湿原がかった所など荒涼とした環境に多い

ところから，他穫と競合しにくい樹種といえるかもし

れなし、。ただ，イメ ージ的にはやや乾燥ぎみの立地に

多い。樹皮が厚く火に強いため，山火事跡地に純林を

つくることがあるという。意外に順応性も強いらし

く，谷間や急斜蘭・尾根あるいは平坦地にも見られ

る。

県北地域においてカシワ林は沢岸の傾斜地や部落周

辺に多く残存しているが，山腹や尾根にもある。 大場

達之氏によれば， 「県北のカシワは八ヶ岳方面から酸

性土壌伝いに分布がのびてきたものだろ う」とのこ

と。カシワ本来の性質を考慮すると，この木に人がめ

をつけ，これを保護 ・育成する以前の時代には，極蹴

相の発達しにくい沢筋や急傾斜地，山腹 ・尾根等に自

然、状態で生じた崩壊地や倒木地， あるいは山火事など

にともなって形成された裸地に分布していたのではな

いかと推定される。

山火事跡地を別とすれば，樹林を構成するほどの勢

力はなかっただろ う。せいぜい数本単位で点々と，極

盛相の破lW地やその切れ目に生育していた可能性が強

し、。

とくに， 渓谷地得は樹林の切れ目であると同時に地

形の変換域であり，そこはまた相反する環境条件を持

った異相の植生がぶつかりあう場でもある。 当然そこ

は，植生のもろい，不安定な場ともいえる。入手を加

えなければコナラやクヌギにも圧倒されてしま うとい

ったカシワの鹿弱さを重視すると，自然、に放置された

この木が生き残れる場所はこのような所しかなかった

かもしれない。カシワの生存を許す土壌 ・生態的環境

・微気象などの諸条件をj慌たした場所が，当時の県北

にも局所的に存在したはずである。 栃谷温泉付近に現

存する巌地のカシワ林を見るとき，以上のよ うなイメ

ージを感ぜずにはおられなし、。

林業が開始される以前の焼畑1放棄地も，カシワの侵

入する候補地になっただろ う。

6 

このへんで，『神奈川県潜在自然植生図』 (1975）を

見てみよう。県北の立地が現在でも原植生と同じ純生

をささえる潜復能力を維持していると考えると， 「原

（始〉楠生三二今日の潜在自然植生」とみることができ

る。このような見方をした場合，潜在自然植生は現存

する植生を参考にして作成されたものであるから，こ

の図は現在と気候条件に大差がない時代の楠生を再現

したもの，ということもできょう。もちろん，当時の

植生がこのとおりだったというわけではなし、。けれど

も．すくなくもこの図と近似のものだったということ

は一つの可能性として考えられてよいと思う。自然環

境への人間の働きかけを無視するならば，その時代は

純文IJ)EJ明から弥生へかけての頃までさかのぼれること

になる。

県北にいっ頃から人が住みつき，そして人為の影響

が自然環境にも具現されるようになったのはいつ頃な

のか，その点まったく不明なので，潜在自然、植生図を

もって人為作用開始直前の櫛生を推定することはでき

ない。なぜなら，縄文時代にも寒 ・援の気候変動があ

り，それにと もなう槌生の変遷があった。現在とこと

なる気候条件下では，立地の破療がなくても，原植生

は1倍程自然植生と同一な ものにはならないからであ

る。

純文早期にはすでにこの地に人の住みついた形跡が

認められるので，縄文晩期の頃にはかなりの人為的影

響が周辺の植生におよんでいたと考えるのが自然、の見

方だろ う。 人間の居住域（山笈部〉を中心として（そ

こに人が居をかまえていた時には），人為的な二次林

がかなり広範聞に現出していたかもしれなし、。ただ

し，都県界尾根やその南側山腹はいまでも人間の居住

地や耕地にはなっておらず，このような高機高地が二

次林化されたのは，焼WIや林業が導入されてからだろ

うと考えられる。

細文時代には， 同一場所に；~聞が長JWにわたって継

続的に住んでいたとは想像しがたし、。この時代にあっ

ては人の居住は断続的で，人跡の途絶えた空白の11寺問

の方が長かったのて、はなかろうか。純文人による森林

破嬢は一時的であって，遺跡が放棄されるとまたもと

の状態が復元されただろう。

相模湖周辺における現時点の人間の居住j或は沢に沿

って集約的に分布しており，沢岸の緩斜面や台地ヒに

集務がある。谷頭の山腹に存在する集落 （2～3戸の

小部落〕として藤野町登里＜540～560rn＞がその例に

掲げられるが，このような例はむしろ珍しし、。 （「平家



の落武者 ・武田の残党」との伝説もある。〉この現象 はほとんど残っておらず，私の知る自生の下限は回ケ

は，古き時代の交通系に起因するところが大きし、。先 岡＜400m＞て、ある。 背は山の高所にかなりの自生が
史時代と現代とで集務形成の適地が一致している点が あったらしし、。ミスナラは雑木林の中に低率で生えて

興味深いけれども，この地の地形を考慮すれば（断層 いるが， コナラ ・クヌギとともに伐採されて炭にな

線に沿って地下水が湧出〉，それも当然のことと納得 る。戦後，植林の拡大にともなって雑木林が滅り，そ

がゆく。カシワ林もまたこれと歩調を合せるように， のぶんだけミズナラの分布も寸断されてしまった。

各集落をつなぐ道路沿いや部務にぴったり添った背後 ミスナラはフナよりも陽性が強く ，ブナの極相林が

の斜面にその分布が集中しているといえる。 破嬢された跡地に出現するケースが多し、。萌芽カも ~~t

ちなみに， 『神奈川県潜在自然楠生図』と，県北に く，育ちがよく木は大きくなる。このようなミスナラ

おける現時点のカシワ林の分布をかさね合せてみる の性質から考えて，県北でもその自生地は自然状態で

と，カシワはヤフツバキクラス域からブナクラスJ戒に はプナ林の下限域から中間温帯林の上部にあったと思

かけて残存し，主として 「アブラチャンーイヌシデ群 われる。湿気のある所で最も生育が旺盛になる点を加

落」と「シラカシj詳集 ・典型亜群集」 とカシワの分布 味すれば，谷の源頭部などは自生の適地だったろう。

が結びついている傾向が指摘できる。そして，これら 人里からやや厳れた山の中でもあるこのような場所

の植生単位域は谷筋を中心にのび，谷の源頭を経て山 は，おそらく林業が開始される以前の時代には，入手

腹へとひろがっている。 はほとんど加わらなかったと推定される。ただし，そ

図上に示されたこの二つの植生単位域と，先に筆者 れ以前に焼畑がミ ズナラの自生域まで進出していた甘j

が推定したかつての時代におけるカシワの本拠地と 能性を否定することはできないけれども…・・。

が，大要において一致する点ははなはだ興味深し、。浴 ミズナラはカシワに劣らず用途のひろい木ではある

在自然、植生は，この地における農耕開始直前の植生に が，県北では薪炭としてのiilli値が大きし、。この木と人

類似した状態を物語っているのではなかろうか？ と とのかかわりあいの歴史も，おそらく薪炭としてのも

りわけ，夏緑広葉樹のまとまりとしてのアブラチャン のだったろう。

ーイヌシデ群落はチョウにとって無視できなし、。

図上のアブラチャンーイヌシデ群落はヤフツバキク カシワ林に進出したウスイロオナガシジミ

ラス域の上限からブナクラス域の下限にかけてその推 東京近郊の平野部にもかつてはカシワ林が生育して

移帯として出現し，宮脇ら（1972,1976）は，この推 いた場所があったらしく ，大和市中央林間（多数〉や

移帯がし、わゆる中問視帯林である可能性を示唆してい 清瀬市cinからハヤシミドリシジミが採集された
る。中間温帯林といっても，それはヤフツバキ ・ブナ ことがある。このチョウの分布がほとんど唯一の食樹

両クラス域の構成種をも含んだ混交林に近いものだつ であるカシワのそれに強い規制を受けるのは当然だ。

たかもしれない？ そして，ハヤシミトリシジミ ・ウ このチョウは，近隣では倉岳山 ・笹子峠・大菩薩11時・

スイロオナカシジミにしても，落葉樹の全体に占める 大岳山（？〉 等から知られている。もっと範囲を拡大

頒度が高い中間温’常林を好適な生息環境とする林縁性 しでも，既知産地は富士山西北箆・御坂山地西磁・奥

のチョウではある。アブラチャン イヌシデ群務の構 武蔵高原にしかすぎなし、。これは近隣においてもカシ

成樹種は， 『潜在自然植生｜玄｜』 ではアプラチャ ン・シ ワの存在が稀薄なことによる。

デ類・ヤマハンノキ ・アサダ ・カエデ類・ハタウンボ なお，伊東市の湖岸沿いの斜面には自生のカシワが

ク等で代表されているが，この地においては，この群 かなり見られるという。このチョウの探索が必要だ。

務中にカシワの占める存在も付っして無視できないも ハヤシミドリシジミがカシワ一辺倒であるのに対し

のと私は解釈したし、。 て，ウスイロオナガシジミの方は他に自然状態でミズ

ナラ ・コナラ ・ナラガシワ等を食べる。ウスイロオナ

ミズナラはカシワの上部に ガの近隣における分布もまた局限的で、あり，滝子山・

ミズナラはブナクラス域の下部に出現する二次林樹 日川 ・大菩陛嶺・上黒平 ・三頭山・武甲山・ 奥武蔵高

額といわれる。和田lh＇~～生藤山の都県界尾恨やその南 原にその記録を見るだけで，道志山塊 ・富士火山・ 術l

側斜面の一部など，標高600m以上の地にややまとま 坂山地からは発見されていなし、。山梨 ・長野・群馬諮

った数のミズナラが残存している。低地にはミズナラ 県ではミズナラ林から採集される例が圧倒的に多く，
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図4 近隣地域におけるハヤシミドリシジミ ・ウスイロオナガシジミの分布

県北地域の近隣でもその傾向が明瞭であることから， ウスイロオナガシジミは産しなし、。ウスイロオナガは

ウスイロオナガの主要食樹は ミズナラと考えられる。 富士川をさかのぼった釜無川対岸の南アノレフロス前術山

ミスナラの分布は和田峠～生藤山から尾根伝いに奥 地（縦形山・夜叉神11時）に至ってはじめてその姿を見

多摩・奥秩父の山々へとのびており，将来分布調査が せるが，その食樹はミズナラと考えられる。このこと

進展すれば，ウスイ ロオナガシジミは近隣のミズナラ は，ウスイロオナガにとっては，カシワの存在よりも

林域からもっと多くの採集記録が出るはずのものであ ミズナラの方が重要であることを物語っている。つま

る。私は，穴月市滝子山＜1590明＞の山頂付近のミス 札 ”カシワ林にウスイロオナガを産するためには，

ナラ林でこのチョウを多数見ている。 その周聞に適量のミズナラが自生していなければなら

ところで，私は県北ではウスイロオナガシジミの越 なし、”ということである。この逆ケースを想定するに

冬卵をカシワから得ただけで，まだミ スナラをアタッ は難点が多し、。

タしたことがなし、。ミズナラからこのチョウが採れた 調査不徹底の商で若干の問題は残るが，近隣地域で

記録は当地にはないけれども，これは明らかに探索不 のハヤシミド リシジミとウスイロオナガシジミの分布

足によるものである。当地においてウスイロオナガが 笑態から次のような推定が成り立つ。

ミズナラから得られるのは時間の問題と思うつまた， 人間の手がまだ県北の尾根～山頂域にまで達しない

コナラの単独樹からこのチョウが得られたことはない 時代にあっては，ウスイロオナガシジミの生活閣の本

が，場合によってはカシワに接して自生するコナラに 拠は山の高所にあったと思われる。このチョウはミズ

産卵する可能性もある。 ナラへの依存度が高い。点在するカシワにはハヤシミ

富士山西北麓や御坂山地西麓 （富士川流域〉のカシ ドリシジミが居｛寸し、ており，またカシワも量的に少な

ワ林にはハヤシミドリシジミの産地が数多く知られて く勢カも強くなかったため，ウスイロオナガがカシワ

いる。北条篤史氏のご教示によれば，標高が低いため へ取り付くチャンスは少なかっただろう。やがて山林

かこの地域にはミ ズナラが見当らないという。同地に が伐採され，そこにカシワの人工林が出現するにおよ
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んで，ハヤシ ・ウスイロ同種が共存してなおあまりあ

る量の食料が確保されるようになった。ウスイロオナ

ガは食卓のメニューを拡大し，二次的にカシワ林へと

進出して，その勢力を爆発的に憎大させたと考えられ

る（「ミ ズナラ→カシワ」の食草転換〉。現在では， ミ

ズナラは植林化によって減少してしまった。

なお，奥武蔵高原に産するハヤシミドリシジミ ・ウ

スイロオナガシジミも，ここで述べた県北の場合と同

様なケースと考えられるが（市川 ・原， 1978),その

詳細は未調査である。

県内のコナラークヌギ林に普遍的に分布しているア

カシジミ ・ミズイロオナガシジミ ・オオミドリシジミ

等も県北のカシワ林から見出される。けれども，これ

らの穫の本拠はカシワと接するコナラークヌギ林にあ

る。

カシワ林の前途は多難

戦後のエネノレギー革命や肥料革命は，薪炭林として

の雑木林の運命を一変させてしまった。近郊；農村地帯

をおそった高度経済成長の余波は，住民の生活 ・文化

をいちじるしく向上させた。民家のサラリ ーマン化が

進行して，耕地は縮少し，荒廃決用地が噌えている。

部落周辺のカシワ林が伐採されてアカマツの苗闘に

なったり ，また伐採跡地が小工場に変貌した所もあ

る。カシワの葉を商品として出荷する者も消え（数年

前まで下岩部落に l戸が残っていた）. :I長関期に炭を

焼く人もいまでは1部落に l人くらいしかし、なL、。カ

シワ林はコナラ ・クヌギの雑木林とその運命をともに

し，用材林としてのスギ ・ヒノキ林への置換が進行し

ている。とくに，山腹～尾根の植林化がめだっ。

スギ ・ヒノキの植林化は薪炭林以外の雑木類を対象

として手がけられたものだが，最近ではそれが薪炭林

にもおよんできた。カシワ林の伐採跡地にスギ ・ヒノ

キを植付けた場合，植林はその生長過程で“枝打ち”

され，落されたソダ（伐採校〉はそのまま放置されて

林床を被覆する。そのため，カシワの H芽出”は悪

く，実苗も枯れて，カシワの再生は完全に阻止されて

しまう。

里山の冬の行事 n落葉かき”も最近では見られなく

なった。昔は，雑木林下の落葉をクマ手でかき集め，

カコ可こ入れて持ち帰り，順次家畜に踏ませてこれを堆

きゅう肥に変えたものである。肥料革命は，雑木林の

荒廃化を促進し，植林化への道をも早めたといえる。

一方で，最近の盆栽ブームは，カシワの苗を盗難の

危険にさらす結果を生んでしら。上河原部落には，盆

栽用のカシワを育てて販売する人も出現した。

ここ 2～3年の動向では，カシワは大木になって伐

採に手がかかるようになってきた。スギ ・ヒノキの苗

代も高騰し，また労力商で、もi催i林の採算ぬ：合わないた

めに，放置されるカシワ林も出てきている。

いずれにせよ，用途を失なったカシワ林の前途は暗

い。このままでは消滅の運命しか待っていないのであ

る。人間の営為は， カシワの保護をとおして間接的

に，そこを倭み家とするチョウたちの繁栄を保障して

きた。だがそれも今日までで，カシワ林は年々減少の

一途をたどってゆく運命にある。

おわりに

武内武蔵・（故）杉本竹維の両氏から現地のカシワ

林について得がたL、知見の提供を受けた。伊藤正宏・

新井一政 ・大場達之 ・高橋秀男 ・北条篤史の諸氏から

は貴重なご教示を得，また情報入手の蘭て、松本和馬 ・

牧林功両氏をわずらわせた。末筆ながら，これらの方

々に深謝の意を表するしだいである。
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ミチョウ季｜東京都杉＿；）fi.区立高円寺中学校 植された。これを成木にするために毎年下草刈りがく

生物部 り返され，カシワは根元から切りはらわれてしまった
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神奈川自然誌資料 2. 11～22, Feb. 1981 

相模湾で採集された蟹類

一相模湾産蟹類目録 ( I ）一

池 田 等

Crabs collected from Sagami Bay 

-The catalogue of crab collection of Sagami Bay (1）一

Hitoshi IKEDA 

相模湾の蟹類は他の海洋動物と同様に極めて農寓で

あり，これまでにも ORTMANN,PARISI, BATHBUN, 

SAKAI 等の学者によって多数の報告が発表されてい

る。 すで1乙生物学御研究所より出版された相模湾産蟹

類 （1965）では天皇陛下の永年の御採集品が酒井博士

によって新柄や新記録種を含め，340種が紹介されて

し、る。

筆者は1963年4月1日より 1980年11月30日までの長

期間に亙って相模湾の各所を蟹類の分布を勿lる目的で

調査したっその方法としては主として葉山， 長井港で

行われている漁業者の底W1J網で、得られる資料を重点的

に調査し，IJ'I曳網（手操網），ドレγジ，磯採集， 潜

水採集，打上げ採集の他， カニ寵，エピ縫を用いての

調査も行ってきた。 特に簡を使用しての採集では効果

が得られ，大磯Y'I＇，城ヶ島沖をかなり綿密に調査でき

た。

結果として司書類、24科284種，及び具尾類のタラパガ

ニ科10種を記録することができ，この中には4新種と

多数の相模湾新記録種が含まれている。蟹類のうち相

模湾産蟹類 （1965〕に記載されていない種類は46種類

に及んだ。従来の報告と本報告を含めておよそ450種

以上の蟹類が相模湾に生息しているものと思われる。

尚， 資料の大部分は筆者が所有しており，一部は横

須賀市博物館に怨類資料として保管されている。

本目録の作成にあたって多大な御配慮、を頂いた横須

賀市博物館の学芸員林 公義氏ならびに資料を提供し

て下さった葉山町漁業組合の角田正八氏そして横須賀

市長井町漁業組合の梶ケ谷貞夫氏， 鈴木 清氏，鈴木

三郎氏， 鈴木修一氏．浜田安雄氏そして資料の同定に

ついての御教示を頂いた甲殻類学会会長の酒井恒博

士に対して謹んで感謝の意を表わします。

稀種について

o Lasiodro明 iacoppingeri unide悶tataIHILE 

ヒメキヌゲカム リ

小田原 （1963）によって本邦では新記録として相模

湾から記載されて以来今回が2回目の記録である。そ

の他鈴木 ・倉田（1967）により伊豆大島付近からの記

録があり，三重県和具（山下氏私信による〉でも採集

されている。

。Homolaikedai SAKAI イケタホモラ

筆者がェビ能によって葉山沖（甘鯛場西〕の水深200

？？？から 01を大磯南沖の200～220mで 1'i'を採集し，

1979年に酒井博士により筆者の名にちなんて、新種記載

された。他の海域からの記録はない。

。Homolamieensis SAKAI ミエホモラ

1979年7月にエビ穫により城ケ島南沖，長チj:l'1中（ゴロ

ンバ）の深度200～230mで20が得られ，イ ケダホモラ

と同時に記載された。やや早く三重県浜島で田中信一

氏の採集により 10の記録があ り種名が付けられた。

。Sargassocarcinuscristatus BALSS コノノ、モドキ

BAL SSが 1924年に逗子79，より記載されて以来相模

湾では今回が2回目の記録である。 他の産地としては

三重県の紀伊長島 （酒井，1976）和具 （山下氏私信に

よる〉からま日られている。

o Rochinia debilis RATHBUN フクレツノ カニ

RATHBUNによって1932年城ヶ島沖より記録され

て ， その後天皇陛下が葉山沖の－~－鯛場で街l採集になっ

た。共に8であったが筆者の記録は3回目にあたりエ

ビ絡によって葉山Y'I'C甘鯛場〉，責lj崎＇{1:11の150～200m 

の深度より 20' 2 'i'を得ることができた。相模湾以

外からの記録はない。

。Lepthomithraxkiiensis SAKAI キイコシマガニ
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和歌山県南部のエビ絹より尾崎光之助氏が最初に 1 (N R〕－筆者の採集により相模湾新記録となった種

8を採集し， 2回目の採集は筆者によるもので， 三崎 類で，多くは日本産蟹類（1976）で紹介されている。

（諸磯〉沖から10' I♀が得られた。 その後三重県 D・ドレッ ジの採集によるもの。G・・底刺網（イセエ

和具 （山下氏私信による〉，熊野灘〉永井氏私信によ ピ， ヒラメ ， Fノレマエビを目的とする〉によ って得

る〉からの記録がある。 られたもの。 P…カニ箆，ェビ穫によって得られたも

。Cancernadaensis SAKAI ナタイチョウガニ の。 s..磯採集，潜水採集等によって得られたもの。
1969年に荊敵山県御坊市名田で 10が記録されて以 T・・底曳網 （手操網〉によって得られたもの。

来今日まで記録がなく ，これが2回目の記録である。

エビ絡により大磯南沖の水深250～280mでl~ が得ら

れた。

o Neopilumnoρlax major SAKAI 

オオノコギリェンコウガニ

天皇海山により 20 ' 1 ~ c酒井，1978, 1979）が
知られており，本邦では筆者が真鶴沖の深度180～200

刑でエビ箆によって10を得たものが初めてである。

その後，和歌山県大地i'91c柳沢， 1980〕から l0' l 
♀が記録されたのみて、ある。

。Paralomishyst門xoidesSAKAI 
イガクリカ拘ニモドキ

鳥羽水族館の深海調査による大王崎沖の20の採集

と，筆者が長井）＇1j1(750～800m）でカニ官官によって得

た 10以外，他から記録されていなし、。イプfグリガニ

よりも生息深度が深し、。

。Paralomisjaponica BALSS コフキエゾイパラガニ

BALSSによって1911年に相模湾より記載されて以

来今回が相模湾での2回目の記録である。エビ能によ

り60' 5 ~ が採集された。 他に和歌山県太地沖， 三

重県志摩沖からも記録がある。 本種が長い開発見でき

なかった理由は深度が深く ，底曳網の曳けない荒い底

質に分布しているためと思われる。

。Lopholithodesodawarai SAKAI 
オダワラフサイバラガニ

葉山沖（甘鯛場〉及び，城ケ島東南沖の深度240～

280 mにおいて筆者がェピ館により 30' l中が得た

もので， 小田原利光博土の還暦を祝して酒列二博士が最

近新組記11i¥tしたものである。相模湾以外からはまだ記

録されておらず木属としても日本での初記録である。

相模湾産蟹類目録

Phylum ARTHROPODA 節足動物門

Class CRUSTACEA 甲殻綱

Order DECAPODA 十脚目

Suborder REPTANTIA 腿行亜目

Section BRACHYRA 短尾区

Subsection DROMIACEA カイカムリ亜区

Fam. HOMOLODROMIIDA 

コウナガカムリ科

1. Dicranodromia doderleini RATHBUN 

コウナカポカムリ

長井￥91，葉山許j:i，城ケ島沖（200～300m〕砂機底

Fam. DROMIIDAE カイカムリ科

2. Dromia dehaani RA TH BUN カイカムリ

葉山沖， 長井i'<ll，岩浦沖（30～60m）砂泥底 G 

3. D. inte門叫ediaLAURIE アカゲカムリ（NR)

長井i'91(20～30m）岩礁底 G 

4. Cryptodromia tumida ty1うicaSTIMPSON 

イソ カイカムリ

城ヶ島沖（30～40叩〉 岩礁 G 

5. C. niゆρonensisYOKOYA ニホンカム リ

葉山1中，岩洞Ji'tj1，久里浜沖（10～20m）砂底，岩機

！底 G

6. C. bullifera ALCOCK ツノカイカムリ （NR) 

長井i'<ll，城ヶ島沖 （20～35m〕岩礁 G 

7. C. C円statipesSAKAI ノ、リ夕、ンカムリ

葉山沖 (180～zoom〕砂際底 p 
8. Petalomera angulata SAKAI 

ツノヒラアシカムリ

目録について 長井沖，城ヶ島沖 （20～40m）岩礁 G

。木目録の相模湾とは真鶴半島より，江ノ島，城ケ島 9. P.削 ：／soni(FULTON et GRANT〕

を経て久里浜に至る海域を範囲として扱った。 ワタゲカムリ

。分類大系や学名，和名等は日本産蟹類 （酒井，1976) 葉山沖，長;ll'-i'1「11，城ヶ島沖，剣崎沖（20～50m）岩

に従った。 礁，岩機底 G 

。略号及び記号について 10. P. g’anulata STIMPSON ヒラアシカムリ
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長井1中， 三戸f~＇ (20～40m）砂底，砂磯底 G 長井沖， 城ケ島洲I(40～70m〕岩礁底，岩礁 G 
11. P. nodosa SAKAI イボヒラアシカムリ Subsection GYMNOPLEURA 裸甲亜区

長引｜二i中，剣l崎J中（40～50m）岩礁 G Fam. RANINIDAE アサヒカニ科

12. Conchoecetes artificiosus (FABRICIUS) 28. Rania rania〔LINNAEUS）アサヒガニ

ヒラアシカムリ 柴山沖， 長ヲ｜二沖， 三戸｛1j:i(10～30m）砂底 G

岩浦沖 （10～20m）砂底 G 29. R，仰 inoidesserratifrons HENDERSON 

13. Lasiodromia coρρ問geriunidentata IHLE ノコハアサヒガニ

ヒメキヌゲカムリ 諸磯沖，城ヶ島沖（30～50m）貝殻質砂底 G

芦名沖 （30～35m〕岩礁 G 30. Ly吋 idustridentatus DE HAAN ビワガニ

Fam. TYMOLIDAE マメヘイケガニ科 葉山沖，秋谷沖 （80～120m）砂泥底 T.G

14. Tymolus japonicus STIMPSON マメヘイケガニ 31. L. stenoρs WOOD MASON トゲナシビワカニ

長チ｜二沖（40～50m）砂底 G 葉山沖， 長~ I二件1 1 (30～50m）砂底 G 

15. T. unicifer (ORTMANN）アシナガマメへイヶ 32. Noto戸usdorstρes (F ABRICIUS〕

長井沖〔50～200m）砂底，砂際底，G p アサヒガニモドキ

Fam. HOMOLIDAE ホモラ科 葉山｛1j1，長井沖， 三戸沖 （15～30m）砂泥底 G

16. Homola ikedai SAKAI イケダホモラ （N R) 33. Ranilia misakiensis SAKAI 

葉山引j:i，大磯沖（200～220m）砂磯底 p ミサキアサヒガニモドキ

17. H. mieensis SAKAI ミエホモラ （NR) 長井沖（35～50m）貝殻質砂底，砂底 G 

長井手j:i，城ヶ島沖（230m）砂磯底 p Subsection OXYSTOMATA 尖ロ亜区

18. H. 0門entalisHENDERSON トウ ヨウホモラ Fam. DRIPPIDAE ヘイケガニ科

築山｛~1 ， 長井J中， 城ケ島Y'i＇ ， 剣｜崎y1j1 (30～200m) 34. Drzρρe (Dori仲e)frascone (HERBST) 

1i!>底， 岩機底 G.P キメンガニ

19. Paromola japonica PARISI オオホモラ 江ノ島沖， 柴山川， 岩浦河I(10～50m）砂底，砂泥

真偽判i，大磯7'f1，城ヶ島沖 （150～250m）砂泥底， 底 G 

砂機底 P 35. Paradorippe granulata (DE HAAN) 

20. P. alcocki STEBBING イボテオオホモラ〔NR) サメハダヘイケガニ

葉山1中，長井沖，城ケ島沖（150～250m）砂泥底， 葉山沖，長井r't＇， 岩淵1沖 （10～30m〕砂底，砂泥底
砂磯底 G.P G 

21. P. SJうinimanaGRIFFIN ハリホモラ （N R) 36. Ethusa sexdentata (STIMPSON) 

長井幹i＇＇，城ヶ島沖 （60～lOOm）岩礁 G マノレミヘイケガニ

22. P. acutispina SAKAI 大磯沖， 葉山zrj1，城ケ島宇11(80～200前〉 砂泥底，

ツノナガオオホモラ （NR) G. P 

長ヂ｜二判I(70～80〕岩礁 G 37. E. indica ALCOCK インドヘイケガニ

23. Ho明 olo押ianniasibogae IHLE ヒラホモラ 大磯沖（180～250m）砂泥底 P

長井￥111(150～lSOm）砂泥底 G 38. E. izuensis SAKAI イズヘイケガニ

Fam. LATREILLIDAE ミズヒキガニ科 城ケ島r'i'(50～？Om）砂底 G
24. Latreillia palangium DE HAAN ミス‘ヒキガニ Fam. LEUCOSIDAE コフやシガニ手｝

葉山Ni，長井沖 （30～50m）砂底砂，泥底 G. T 39. Ebalia tuberculata (A.MILNE-EDWARDS) 

25. L. valida DE HAAN サナダミズヒキガニ ヤマ トエバリア

江ノ 島r~＇ ， 葉山i1rf1 〔80～l20m ） 砂泥底， 泥底 G.T 長~＇Iニ沖（30～50m）砂底 D 

26. Latreillo戸sisbispinosa HENDERSON 40. E. yo!wyai SAKAI イボエパリア（NR)

トゲミズヒキガニ 大磯沖（200～250m）砂泥底 P
長井N1Cso～lOOm）砂磯底 G 41. Orephorus (Oreophorus〕morum(ALCOCK) 

27. L. laciniata SAKAI エ夕、 トゲミス、ヒキガニ ミゾツプコブシ
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長ヂlニ沖 （50～60m）貝殻質砂j底 G 佐島（天神ヶ島〉〔糊間帯下～ 5m）砂！氏 s 
42. Nursia japonica SAKAI ロッカクコブシ 59. C. Loρhos (HERBST) トラフカラッノミ

葉山711＇，長井 7'11(10～30m）砂底 D 業1_L171l1，長井7'11，三戸7'11，岩浦沖I(20～40m）砂底

43. Arcania undecimspinosa DE HAAN G 

ジュウイチトゲコブシ 60. C. phlargius (LINNAEUS）メカネカラッノミ

小坪沖，葉山沖， 三戸791，岩浦7•11( 20～50m ） 砂底， 葉山件1:1，岩浦frj1(10～20m）砂底，砂泥）底 D.G 

砂泥底 G 61. C. gallus (HERBST〕コブカラッパ

44. A. u. elongata YOKOYA 葉山海岸，芦名引l:i（糊l間帯下～30m）岩礁聞の砂！な

ナカ、ジュウイチトゲコブシ G 

小坪沖，葉山79-1，岩浦fq1(20～50m）砂！氏，砂泥底 62. C. japonica ORTMANN ヤマトカラッパ

G.T 葉山71=l:i，長井71:11(30～Som〕貝殻質砂底 G 

45. A. globata STIMPSON ヒメトゲコブシ 63. Mursia armata DE HAAN キンセンモドキ

剣崎沖（20～30m）砂底 T 葉山7111(80～120m）砂底，砂泥底 G.T 

46. A. heptacantha (DE HAAN〕ナナ トゲコフシ 64. M. trispinosa PARIS! ミツハキンセンモドキ

葉山沖 （15～20m）砂泥底 G.T 長井7111，城ヶ島7111(80～120m）砂底， 貝殻質砂底

47. Myra fugax (FABRICIUS〕テナガコブシ G 

江ノ島沖，葉山沖， 岩浦沖（15～50m）砂泥i底 G 65. Cycloes granulosa DE HAAN カラッパモドキ

48. Ixoides co円iutusMACGILCHRIST 長井7111(30～50m）砂底 G 

ヨコツノコブシ 66. Matula lunaris (FORSKAL）キンセンカ’ニ

走大谷刊11(50～70m）砂泥底 G.T 鎌倉（1~3比ケ浜〉， 葉山海岸 （潮間帯下～lOm）砂

49. Pariphiculus coronatus (ALCOCK et 底 S

ANDERSON）タマコブシ Subsection OXYRHYNCHA 尖頭亙区

葉山沖，秋谷J中，長井沖〔80～120m）砂泥！氏 GT  Fam. HYMENOSONATIDAE ヤワラカニ科

50. PhilyraりndactylaORTMANN ヒラコブシ 67. Rhynchoplax messor STIMPSON ヤワラガニ

小坪f中，逗子1中（5～20m）砂底 G 葉山海岸 （潮間帯〉岩礁の藻類に着生 s 
51. P. kanekoi SAKAI カネココブγ 68. T：円gno戸laxunguifo円叩is(DE HAAN) 

葉山海岸，佐島海岸（潮間帯〉 岩礁聞の砂地 s ソバガラガニ

52. P.ρisum DE HAAN マメコブシ 葉山沖，長井沖（12～20m〕岩礁の設類に着生 G

長井（仮屋ケ崎〕， 江奈湾（潮間帯〕砂地，砂泥地 69. Paratymolusρubescens MIERS 7 メツブヵーニ

s 逗子沖 c5～lOm〕滋類に着生 D 
53. Leucosia anatum (HERBST）ツノナガコブシ Fam. MAJIDAE クモ力ニ科

葉山frp，長井沖，岩浦沖 （20～40m）砂底 G 70. Achaeus ja抑制cusDE HAAN アケウス

54. L. unidentata DE HAAN ヨツメコブシ 葉山沖，久留和沖，長井沖，岩浦沖〔10～20m）岩

葉山性1=1，長井沖〔20～40m）砂底 G 礁 G 

55. L. obtusifrons DE HAAN コブシガニ 71. A. tuberculatus MIERS アワツプアケウス

葉山沖，長井1中，城ケ島沖 （30～lOOm〕砂底，砂 葉山許l:i，長井沖（20～30m）砂底 G

泥底 G. T 72. Prosphorachaeus suluensis (RATHBUN) 

56. L. haematosticta ADAMS et WHITE コアケウスモトキ

アカホシコブシ 築山7111(20～30m〕砂底 G

葉山i,, (15～20m）砂底 G 

57. L. rhomboidalis DE HAAN ヒシガタコブシ

葉山沖 （25～30m）砂底 G 

Fam. CALAPPIDAE カラ・yパ手ヰ

58. Calappa heρatica (LINNAEUS) ソデカラッノミ
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73. Pyromaia tuberculata (LOCKING丁ON〕

イッカククモカニ

江ノ島7111，柴山洲，岩l雨791(5～200）砂泥l底 G.P

74. Camposia retusa LATREILLE モクズショイ

佐島沖，長井N1(10～20m）岩礁 G 



75. Macrocheira kaempferi (TEMMINCK〕 城ヶ島沖（10～20m）岩礁のイソバナ類に着生 G 

タカアシガニ 92. Naxioides mammillata (ORTMANN) 

葉山t"i＂，長井沖，城ヶ島沖，剣崎N1(50～300m) ェ夕、ツノカ、ニ

砂泥底 G.P 長井沖，城ヶ島Y'i＇，剣崎沖（30～60m）岩礁 G 
76. Pleistacantha sanctijohannis MIERS 93. Phalangipus hystrix (MIERS）アシナカ、ツノカやニ

ハリセンボン 葉山沖，長井沖 （30～IOOm）砂底 G

秋谷y1j1(80～120m）砂泥底 G 94. Rochinia debilis RATHBUN フクレツノ ガニ

77. P. oryx ORTMANN ツノハリ センポン 葉山沖，剣崎沖 (150～200m）砂底，砂磯底 G.P

秋谷判＇・ 長井f中， 城ケ島沖（80～200m）岩礁底， 95. Hyastenus diacanthus (DE HAAN）ツノガニ

砂磯底 G.P 葉山沖，長井沖，岩浦沖 （20～30m）砂底 G 

78. Cyrtomaia owstoni TERAZAKI オウス トンガニ 96. H. elongatus ORTMANN 7 ノレγノガニ

城ケ島1'j:1(250～300m）砂泥底 p 葉山沖，久留和沖，岩浦沖，野比沖 (10～30m）岩

79. Chionoecetes japonicus RATHBUN 礁 G

ベニズワイガニ （N R) 97. Chorilia longipes japonica MIERS コツノガニ

長井沖（900～lOOOm）泥底 p 大磯沖，長井沖，城ヶ島沖（180～500m）砂底，砂

80. Zewa m仲onicaSAKAI ワタクスダマシ 泥底 P

葉山沖，長井沖 (10～20m〕岩礁 G 98. Scyra compressipes STIMPSON ヒラツノカ、ニ

81. Pugettia sagamiensis GORDON サガミモカニ 長井宇，，(50～150m）砂泥底，砂磯底 G.P

大磯r'i＇，築山沖，長井J中（180～250m）砂泥底 G.p 99. Pisoides ortmani (BALLS）ト ガリガニ
82. P. incisa (DE HAAN）ヤハズモガニ 葉山沖，剣崎沖（30～50m）砂泥底，泥底 G.T

葉山7'11，岩浦沖 （20～80m〕砂底，砂泥底 G 100. Doclea ovis (HhRBST）ケプカツノガニ （NR)

83. P. quadridens quadridens〔DEEAAN〕 葉山y1j1(10～15m〕砂泥底 G 

ヨツパモガニ 101. D. canalifera STIMPSON 

葉山海岸，佐島y1f1，荒崎海岸 （潮間帯～IOm）岩礁 ヒメケブカツノガニ（NR) 

s 逗子沖 (10～15m）砂泥底 G 

84. P. q. intermedia SAKAI ヨツハモドキ 102. Hoρlojうhrysogibyi MCCULLOGH 

葉山川，岩浦沖 (10～20m）岩礁 G イソ コンベイ トウガニ（NR)

85. P. q. pellucens RATHBUN コヨツメモガニ 長井沖 （30～40m）岩礁の トゲトサカ類に着生 G

葉山沖，長井沖 （20～30m）岩礁 G 103. Maja sρinigera DE HAAN ケアシガニ

86. P. nipponesis RATHBUN ニッポンモガニ 葉山沖，長井沖，城ヶ島沖，剣崎沖 （30～50m〕

大磯沖， 葉山Ni，長井Ni(so～200m〕砂泥底 G. 岩礁 G 

P. T 104. Lψtomithrax ed：叩ardsi(DE HAAN) 

87. Sphenocarcinus stimpsoni (MIERS）イポガニ コシマカニ

城ケ島沖（150～200m）砂泥底 D 葉山沖 （30～lOOm）砂底，砂泥底 G 

88. Sargassocarcinus cristatus (BALLS) 105. L. bifidus ORTMANN ヒメコシマガニ G 

コノハモトキ 長井沖，城ヶ島沖，剣崎沖 （20～60m）岩礁

長井許，， (20～30m）岩礁 G 106. L. kiien幻・sSAKAI キイコ シマガニ（NR)

89. Menaethius monoceros (LATREILLE) 諸磯沖（80～IOOm）砂磯底 G.P 

イッカ夕方おニ 107. Schizophroida simodaensis SAKAI 

葉山沖，三戸浜 （潮間帯下～IOm）岩機 GS  シモダノコギリ ガニ

90. Huenia proteus DE HAAN コノハガニ 長井沖，城ケ島沖（20～30m）岩礁 G

葉山J中，長井1中〔10～20m）岩礁 G 108. S. mamazuruana SAKAI 

91. Xenocarcinus tuberculatus WHITE マナズノレノコギリガニ

イボイソパナカニ 佐島沖，長井沖（20～30m）岩礁 G

15 



109. Schizophrys asρera (H. MILNE EDWARDS) 長井洲l，城ケ島沖 （80～120m）岩礁底，貝殻質砂

ノコギリガニ 底 G

葉山沖， 久留和沖，佐島沖，長井l'''(10～ZOm) 125. Heterocrypta transians ORTMANN 

岩礁 G カワリヒ シガニ

110. Chlorinoides harma河di(BOUVIER) 長井沖（80～lZOm）貝殻質砂底 D 

ハリカイメンガニ 126. Eヒhinoecusρ6悶tagonus(A.MILNE-EDWARDS) 

久留和沖，長井沖，城ヶ島沖（40～80m）岩礁 G ムラサキゴカクガニ

111. C. longispinus (DE HAAN）カイメンガニ 真偽海岸，秋谷海岸 〈砂l間帯〉岩礁のムラサキウニ

葉山l＇＇＇，久留和沖， 長井沖（10～ZOm〕岩礁 G, に着生 s 
112. Entomonyx sρinosus MIERS 127. Eumedonus zebra ALCOCK シマゼブラガニ

トゲカイメンガニ 城ヶ島沖（80～120m）砂l氏の トゲザオウニに着生

城ヶ島沖 （40～50m）岩礁 G G 

113. Af.zcz伸。 thalia〔HERBST）ワタクス司ガニ 128. Zebrida adamsi WHITE ゼブラガニ（NR〕

葉山l"i＇， 岩淵N1(10～30m）砂底，岩礁 G 長井j'i:j1(20～30m）岩礁のラ ッパ・ウニ等に着生 G 

114. 11主ρhilyra(HERBST）コ ワタ クズガニ 129. Harrovia elegans DE HAAN コマチガニ

葉山海岸 （潮間帯〉岩礁 s 葉山海岸（潮間帯下～zom）岩礁のウミシダ類に着
115. M. marga門tiferaHENDERSON 生 G.S

タマワタ タズガニ（N R) 130. Ceratocaγcinus trilobatus (SAKAI) 

長井沖 （20～30m）岩礁 G ミツハコマチガニ

116. Tiarinia cornigera (LATREILLE）イソクスガニ 業山沖 （10～ZOm）岩礁のウミシタ類に着生 G

葉山海岸（海｝j間帯〉岩礁 S Subsection CORYSTOIDEA ヒゲガニ亜区

Fam. PARTHENOPIDAE ヒシガ三手ヰ Fam. CORYSTIDAE ヒゲ、ガニFヰ

117. Parthenope (Playlambrus) validus forma 131. Jonas distincta (DE HAAN）ヒゲガニ

validus DE HAAN ヒシガニ 葉山沖，長井沖，岩浦沖 （30～40m〕砂底 G

葉山沖， 長井沖，岩浦J中（20～50m）貝殻質砂底 132. Podacatactes hamifer ORTMANN トゲヒゲガニ

G 、 葉山和j:1，長井沖（100～150m〕砂泥底 D.T 

118. P. (P.) validus forma laci四iatus(DE HAAN) Fam. ATELECYCLIDAE クリガニ科

ホソウデヒシガニ 133. Kraussia integra (DE HAAN）ゴイシカ、ニ

葉山沖， 岩浦沖 （10～ZOm）砂底 G 葉山海岸 （潮間帯下〉岩礁聞の砂地 s 
119. P. (P.) validus fo門官aintermedius (MIERS) 134. Trachycarci抑制 balssiRATHBUNツノク リガニ

セスジヒシガニ 長井j'cj1，城ケ島宇，， (90～150m〕貝殻質砂底 D.G

岩浦沖（10～20m）砂底 G 135. T. sagamien幻SRATHBUN 

120. P. (P.) nummiferus RATHBUNハナヒシガニ サガミ ツノクリガニ

葉山沖 （20～30m）砂底 D 長井沖，剣崎沖 （180～300m〕砂底，貝殻質砂底

121. P. (Rhinolambrus) contrarius (HERBST) G. P 

ツノダシヒシガニ 136. T. elegans GUINOT et SAKAI 

葉山沖， 佐島19'(20～30m）岩礁 G ケブカツノクリガニ

122. Tutankhamen戸teromerus(ORTMANN) 大磯沖 （200～250m）砂泥底 p 

ミツカドヒシガニ Fam. CANCRIDAE イチョウガニ干ヰ

城ケ島f1j1(100～120m）貝殻質砂底 G 137. Cancer japonicus ORTMANN イチョウカニ

123. Dardorfia investigatoris (ALCOCK) 業山沖，長井yrj:1，以ヶ品沖〔50～200m）砂j氏，貝

インドカノレイシガニ 殻質砂底 G.T

長井l'''(50～60m）岩礁底，貝殻質砂底 G 138. C. tumifrons YOKOYA ヒロハイチョウガニ

124. Dairoides kusei (SAKAI）ホシハダヒシガニ 葉山沖，岩浦沖 （50～lOOm）砂底 G
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139. C. gibbosulus (DE HAAN）イボイチョウカニ

葉山191，岩浦／中（20～som〕砂底，砂泥底 G 

140. C. amρhioetus RATHBUN コイチョウガニ

主主山海岸，佐島沖 （潮間帯下～20m）岩礁聞の砂底

G目 S

141. C. sakaii TAKEDA et MIYAKE 

ウイチョウヵーニ

真l偽沖，大1談沖，城ケ島沖 （200～250m）砂泥底，

砂磯底 p 

142. c回目adaensisSAKAI ナダイチョウガニ（NR)

大磯191(250～280m）砂泥底 p 

Subsection BRACHYRHYNCHA 方頭亜区

Fam. PORTUNIDAE ワタリガニ科

143. Caruρa tenuipes DANA カノレノミガザミ

葉山沖，長井！rj1(20～30m〕岩礁 G 

144. Lissocarα四uslうolybioidesADAMS et WHITE 

トガリ マノレガザ ミ

葉山Ni，長井沖（20～30m）砂泥底 G 

145. L. laevis MIERS マノレヵーザミ

葉山！111(20～30m）砂底 G 

146. Ovaliρes戸unctatus(DE HAAN）ヒ ラツメガニ

大磯沖，江ノ島沖，岩浦沖 （10～zoom）砂底，砂

泥底 G.P 

147. Macropipus corrugatus(PENNANT）シワガザミ

葉山Ni，三戸沖 （20～50m）砂底，砂泥底 G.T 

143. Scylla serrata (FORSKAL）ノコギリガザミ

葉山海岸，秋谷沖〔潮間帯下～lOOm）砂泥底 G.S 

149. Portunus (Portunus〕sanguinolentus

〔HERBST〕ジャノメカザミ

逗子沖 （5～2om）砂底 G 

150. P. (P.）ρelagicus (LINNAEUS）タイワンガザミ

葉山1111Clo～2om）砂底 G 

151. P.〔P.〕trituberculatus(MIERS）ガザミ

葉山沖，秋谷1中（10～50m）砂泥底 G 

152. P. (Monomia) gladiator FABRICIUS 

イボガザミ

江ノ島沖，葉山和j1，岩浦沖（10～30m）砂底 G 

153. P. (M.) petreus (ALCOCK〕

ツブイボカザミ （NR〕

長井沖（20～30m〕砂底 G 

154. P. (Xiphonectes〕 h~statoides (FABRICICIUS) 

ヒメカザミ

江ノ島1+1，小坪沖，葉山／中（30～50m）砂泥底

G.T 

155. Charybdis (Charybdis) ja戸onzca

(A. MILNE-EDWARDS〕イシカニ

葉山海岸 （潮間帯下～ 5m）岩礁，砂磯底 s 
156. C. (C.) acuta (A. MILNE EDWARDS) 

ベニイシガニ

葉山／中，佐島沖，岩浦沖（5～30m）岩礁 G.S 

157. C. (C.) annulata (FABRICIUS) 

シマアシイシガニ（NR)

葉山海岸（潮間帯下～lOm）岩礁 D 

158. C. (C.) feriata (LINNAEUS）シマイシガニ

江ノ島沖，葉山｛qi(30～60m）砂泥底 G 

159. C. (C.）円versandersoniALCOCK 

アカイシモトキ

葉山／中，長井沖，城ケ島沖（30～lOOm）岩礁，

砂礁底 G 

160. C. (C.〕milesDE HAAN アカイシカニ

葉山N1，秋谷沖 （30～SOm）砂泥底 G.T 

161. C. ( C.) variegata (F ABRICIUS〕カワリイシガニ

江ノ島沖，葉山沖， 秋谷沖 （30～50m）砂泥底

G.T 

162. C. (C.〕natatoγ（HERBST)

ワタリイシガニ（NR)

葉山沖 （10～20m）砂底 G 

163. C. ( C.) granulata DE HAAN 

ツブワタリイシカ、ニ（NR)

長井i中，佐島沖1〔20～30m〕岩礁底 G 

164. C. (C.) orientalis DANA 

トウヨウイシガニ（NR〕

逗子沖，佐島沖 〔10～2om）岩礁 G 

165. C. (Goniohellenus) truncata (FABRICIUS〕

ヒロノ、イシカーニ

長チ｜二沖 （10～20m）砂泥底 G 

166. C. (Gonioneptunus) bimaculata (MIERS〕

フタホシイ、／カvニ

江ノ島沖，葉山沖，岩浦J中（10～30m）泥底，砂泥

底 G.T

167. C. (Goniosupradens) acutifrons (DE HAAN) 

トガリマグライシガニ（NR)

佐島沖 (10～2om)G 

168. Thalamita picta STIMPSON ヒメベニツケガニ

葉山Ni，久留和沖，長井i中(10～2om）岩礁 G.S 

169. T. integra DANA 

ヒメフタバベニツケガニ（NR)

佐島i'91(10～15m）岩礁 G 
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170. T. sima H. MILNE EDWARDS 

フタバベニツケガニ

葉山J1j1，佐島J1:j:1，岩J市沖 （潮間帯下～20m）岩礁

G.S 

171. Podophthalmus vigil (FABRICIUS) 

メナガガザミ

葉山引11(10～2om）砂底 D 

Fam. XANTHIDAE オウギガニ科

172. Halimede fragifer DE HAAN 

ゴカクイポオウギ

葉山沖（20～30m〕砂底 G 

173. H. ochtodes (HERBST) 

ゴカクイボオウギモ トキ

岩浦沖，久里浜r'I'(10～20m）砂底，砂泥底 G 
174. Liagore rubromaculata DE HAAN 

ベニホシマンジュウカがニ

葉山Jr11(60～SOm）砂泥底 T 

175. Liomera boninensis (ODHNER) 

オガサワラベニオウギ

長井沖（40～50m〕岩礁 G 

176. L. erythra〔LINNAEUS）チ リメンベニオウギ

剣崎沖（30～40m）岩礁 G 

177. L. cinctimata〔WHITE）オオベニオウギ〔NR) 

佐島i'•I • (20～30m）岩礁 G 

178. L.世enosa(H. MILNE-EDWARDS) 

ベニオウギガニ

葉山引11 ， 久留和N• ， 長井r'I' (10～20m）岩礁 G 

179. Neoliomera insularis (WHITE）ヒ ラベニオウギ

久留利沖 （10～15m）岩礁 G 

180. Atergatis floridus (LINNAEUS) 

スベスベマンジュウガニ

葉山J1f1，長引｜ニJ1:j:1，剣崎沖（潮間帯下～IOm) 岩樵

G. S 

181. A. subdentatus DE HAANアカマンジュ ウカ府ニ

葉山沖， 久留和件l:i，剣崎1'11(10～20m）岩礁 G 

182. A. integerrimus (LAMARCK) 

ホシマンジュウガニ

葉山沖，久留和沖 （10～20m）岩礁 G 

183. A. reticulatus DE HAAN 

ヘリトリマンジュウガニ

葉山沖，久留和｛1f1(10～20m）岩礁 G 

184. A. granulatus DE MAN 

サメハ夕、マンジュウガニ（NR)

小坪沖（10～20m）岩礁 G 
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185. Hy戸ocolpusgranulatus (DE HAAN) 

クボミオウギガニ

葉山／中，久留和沖 （20～30m〕岩礁 G 

186. Macromedaeus dぱinguendus(DE HAAN~ 

シワオウギカニ

葉山海岸 （潮間手w下） 岩礁，岩礁地 s 
187. Demania intermedia GUINOT 

ウロコオウギガニモ ドキ （NR〕

長井沖 （60～70m）岩礁 G 

188. Le.ρtodius sanguineus (H. MILNE-EDWARDS〕

ムツハオウギガニ

三戸海岸 （潮間帯〉岩礁 s 
189目 L.exaratus (H. MILNE-EDWARDS) 

オウギカニ

葉山海岸（潮間帯〉岩礁 s 
190. Medaesus granulosus (HASWELL) 

スエヒロガニ

葉山海岸，岩沼ji11中〔11,vi間帯下～IOm）岩礁底 G.S 

191. Paraxanthias elegans (STIMPSON) 

ヒメオウギガニ

葉山沖 （5～IOm）岩礁 G 

192. Paraxanthodes obutusidens (SAKAI) 

オオヒメオウギ

久留別帥，城ケ島沖 （50～lOOm〕岩礁，砂事者底 G

193. Nanocassiope gra仰 lipes(SAKAI) 

サガミヒメオウギ

葉山沖，長井1'11，城ケ島許11(50～l50m）貝殻質砂

底，砂事長底 D 

194. Dycloxanthops truncatus (DE HAAN) 

トガリオウギカニ

葉山海岸，城ケ島 （潮間帯下）岩機，岩礁地 s 
195. Neoxanthops lineatus (A. MILNE-EDWARDS) 

ウスハオウギガニ

城ケ島沖 （5～20m）貝殻質砂底 D 

196. Ca/maniaρrima LAURIE カノレマンガニ

葉山沖（30～80m）砂泥底 D 

197. Ralumia balssi SAKAI ノミノレスカニ

葉山沖 （10～20m）砂底 D 

198. Actaea savingnyi (H. MILNE-EDWARDS) 

サメハダオウギカニ

葉山Ji:1:1，城ケ島沖 （活YJ間帯下～lOOm）岩礁，貝殻

質砂底 G. S 

199. A. polyacantha (HELLER）イラカオウギガニ

城ケ島（30～40m〕岩礁 G 



200. A. echinus ALCOCK 

トゲサメハダオウギ（NR)

長井yrj1(50～70m〕岩礁

201. A. bocki ODHNERイレズミオウギカニ

長井1中，城ケ島沖（30～50m）岩礁 G 

202. A. dφressa (WHITE）ヒラアワツブカニ

城ケ島沖（10～20m）岩礁 G 

203. Paractaea ruppelli orientalis (ODHNER) 

ケフカアワツフカ、ニ

葉山r'i＇ ， 久留和l~ ＇ ， 岩浦J中，野比1中（10～2om〕

岩礁 G 

204. Etisus laevimanus RANDALL ヒツメガニ

葉山海岸，荒崎海岸〈潮間帯下～5m）岩礁 s 
205. E. anaglyptus H. MILNE-EDWARDS 

トカ戸リヒツメカポニ

葉山沖，剣崎沖 （10～2om）岩礁 G 

206. E. rhynchophorus (A. MILNE-EDWARDS) 

タマヒツメカニ

葉山沖，久留和沖，長井1中（15～30m）岩礁 G 

207. Pilodius nigrocrinitus STIMPSON 

トゲオウキ、ガニ

葉山海岸（潮間帯下〉岩礁地 s 
208. H）φothalassia a門官ala(DE HAAN〕マツパガニ

長井戸j:1，剣崎N1(30～80m〕岩礁 G 

209. Sphaerozius nitidus STIMPSON 

スベスベオウギガニ

岩淵￥91，久里浜沖 （潮間帯下～lQm）岩礁 G. S 

210. Eriphia smithi MACLEY イボイワオウギガニ

真偽海岸，葉山海岸，城ヶ島（潮間帯〉岩礁 s 
211. Pilumnus tomentosus LA TREILLE 

オオケブカカニ

久留荊Ji91，長井｛rj1(10～20m）岩礁 G 

212. P. longicornis HILGENDORF 

アシナヵーヶブカカ吊ニ

長チ｜ニ沖（10～50m）岩礁 G 

213. P. minutus DE HAAN ヒメケブカガニ

葉山沖，長井戸，，，城ヶ島沖（10～50m）岩礁底 D.G

214. P. ves戸ertilio(FABRICIUS) ヶブカガニ

三戸海岸 （潮間帯〉 岩礁 s 
215. Heteroρilumunus α：titatus (STIMPSON) 

オキナガニ

葉山沖 （10～2om）岩礁 G 

216. Actumnsus squamosus (DE HAAN）イボテガニ

業山沖，長井沖 （10～30m）岩磯底，貝殻質砂底

D.G 

217. A. forficigerus (STIMPSON）イ ボテモドキ

剣崎沖，久里浜沖（70～lOOm）貝殻質砂底 G 

218. A. setifer (DE HAAN）スエヒ ロイ ボテガニ

葉山N1，久留和沖，長井J中（潮間帯下～20m)

岩礁 G. S 

219. A. dorsipes (STIMPSON）セアシイボテガニ

長井J中，城ヶ島沖（50～80m〕岩礁 G 

220. A. interi叩ediusBALSS ミゾイボテガニ

城ケ島沖 （50～80m）岩礁 G 

221. Pilumnoρeus indica (DE MAN) トラノオカニ

葉山海岸 （潮間帯）岩礁 s 
222. Quad問 llaboopsis ALCOCK ベニサンゴガニ

長井沖（80～lOOm）岩礁のサンゴ類に着生 G 

223. Zalasius imajimai TAKEDA et MIYAKE 

ツブドロイシガニ

三戸／中，岩浦沖（10～20m）砂底，砂泥底 G 

224. Banarea subglbosa (STIMPSON〕タマオウギガニ

葉山沖，長井沖 （10～20m）岩礁のトゲ トサカ類に

着生 G 

225. B. ja戸onica(ODHNER）トサカオウギガニ

葉山沖（10～20m）岩礁の トゲトサカ類に着生 G 

226. Calvactaea tumida WARDマノレタマオウギガニ

長井{lj1，剣崎沖（10～20m〕岩礁の トゲトサカ類に

着生 G 

Fam. GERYONIDAEオオエンコウガニ科

227. Geryon a/finis granulatus SAKAI 

オオエンコウガエ

真鶴沖，葉山i'*'(600～900m）砂泥底 p 
Fam. GONEPLACIDAE エンコウ力‘二号4

228. Carcinoplax longimana (DE HAAN) 

ユンコウヵーニ

葉山沖，秋谷沖 （50～180m）砂泥底 G.P.T 

229. c. s叫rugensisRATHBUN ヒメ エンコウガニ

城ヶ島沖 （180～200m）砂泥底 p 

230. C. sp. ヒメエンコウガニの一種（NR〕

大磯1中，城ヶ島沖（180～250m）砂泥底 p 

231. C. vestita (DE HAAN）ケブカエンコウガニ

葉山沖，秋谷｛rj1(50～lOOm〕砂泥底，泥底 G.T 

232. C. tomentosa SAKAI 

オオケブカエンコウガニ（NR〕

大磯沖（200～250m）砂泥底 p 

233. Psopheticus stridulans WOOD-MASON 

ナキエンコウガニ (NR) 
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大磯f中，城ヶ島沖（200～300m〕砂泥底 p 

234. Heteroρlax nitida MIERS キノζガニ

葉山沖（10～15m）砂底 D 
235. Neoρilum河oplaxserratus SAKAI 

ノコギリエンコウガニ

長井沖 （180～200m）砂磯底 p 

236. N. major SAKAI 

オオノコギリエンコ ウカニ（NR)

真鶴i中（200～250m）砂磯底 p 
237. Eucrate crenata DE HAAN マノレノζガニ

佐島沖，岩浦沖 （10～20m）泥底，砂泥底 G 

238. E. sulcatifrons (STIMPSON）ヒメマノレノミガニ

葉山沖 （30～40m）砂底，砂泥底 G 

239. Ommaticarcinus macgillivrayi WHITE 

メナガエンコウガニ

秋谷沖（40～50m〕砂泥底 G 

240. Ceratoplax sagamiensis SAKAI 夕、ンハガニ

249. Pinnixa balanoglossana SAKAIギボシマメガニ

葉山沖（10～20m）砂底のギボシムシの巣に着生

D 

250. P. rathbuni SAKAIラスパンマメ ガニ

葉山f中，秋谷沖，久里浜沖 （10～lOOm〕砂泥底，

泥底 D.G 

251. Tritodynamia jaρonica ORTMANN 

ヨコナカピンノ

葉山沖（30～40m）砂泥！底 G 

252. T. rathbuni SHEN オオヨコナカFピン／

長井沖 （10～2om）砂泥底のギボシムシ類に着生

D.G 

253. T. horvathi NOBILI オョギピン／

長井沖（80～lOOm）砂泥底 D 

Fam. RETROPLUMIDAE ユウレイガニ科

254. Retropluma denticulata RATHBUN 

ユウレイヵーニ

葉山沖，秋谷沖（50～60m）砂泥底，貝殻質砂泥底 葉山沖 （70～80m）砂泥底 T

G Fam. P ALICIDAE イ卜アシ力、ニ手ヰ

241. Typhlocarcinops canaliculata RATHBUN 255. Crossotonotus spinipes (DE MAN〕

メクラガニモドキ アシブトイトアシガニ

葉山沖（20～30m）砂泥底 G 葉山71:j:1，長井沖，岩浦沖（20～30m）岩礁 G 

242. Hexa戸us(Hexapus) sex戸es(FABRICIUS) Fam. OCYPODIDAEスナガニ科

ムツアシガニ 256. 0り戸odecordimana DESMAREST 

葉山沖（30～40m）砂泥底 G ミナミスナガニ

Fam. POTAMIDAE サワガニ科 葉山海岸（砂浜に穴居）s 
243. Geothlρhusa dehaani (WHITE）サワガニ 257. 0. stimpsoni 0RTMAAN スナガニ

葉山 （森戸川上流〉小JIIや清流に住む 葉山海岸（砂浜に穴居）s 
Fam. PINNOTHERIDAE カクレガニ科 258. Macrophtal問 us(Macro戸htalmus)verreux1 

244. Pinnotheres sinensis SHEN オオシロビンノ H. MILNE EDWARDS メナガオサカニ

岩浦沖 (10～30m〕ムラサキイガイ，アズマニシキ 葉山沖〔10～15m）砂泥底 D 

等に着生 G. T 259. M. (M.〕dilatatusDE HAAN オサガニ

245. P.戸holadisDE HAAN カギツメピンノ 森戸川河口，江奈湾，内湾，河口の砂泥地に穴居

岩浦沖， 久里浜沖（10～30m）アスマニシキ等に着 s 
生 G.T 260. M. (Mareotis) japonicus DE HAAN 

246. P. laquei SAKAI ホウズキピンノ ヤマトオサガニ

長井沖，城ケ島沖（80～120m） 砂際lまのホウズキ 江奈湾 〔内湾，河口の砂泥地に穴居）s 
チョウチンに着生 D. G 261. Camptandrium sexdentatum STIMPSON 

247. Pinnaxodes major ORTMANN ムツハアリアケカポニ

フジナマコマメガニ 江奈湾 （潮間帯） （内湾の砂泥地） s 
鎌倉沖〔10～20m）フジナマコに着生 D 262. Seoρimera globosa DE HAAN コメツキガニ

248. Sakaima ja抑制caSERENE 田越川河口，森戸川河口（内湾の砂地に穴居）s 
ニホンマメガニダマシ 263. Jlyoρlaxρusillus (DE HAAN）チゴガニ

葉山沖（ 5～！Om）岩礁底の海草の根元に着生 D 田越川河口， 江奈湾 （内湾の砂泥地に穴居）s 
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Fam. GRAPSIDAE イワガ、ニ手ヰ

246. Pachygraρsus eras~江戸S RANDALL イワカ’ニ

真偽海岸，葉山海岸 （紗l間帯〉岩礁 s 
265. Planes cyaneus DANA オキナカレガニ

葉山海岸 （流木等に付着する）s 
266. Acmaeoρleura parvlua STIMPSON 

ヒメアカイソカーニ

葉山海岸 （潮間帯上〉転石地帯 s 
267. Va向。ialitterata (F ABRICIUS) 

オオヒ ライソガニ

小坪f中，葉山沖 （5～！Om）砂i尼底 G 
268. Eriockeir jatうonicusDE HAAN モクズガニ

森戸川河口，下山川， 河口に近い岩礁，河川 s 
269. Hemigrapsus sanguineus(DE HAAN）イソガニ

葉山海岸，城ヶ島（潮間帯〉岩礁，岩礁の磯 s 
270. H. Penic』:tlatns(DE HAAN) 

ケフサイソカニ

森戸川河口，佐島海岸，江奈湾 （淘l問：計〉岩礁の磯

s 
271. H. Longitarsis (MIERS）スネナガイソガニ

葉山'71!1C 5～！Om）砂底の百車場 D 

272. Gaetice dψressus (DE HAAN）ヒ ライソガニ

真鶴瓶岸，葉山海岸，（淘i間帯〕岩礁，岩礁の磯 S

273. Sesarma (Holometo戸us〕haematocheir

(DE HAAN) アカテガニ

葉山海岸，i江奈湾，（海岸，河口に近い陸上）s 
274. S. (H.) dehaani (H. MILNE-EDWARDS) 

クロベンケイカニ

森戸川，小網代湾（河口に近い草原〕

275. S. (Parasesarma）ρictum (DE HAAN) 

カクベンケイ ガニ

三戸海岸 （海岸，河口に近い陸上〕S

276. S. (P.〕erythrodactylaHESS 

ユビアカベンケイカニ

三戸海岸 （海岸，河口に近い陸上）s 
277. Sesarmops問te門刊edium(DE HAAN) 

ベンケイプfニ

岡越川， 森戸川， （河口，内湾に近い草原）s 
278. Nanosesarma gordoni (SHEN) 

ヒメベンケイカニ

葉山海岸 0初間帯〉岩礁の磯 s 
279. Cyclograpsus intermedius ORTMANN 

アヵイソヵーニ

葉山1f1}.）事，黒l崎，（潮間粥」二）転石地帯 s 

280. Chasmagnathus convexus DE HAAN ハマガニ

森戸川，江奈湾 （河口に近い草原） s 
281. Helice tridens t門＇densDE HAAN 

アシノ、ラガニ

江奈湾（河口に近い草原）s 
282. P/agusia de間tipesDE HAANショウジンガニ

葉山沖，長井沖，賞lj崎沖（潮間帯下～20m〕岩礁

G. S 

283. P. depressa tuberculata LAMARCK 

イボショウジンガニ

葉山沖，秋谷海岸〔潮間帯下～5m）岩礁〔流木等

にも付着〕S

284. Percnon planissimum (HERBST）トゲアシガニ

葉山海岸 〔潮間帯下～！Om）岩礁 s 
相模湾震タラバガニ類目録

Section ANOMURA 異尾区

Fam. LITHODIDAE タラバガニ手ヰ

1. Lithodes aequzゆ1問。 BENEDCT

イバラカニモ ドキ

真鶴'l•I＇，葉山沖， 城ヶ島沖 （600～soom 〕 泥底 p 

2. L. turritus ORTMANN イハラカ‘ニ

城ヶ島'79'(500～550m）砂泥底 p 

3. L. longisρinosa SAKAI ハリ イノくラカニ

真’偽f中，城ヶ烏沖，剣崎沖（700～900m〕砂泥底
p 

4. Neolithodes nipponensょsSAKAI 

ニホンイ バラガニ（NR〕

大磯沖，城ケ島沖 （700～900m）泥底 p 

5. Paralomis multispina (BENEDICT) 

エゾイパラカ、ニ

真偽Y'P，葉山沖， 長井沖（700～llOOm）泥底 p 

6. P. hystirx (DE HAAN）イガグリガニ

大磯沖， 長井沖，城ケ島沖〔200～300m〕砂泥底

G.P 

7. P. hystrixoides SAKAI 

イカグリガニモドキ（NR)

長井沖〔750～soom〕泥底 p 

8. P. dofleini BALLS ツブェゾイノミラガニ

大磯沖，城ケ島沖（400～600m）砂磯底 p 

9. P. japonica BALLS コフキエソイバラガニ

大磯沖，城ケ島沖 （300～400m）砂磯底 p 

10. Loρholithodes odawarai SAKAI 

オダワラフサイバラガニ（NR)

葉山沖，城ヶ鳥沖 （240～380叩〉岩礁 p 
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2: 23～28, Feb. 1981 

三浦半島淡水魚類調査追加記録と一考察

神奈川自然、誌資料

嘉義・長林 之

Additional reports on the reserch of freshwater fishes in Miura 

Peninsula, and a comment. 

峯公

Masayoshi HAYASHI and Yoshiyuki NAGAMINE 

のように相異しているかということになるので， 調査

地は前回1972～1974年の悶に調査した同一河川を選ん

だ。今年度は第1図に示した13河川（番号前※印の河

Jll〕を調査できた。調査地点は主として河口と下流の

感潮域を選び，前回の調査で比較的資料不足の水域を

補足するようにした。資料は干潮時の手網による採集

と満潮時に著者の一人長峯による釣り採集とによって

収集したものである。
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本 2 地越 Ill
C 葉山町

• 3 fi 戸川
• 4 下 山川
D 償須賀市
5 鷹取川
6 m浦岡水都 幹線

本 7 間桜川
• 8 前四川
本 9 平作 Ill

IO 訟悠 Ill
II 武 Ill

＂ 竹 川
13 Ill /Ill 川

｛＊印は主として河口倒盗を行った河川）

第1図調査地略図

はじめに

三浦半島での自然荒廃は近年著しく，半島内におけ

る動植物の現存実態調査はその反面不充分なままにと

り残されていた。 とりわけ都市化の傾向がおよぼす内

水面域の汚染と改造は淡水生物の生息の状況すらつか

めていないままに進行しており，環境保全対策と並行

して生物相を知る重要性が高まった。このような状況

の中から1972年より 3年間に渡り，淡水魚類の実態調

査を進め，半島内 （鎌倉市 ・横浜市の行政市界以南の

地域）の22河JI¥,17池沼を対象として淡水魚類相を明

らかにした （林； 1973,1976）。それから8年を経過

した今日，前調査河川の約70%は河川改修工事が実施

され， 特に河口域における変貌は著しし、。また溜池や

小沼などもこの数年の間に埋め立てられ，数が減少し

た。このような現況に留意し，本年度から改めて半島

内の淡水魚類追跡調査を実施した。調査期聞は前固と

同様の予定で進めているので，調査結果の総括的な報

告は後日改めて行うことにして，ここでは本年重点を

おいた河口域での調査経過を報告し， 得られた資料の

中から魚類の生態的区分における一考察を試みた。

本文を作成するに当り，この調査に好意を寄せられ

有益な記録を提供していただし、た三浦半島淡水魚類第

二次緊急調査団員の方々，採集協力をいただいた東海

大学海洋学部生岩崎洋氏，京都大学農学部畜産学部

生岩崎宰一氏，日本大学農獣医学部生京徳敏夫氏，こ

の調査の便宜を計られた横須賀市教育委員会に厚くお

礼申しあげる。

調査地と方法

調査の主目的は環境や魚類相が前回の調査結果とど



へビギンポ

調査結果 。BLENNIDAE イソギンポ科
I.採集魚類目録 16. Blennius yatabei JORDAN et SNYDER イソギ

魚種の学名は松原（1955）， 益田ほか (1975）に従 ンポ

った。 17. Omobranchus elegans (STEINDACHNER〕ナベ

。CLUPEIDAE ニシン科 カ

1. Harengula zunasi BLEEKER サッノミ

o PLOTOSIDAE ゴンズイ科

。CLINIDAE アサヒギンポ科
18. Neoclinus bryoρe (JORDAN et SNYDER）コケギ

2. Plotosus a刀：guillaris(LACEPEDE〕コンズイ ンポ

。乱'1URAENIDAE ウツボ干斗 。PHOLIDAE ニシキギンポ季十
3. Gym開othoraxkidako (TEMMINCK et SCHLEGEL) 19. Dictyos01刊aburgeri VAN der HOEVEN ダイナ

ウツボ ンギンポ

o MUGILIDAE ボラ科 o GOBIIDAE ハ ゼ科

4. Liza carinata (CUVIER et VALENCIENNES) 

セスジボラ

20. Favonigobius gymnauchm (BLEEKER）ヒメハ

ゼ

o LEIOGNATHIDAE ヒイ ラギ科 21. Bathygobius fuscus (ROPPELL）クモハゼ

5. Leiognathus nuchalis (TEMMINCK et SCHLEG- 22. Acentrogobius戸flaumi(BLEEKEER）スジハゼ

EL）ヒイラギ 23. Acentrogobius camρbelli (JORDAN et SNYDER) 

o KUHLIDAE ユゴイ科 クツワハゼ

6. Kuhlia marginata (CUVIER et VALENCIENNES) 24. Rhinogobius giurinus (RUTTER）ゴクラクハゼ

ユコイ 25. Sagm河iagenionema (HILGENDORF）サピハゼ

o SERRANIDAE スズキ科 。SCORPAENIDAE カサゴ科
7. Lateolabrax jaρonicus (CUVIER et VALENCIE- 26. Sebastiscus marmoratus (CUVIER et VALENC-

NNES〕スズキ !ENNES）カサゴ

。GIRELLIDAE メジナ科 27. Scor1りaenaneglecta neglecta TEMMINCK et 

8. Cirella戸unctataGRAY メジナ SCHLEGEL フサカサゴ

o SILLAGINIDAE キ ス科 。CONGIOPODIDAE ハオコゼ科
9. Sillago siha，刊a(FORSSKAL）キス 28. Hy』oditesrubripi時間s(TEMMINCK et SCHLE 

。CALLIONYMIDAE ネズッポ科 GEL）ハオコゼ

10. Callionymus punctatus LANGSDORFF ネス、ミゴ 。PLATYCEPHALIDAE コ チ手十
チ 29. Platycφhalus indicus (LINNAEUS）コチ

。EMBIOTOCIDAE ウミタナゴ科 。COTTIDAE カジカ科
11. Ditrema t臼刊例inckiBLEEKER ウミタナコボ

。POMACENTRIDAE スズメダイ科
12. Abude fduf sordidus (FORSSKAL）シマスズメ

タイ

。LABRIDAE ベラ科
13. Thalasso問。 cu戸ido(TEMMINCK et SCHLEGEL〕

ニシキベラ

o SCORPIDIDAE カゴカキダイ科

14. Microcanthus strigatus (CUVIER et VALENCIE-

NNES）カゴカキダイ

。TRIPTERYGIIDAE へビギンポ科
15. Tripterygio四 etheostomaJORDAN et SNYDER 
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30. Ocynectes maschalis JORDAN et STARKS イダ

テンカジカ

31. Pseudoblennius ma門叫oratus(DODERLEIN）アヤ

アナハゼ

32. Pseudoblennius cottoides (RICHARDSON）アサヒ

アナハゼ

o PLEURONECTIDAE カレイ科

33. Limanda yokoha問。e(GONTHER）マコカ レイ

。SOLEIDAE ササウシノシタ干斗
34. Heteromycteris japonicus (TEMMINCK et SCH-

LEGEL）ササウシノシタ

。ALUTERIDAE カワハギ1斗
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35. Rudarius ercodes JORDAN et FOWLER アミメ 域では人為的な影響，主と して汚水の流入や汚物の堆

ハギ

。TETRAODONTIDAE フグ手｝
36. Fugu戸ardale(TEMMINCK et SCHLEGEL）ヒ

jfソフグ

37. Caπthigaster rivulatus (TEMMINCK et SCHL 

GEL）キタマクラ

なお林（1973,1976）が三浦半島淡水魚類目録で報

告した13科31~垂以外に今回新しく採集，記録された種

類だけをここでは日銀に載せた。

II.採集地と生息状況

本報告の目録で扱った27利37種の調査河川別にみた

出現の傾向を第 I表に示した。河口域で種類が豊富に

認められた河川は逗子市田越川と三浦市消ノ川であっ

た。横須賀市平作川，三浦市障子川， 三浦郡葉山旧了森

戸川などがそれに続く。これらの河川は三浦市浦ノ川

をのぞいて半島内では流程が7km以上 （平均2.5初程

度〉の河川で，河口が広いことも感潮域での魚類の出

現を豊富にしているものと推定できる。また三浦市i市

ノ川はその河口が小網代湾としづ天然の入江に続くこ

とから，広い河口を持つ河川と同じ地形的条件にめく‘

まれているということがし、える。逗子市森戸川の感潮

積がきわめて著しく ，川底の様相は劣悪化している。

この傾向が同程度の河口域を持つ田越川l，下山川と比

較して魚類の感湖域への浸入をさまたげている。一方

横須賀市平作川の河口では近年河川改修が行われ，感

潮減の河床の整備，護岸等の人為的な造成が進められ

た。その結果干満潮時の水の回転効率の向上と汚物流

入が減少しているようなので，前回の調査時点よりも

魚類相は豊富になってきている。

m.三浦半島における新しい記録
林 (1973〕が報告した後，三浦半島の河川｜から採

集，記録された魚種について略記する。

0 カムノレチー Channa argus (CANNTOR〕

1920年に朝鮮から日本に移殖されたカ ムノレチー（通

称ライギョ 〕はその後各地で繁殖し小魚，甲殻類，両

生類などを悪食する帰化魚類として有名になった。三

浦半島内の内水面でもかなり古くから繁殖していた

と思われるが，記録としては全く残っていない。林

〔1973）は1961年に横須賀市久里浜の用水路でカムノレ

チーの幼魚l個体が採集され，横須賀市博物館附属馬

郷自然教育園内の淡水生物飼育池へ放流した記録を載

せたが，その後現在までにその飼育池からカムノレチ｛
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は：！存捕獲されていなし、。幼魚期の体側模様の美しさと

かつて珍魚扱いされていたことなどから1 個人的に観

賞魚と して飼育していた事実が多々あるので，その後

各地で放流されてきたと断定できる。1971年7月12日，

横須賀市北久里浜（青木三郎氏採集，YCM-P〔T15)

401）で成魚 1個体， 1974年7月18日，横須賀市津久

井 （三留｜昭一氏採集，YCM-P (T15) 400）で同

様に成魚1個体が採捕された。両個体とも体長70～80

cmの成魚で，両年に共通してい ることは河川増水の

後日に近くの水田で採集されたことである。また1975

年5月7日に横須賀市船越町の消防所防火水槽を掃

除中に成魚が l個体採摘されている。いずれの記録

も人為的に河川や防火水械に放されたものと推定で

き，三浦半島内で自然繁殖している事例は認められ

ない。

。ユコイ Kuhlia marginata (CUVIER et VALENC-

!ENNES) 

ユゴイ季I・(Kuhlidae）魚類は熱惰’伯ニの魚、で，東イン

ド諸島，ポリネシア，ミクロネシア，メラネシア，南

アフリカなどに広く分布し，主として河口域に生息す

るが，純淡水域に巡ることも普通である。日本沿岸の

とりわけ八重山諸，I~周辺にはユゴイの他にトゲナガユ

ゴイ （K.boninensis），オオクチユゴイ（K.ruρestηs) 

が生息している。これらの3種は南日本 （小笠原の記

録もある）に主たる分布を持つようであるが，ユゴイ

は本州沿岸からも記録され，伊豆半島（黒田 ，1921,

1931）や房総半島における記録などが分布の北限とな

っている。 夏期に漂着した稚幼魚、がこれらの地域の河

川に浸入してくると推定されている。房総半島と伊豆

半島にはさまれた三浦半島の河口域からこのユゴイの

記録は全く なかったが，1980年10月5日，三浦市小網代

湾奥の浦ノ川で2個体採集した。 同じユゴイ科のギン

ユゴイ （Ktaeniura）は南日本の沿岸域で普通にみら

れ，三浦半島の相狭湾に面した岩礁のタイドプーノレて、

普通にみられるがユゴイは初記録である。黒田〔1931)

はユコイの稚魚を静岡県江ノ浦口野島のタイドプーノレ

で採集 〔1920年2月，1922年9月〉している。静岡県伊

東市内にある浄の池はオキフエタイ，ハイレン，オオ

ウナギ等の南方型魚類の生息が認められ，この特異な

環境と魚類の保護保存の立場から史蹟名勝天然記念物

に指定された程で、あり，それまでにこの浄の池から 1

ゴイ （存在する標本では成魚のみ〉が多数採捕されて

しーる。 今回採集したユゴイは体長19.5と32.6mmの2個

体で三浦市消ノ川の河口から 200m程上流の感潮域末
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端地点で、干潮時に得たものである。同地点で採集され

た魚種は他にアユ，ウナギ，ビリンゴ，ウキゴリ （汽

水型），チチブ，ヨシノボリ （横班型〕，マハゼなどが

ある。採集したユゴイの1個体は体高も｛尽く，体色班

紋や各鰭条に現われる紋様もまだ不充分な幼魚期のも

のであり，南方から漂着した個体と抗定しにくいもの

であった。

0オイカワ Zaccoρlatypus (TEMMINCK et SCHL-
EGEL) 

日本では閑東以南 （西方〉の本州，四国， 九州地方

に分布する コイ科の淡水魚で，河川の中流域から河口

近くまで生息している。伊豆半島と房総半島の多くの

河川に生息が知られているが， 三浦半島からは未記録

であった。 1979年 7 月 16 日， 三浦'h~I葉山町森戸川の上

流二子山南斜而地点の淵で潜水観察中にオイカワの

雄 1個体，雌2個体を発見した（目視推定休長は 100

mm）。採集はできなかったが維の轡鰭はよく延長し，体

色にも顕著な婚姻色があらわれていた。同地域を数日

調査したが，その後現在まで採集されておらず，情報

もなし、。同じ地点で採集される魚種にはアフラハヤ，

ウキゴリ ，ヨシノボリ （黒色型）などがある。アブラ

ハヤやギンブナはこの附近で、は釣り対象魚て、ありその

目的で多くの人が訪れているので，偶然に採捕されて

いる可能性も充分にある。森戸川 F流は河川敷や護岸

工事も行われているが，現在もアユの遡ヒが相当量観

察されており ，オイカワも自然遡上したものと考えて

いる。

。ゴクラクハゼ Rh問ogobiusgiuηnus (RUTTER) 

南日本の河川の下流域から河口にかけて分布するハ

ゼ科の魚類である。体型，体側紋様は近縁のヨシノボ

リ（R.brunneus〕の横班型に類似している。 三浦半

島の記録としては明仁親王 (1972）により三浦郡葉山

町下山川から採集された報告があるにすぎなし、。 1980

年8月3日，横須賀市前田川河口から雄1個体 （体長

48. lmm〕を採集した。前日の｜降雨の影響で、随所に魚の

たまり場ができていて，同時に採集された魚類はボ

ラ，ウナギ，チチブ，ウキコリ （汽水型〉， ヨシノ ポ

リ（横班型〉，ビリンゴ， ミミズハゼ，マハゼ，ボウ

ズハゼなどであった。なおボウズハゼは横須賀市前田

川では初記録になる。

N.調査結果からの一考察

三浦半島淡水魚類の再調査の目的は前述したように

前回調査が不充分だった河口j或の調査と，河川改修が

行われた後の淡水魚類の生息に関する追跡調査であ



る。河川改修後の追跡調査結果を本年度の調査内容だ

けから結論づけるのはまだ資料が不充分なので，後日

報告するとして，河口域で採集される魚類の淡水魚類

としての取扱い上の一考察を行った。

前固までに採集記録された淡水魚類（13科31種）の

生態的区分は中村 （1963）の概説に基づき，第一次，

第三次，周縁性淡水魚類とし、う類別を行い，それぞれ

の種類を相当する区分に類別していたが， 河口~調査

を進めるにつれてやはり周縁性淡水魚類の区分の中に

細分性を認めざるを得なくなった。 MYERS(1951）は

生態の相異により周縁性淡水魚類をさらに細区分して

いるが，南西諸島などの河川調査が近年進むにつれて

この方法にも疑問が生じ論議の必要性がうかがえる。

ここでは今までに採集，記録された魚類の生態を中心

に著者らなりの区分を試みた。下流および感潮域に出

現する魚類を主たる生活場所や採集地から損害2図に示

したようなA～Dの4型に分類した。

A型は主たる生活域が淡水または感糊J戒で、あり ，a

-b間よりさらに上流に生活する魚類は純淡水魚類

（第一次）といえる。また生活史の中で、大部分を純淡

水または低感潮域で、過ご、し，降河，i並河を一時的に行

う魚種はA型に含め，移動区聞をa fとした。 さら

に主生活域が低感潮域（移動区間a-d）と高感潮域

（移動区間c-e〕にあるものをA型の生活型に含め

た。

B型は感潮i或で採集されるその個体の大きさが幼魚

である場合が多く ，その時期に高感潮j或から11£感潮域

（移動区間b- f〕を移動可能な生活型を持つ種願。

本来成魚は沿岸域で生活している種類（とりわけ内湾

などが回遊の範間〉であるが幼魚期に能動的に河川へ

の浸入が可能な生活型を持つ種類である。成魚、におい

ても低感潮域への順応ができるものが多し、。

C型は河口に続く沿岸域や五車場が主たる生活域であ

るが，摂餌目的の為に高感潮l或（移動区間c-f)に

浸入できる種類、である。潮汐運動にあまり左右されず

摂餌のために一時的に侵入し採集されることのある種

類として区別した。

D型は沿岸魚類，とりわけ海産魚類として類別され，

陸水の影響を受けない生活域に普段生息する穣類であ

る。潮汐運動により高感潮i或へ結果的に侵入させられ

たと推定できる種類である。

以上4型の分類を試み，採集された地域，環境，頻

度，成長度 （基本的には体長〉， 胃内容物等から総合

考察を行い，前回の調査を含めて三浦半島の河川と感

A 

B」「児二千一一----ii孟
C」一～辺坦坦里亘
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淡水域 感糊域 海水域

第2図 河口域で採集される魚類の生態的区分 （A～
D〕

a f；塩分波度の違いと移動区間， F；淡水

の流出方向，S，海水の流入方向
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潮域から採集された37科67種の型分類を行った（第2

表〉。

第2表のD型に属する魚種は海産魚、として当然、扱わ

れる魚類だけで、ある。近年河口整備が巡むにつれて，

河口からの防波堤の延長（横須賀市平作川〉や河口護

岸のための築石， テトラポットの設置（逗子市田越

川，横須賀市前田JII〕などが行われ河口部の海岸への

人為的拡張や改造がみられ，海産魚の侵入や新しい生

息場所の確保が行われている。顕著な例としてはゴン

ズイ， ヘビギンポ， コケギンポ， ナベカ， イソギン

ポ，ハオコゼ，アサヒアナハゼ，キヌカジカ，イダテ

ンカジカなど、は護岸のための築石やテトラポットなど

の凹部や壁面を生活場所として利用し，再生産をくり

かえしているものもある。本来受動的に感潮j或へ侵入

させられるD型の魚類は淡水魚類として扱わないが，

今後河川の様相が変化することと相伴って生活型を変

化または順応させる ような魚類の取扱いに注目するこ

とは，淡水魚類の生態的区分を考察するうえで重要な

事実と考えられる。
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神奈川自然誌資料 2: 29, Feb. 1981 

ヒメウズラシギの渡来

石江 馨・石江 進

The first record of Baird’s Sandpiper 

from Kanagawa Prefecture. 

Kaoru ISHIE and Susumu ISHIE 

本語重は北米極北部とシベリア北東部で繁殖し，チリ

ー，アノレゼンチンへ渡り，4000mを越す高地で越冬す

る。渡りの際にも同程度の高所で観察される事があ

る。木邦へは春 ・秋期に旅鳥として荷」に渡来するが，

駄の記録が多L、。

全長は約l9cm0 トウネンとハマシギの中間程の大き

さで，上回及び胸は褐色，下面は白く ，背面の鱗状斑

が目立った。 l拘及ひ、脚は黒色。翼をたたんだ時翼端が

尾端を越えるのが特長である。トウネン程早い動きで

はなかったが， 首を伸ばし直立した姿勢で活発に動き

回り ，ゴカイ類を採餌していた。水中にはほとんど入

らず汀線に沿って移動していたが，一度数m程の距離

であったが水面を泳ぐ所を観察した。またlQm程の汀

線を純張りにしているらしい トウネンに近づき過ぎて

追い回される，とし、った事も何回か観察された。飛朔

1980年9月14・15日に，平塚市の相撲川河口に於て 時，輿上面には顕著な模様は認められなかった。

！県未記録のヒメウズラシギ Calidrisbairdiiがー羽観 聖子戒心は少なし砂州に並んだ釣人の問へも平気で

察された。これは日本y野鳥の会神奈川支部の木田博卒 入ってしまう。しかしほとんど静止する事なく動き田

氏の発見によるもので，筆者らも 9月15日同じ場所で るので搬影は困難であった。

生態を観察し，写真保影も行ったので報告したい。 （日本野鳥の会神奈川支部）

ヒメウスラシギ Calidrisbairdii相模川河口 ゴカイを捕えたところ。
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神奈川自然誌資料 2 : 31～35, Feb. 1981 

横浜市野毛山動物園で保護された野生傷病鳥

掘 浩・金子富治

Wildbirds relieved by Nogeyama Zoological Gardens of Yokohama 

Hiroshi HORI・TomiharuKANEKO 

は じめに 4. フノレマカモメ Fulmarus glacialis 

木県は東京湾，相模湾に面した変化に富んだ長い海 Nov. 12, 1973 不明

岸線，相撲JII，多摩川等多くの河川，広大な相撲平野 5. オオミズナギドリ Calonectris leuco刑 elas

そして丹沢，箱根山塊としづ野生動物にとっては多種 Oct. 11, 1972 自然保護課

多様の生活様相が与えられた環境に恵まれた土地を持 6.ハシボソミズナギドリ Pu万1河川 tenuirostrzs

ち，そのため野生動物に興味を持っている 者からは Jul. 30, 1971 南区

"!JJJ’生動物の宝庫”と言われるほど数多くの動物が生 7. シロハラミズナギドリ Pterodroma hyρoleuca 

息している。 Sep. 18, 1972 港南区

烏額を例にとると，日本で観察できる鳥は68科，約 4. ウミツバメ科 Hydrobatidae 

500種とされているが， 本県ではその うちの%にあた 8. コシジロウミツバメ Oceanodroma leucorhoa 

る58利305種が観察報告されている（中村， 1974）。 Nov: 4, 1972 中区

我々横浜市野毛山動物園は，昭和46年（1971）より ベリカン目 PELECANIFORMES 

神奈川県野生傷病鳥獣の保護事業を依託されており広 5. カツオドリ科 Sulidae 

く一般より傷ついたもの，衰弱したものが持込まれ， 9. アカアシカツオドリ Sula sula 

その数も年々増加している。これまでに保護した鳥類 Aug. 27, 1975 鶴見区

6. ウ科 Phalacrocoracidae を分類し配列してみたととろ 41科126種が数えられ

た。 10. ウミウ Phalacγocoγax capillatus 

保護鳥類目録

アビ目 GALIFOR孔ifES 

1.アビ科 Gaviidae 

1. アビ Gavia stellata 

Aug. 5, 1972 中区

カイツブリ目 PODICIPEDIFORMES 

2. カイツブリ手ヰ Podicipedidae 

2. カイツブリ

Mar. 31. 1979 

PodiceJうSruficollis 

港南区

3. アカエリカイツブリ P. grzsezgena 

Feb. 25, 1973 緑区

ミスナギドリ目 PROCELLARIIFORMES 

3. ミズナギドリ科 Procellariidae 

Dec. 20, 1972 三浦市油輩マリンパーク

コウノトリ目 CICONIIFORMES 

1. サギ科 Ardeidae 

11.ササゴイ Bu to門＇desstraitus 

Jul. 25, 1972 鶴見区

12. アマサギ Bubulαts ibis 

乱fay.4, 1971 北海道

13. ダイサギ Egγetta alba 

Dec. 18, 1976 錦見区

14. コサギ E. garzetta 

Jun. 21, 1971 保土ヶ谷区

15. ゴイサギ Nycticorax nycticorax 

Jul. 18, 1971 鶴見区

16. ミゾゴイ Goγsachius goisagi 
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Apr. 4, 1971 瀬谷区

17. ヨシコイ Ixobrychus sz悶enszs

Sep. 21, 1972 不明

ヵーンカモ目 ANSERIFORMES 

8. ガンカモ科 Anatidae 

18. コハクチョウ Cygnus columbianus 

Dec. 6, 1971 

19. マカ、モ

May. 28, 1974 

20. カノレガモ

Nov. 3, 1975 

21. コガモ

Jan. 17, 1975 

22. ヨシガモ

Jan. 19, 1973 

23. オナガガモ

恥fay.7, 1973 

24. ホ、ンハジロ

Nov. 7, 1973 

25. オ、ノドリ

May. 7, 1973 

26.クロカモ

Jan. 4, 1975 

27. ビロウ ドキンクロ

Feb. 29, 1972 

28. ウミアイサ

県林務課

Anas Iうlatyrhynchos

戸塚区

A. poeciloりncha

中区

A. crecca 

不明

A. falcata 

川崎市

A. acuta 

川崎市

Aythya ferina 

港南区

Aix galericulata 

川崎市

Melanitta nzgra 

横須賀市

M. fusca 

保土ケ谷区

Mergus seγγato：γ 

Jan. 18, 1974 鎌倉市

ワシタカ目 F ALCONIFORMES 

9. ワシタ力科 Accipitridae 

29. トビ

May. 19, 1972 

30. ツミ

Oct. 17, 1976 

31. ノ、イタカ

Nov. 1, 1976 

32. サシハ

Oct. 3, 1972 

33. ノス リ

Nov. 19, 1973 

Milvus mzgrans 

鶴見区

Accipit官官げgatus

中区

A. nzsus 

西区

Butastur indicus 

神奈川区

Buteo buteo 

港南区

10. ハヤブサ科 Falconidae 

34. チョウゲンボウ

Jul. 17, 1972 

35. チゴハヤブサ

Jun. 17, 1975 
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Falco tinnunculus 

県林務課

F. subbuteo 

港南区

36. ハヤフサ F. peregrinus 

Apr. 20, 1973 戸塚区

キジ目 GALLIFORMES 

11. キジ科 Phasianidae 

37. ウスラ coturnix coturnzx 

Jul. 23, 1972 戸塚区

38. コジュケイ Bai刊buscicolathoracica 

Sep. 29, 1972 不明

39. ニホンキジ Phasianus colchzcus 

Jun. 13, 1971 versicolor 金沢区

ツノレ目 GRUIFORMES 

12.クイナ科 Rallidae 

40. クイナ Rallus aquaticus 

Apr. 18, 1975 横須賀市

41. ヒクイナ Porzana fusca 

Sep. 29, 1971 不明

42. ツノレクイ ナ Gallzcrex cznerea 

Oct. 13, 1972 鶴見区

43. ノミン Galliγzula chloγopus 

Apr. 22, 1973 川崎市

チドリ目 CHARADRIIFORMES 

13.タマシギ科 Rostratulidae 

44. タマシギ Rostratula benghalenszs 

Jul. 6, 1975 港北区

14.チドリ科 Charadriidae 

45. ムナクロ

Oct. 27, 1978 

46. メダイ チドリ

Apr. 29, 1979 

15. シギ科 Scolopacidae 

Pluvialis dominzca 

川崎市

Charadrius mango/us 

茅ケ崎市

47. チュウシャ 夕、ンギ Numenius phaeopus 

Sep. 4, 1977 横須賀市

48. ホウロクシギ N. madagascarzenszs 

Mar. 29, 1979 横須賀市

49. オオソリハシシギ Limosa lapponzca 

Sep. 22, 1979 川｜｜崎市

50. タカブシギ T門間gagla問 ala

Sep. 29, 1975 南区

51. イソ シギ Actitis hypoleucos 

Aug. 8, 1976 

52. キア シシギ

May. 28, 1973 

53. オオジシギ

Apr. 19, 1978 

中区

Heteγoscelus bγe官ip2s

緑区

Gallinago hard叩ickzz

港南区



54.タシギ G. gallinago 

Apr. 14, 1973 西区

55. ヤマシギ Scola，抑xrusticola 
Nov. 9, 1973 保土ヶ谷区

56. オパシギ Cal idγis tenuiγostγis 

Sep. 28, 1980 茅ケ崎市

57.ハマシギ C. al戸iηa

Dec. 14, 1979 鶴見区

58. アカェリヒレアシシギ Phalaro戸uslobatus 

Sep. 17, 1972 県林務課

16. カモメ科 Laridae 

59. ウミネコ LaγusιγassiγostγZS 

Aug. 27, 1971 川崎市

60. カモメ L. canus 

Apr. 9, 1977 逗予市

61. セグロカモメ L. argentatus 

Jan. 21, 1972 川崎市

62. ユリカモメ L.門：dibu悶dus

Dec. 30, 1972 旭区

63. ミツユピカモメ L. tridactyla 

Dec. 19. 1976 中区

64. チュウアジサシ Sterna hirundo 

Ang. 27, 1974 東京都品川区

65.セグロアジサシ S. fuscate 

Aug. 28, 1974 鎌倉市

66. コアジサシ S. albifrons 

Aug. 21, 1978 鶴見区

17.ウミスズメ科 Alcidae 

67. エトロフウミススメ Aethia cristatella 

Apr. 3, 1979 中区

68.エトピリヵ Lunda cirrhata 

Jan. 15, 197 4 中区

ハト目 COLUMBIFORMES 

18.ハト科 Columbidae 

69. ドノミト Columba Livia 

Dec. 26, 1972 中区

70.キシハト Stγφtopelia oγZ側 ta/is

Jun. 10, 1971 神奈川区

71. アオノミト Tγeron sieboldii 

Jan. 7, 1979 神奈川区

ホトトギス目 CUCULIFORMES 

19.ホトトギス科 Cuculidae 

72. カッコウ Cu印 ／uscanoγus 

S巴p.2, 1978 三浦郡葉山

73.ツツ ドリ C. satuγαtus 

Aug. 30, 1980 綾瀬市

フクロウ目 STRIGIFOR恥rns

20.フクロウ科 Strigidae 

74. コノハズク Otus sea戸s

Nov. 14, 1972 東京都太田区

75. オオコノハズク 0. bakkam白肌α

Nov. 7, 1973 中区

76.アオパズク Ninox scutulata 

Nov. 4, 1972 中区

77.フクロウ Strix uγ・alens1.s 

Jul. 17, 1971 瀬谷区

78. トラフズク Asia otus 

Nov. 24, 1976 川崎市

79. コミミズク A. flammeus 

Mar. 11. 1978 神戸市

ヨタカ目 CAPRIMULGIFORMES 

21. ヨタカ科 Caprimulgidae 

80.ヨタカ Capγimulgus indicu., 

Oct. 17, 1972 旭区

アマツバメ目 APODIFORMES 

22.アマツバメ科 Apodidae

81. アマツパメ A pusρacificus 

Sep. 11, 1978 港北区

ブッポウソウ目 CORACIIFORMES 

23.力ワセミ科 Alcedinidae

82. ヤマセミ

Feb. 23, 1972 

83. カワセミ

Jun. 1, 1974 

8.｛.アカショウビン

Ceryle lugubrzs 

県林務課

Alcedo atthzs 

自然保護課

Halcyon coromanda 

Jun. 19, 1972 巧C.:lj)-J

24.ブッポウソウ科 Coraciidae 

85. ブッポウソウ Eurystomus orientalzs 

Sed. 18, 1976 津久井郡

キツツキ目 PICIFORMES 

25.キツツキ科 Picidae

86. アカゲラ Pi似 sawokera 

Jul. 19, 1977 鎌倉市

87. コケーラ Dendγocopos kizuki 

May. 26, 1980 静岡県

ススメ目 P ASSERIFORMES 

26.ヒバリ科 Alaudidae 

88. ヒノζリ Alauda arvensis 
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Nov. 15, 1972 西区

27.ツバメ科 Hirundinidae 

89. ツノミメ Hiγ叫抗doγusti ca 

May目 13,1971 西区

90. コシアカツノミメ H. daurzca 

Sep. 17, 1972 県林務課

91. イワツノミメ Delichon urbica 

Aug. 27, 1974 鶴見区

28.セキレイ科 Motacillidae 

92. キセキレイ

Jun. 15, 1972 

93.ハタセキレイ

Jun. 12, 1978 

Motacilla cin官邸

神奈川区

M. alba 

西区

29.ヒヨドリFヰ Pycnonotidae

94. ヒヨドリ Hypsipetes ama乱γotis

Jul. 4. 1971 磯子区

30. モズ科 Laniidae 

95. モズ Lanius bucephalus 

Oct. 19, 1976 中区

96. アカモス L. cristatus 

Oct. 16, 1972 西区

31. ツゲミ手ヰ Turdidae 

97. コマトリ Luscinia akahige 

Dec. 1, 1976 自然保護課

98. ノゴマ L. calliope 

Oct. 29, 1980 鎌倉市

99.ジョウピタキ Phoenicurus aura何 us

Jan. 23, 1973 戸塚区

100. トラツグミ Zoothera dauma 

Oct. 30, 1972 神奈川区

101. アカノ、ラ Tuγdus chγysola;叫S

Dec. 19, 1973 磯子区

102. マミチャジナイ T. obscurus 

Oct. 14, 1980 旭区

103.ツク。ミ T. naumanni 

Nov. 20, 1975 港北区

32.ウゲイス科 Sylviidae 

104. ウグイス Cettia diphone 

Nov. 15, 1972 

105. センダイムシクイ

乱fay.7, 1978 

106. メボソム、ノクイ

Mar. 30, 1978 

西区

Phylloscopus occipitalis 

港北区

P. borealzs 

自然、保護課

33.ヒタキ科 M: uscica pidae 
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107. キビタキ Muscicapa narcis幻na

Oct. 12, 1972 南区

108. オオノレリ M. cyanomelana 

May. 1, 1973 自然保護課

109.サメビタキ M. sibirica 

Oct. 14, 1979 西区

110. コ→Fメビタキ M. latirostrzs 

Oct. 5, 1972 西区

34.ヱナガ科 Aegithalidae 

111. エナプf Aegithalos caudatus 

Feb. 10, 1974 港北区

35.シジュウカラ科 Paridae 

112. ヒカAラ Parus ater 

Dec. 22, 1972 

113. シジュウカラ

Jun. 30, 1974 

114.ヤマガラ

Jan. 15, 1974 

戸塚区

P. majoγ 

鎌倉市

P. vaγius 

大和市

36.メジロ科 Zosteropidae 

115. メジロ Zosteγops palpebγosa 

Nov. 15, 1973 西区

37.ホオジロ科 Emberizidae 

116. カシラダヵ Em beγizaγ叫stica

Aug. 20, 1980 

117.アオジ

Jul. 1, 1975 

神奈川区

E. spodocephala 

磯子区

38. アトリ干ヰ Fringillidae 

118. アトリ Fringilla mantifringilla 

May. 1, 1972 不明

119. カワラヒワ Carduelis sinzca 

May. 29, 1973 西区

120. ＂？ヒワ C.ψinus 

Dec. 22, 1972 戸塚区

121. イカノレ Coccothraustes 

Jun 30, 1974 ρersonatus茅ケ崎市

39.ハタオドリ科 Ploceidae 

122. スズメ Passer montanus 

May. 30, 1972 西区

40. ムクドリ科 Sturnidae 

123. ムクドリ Sturnus cmeraceus 

May. 7, 1972 中区

41. 力ラス科 Corvidae 

124. オナカP Cyano戸zcacyana 

Aug. 6, 1971 神奈川区



125.ハシポソガラス

孔far.29, 1972 

126. ハシブ トガラス

Nov. 1, 1972 

Co何回 ιoγ側 E

旭区

C. macrorhynclws 

旭区

おわりに

今後共この保護事業が続けられることになるので各

鳥の計測をも加え順次報告したいと思う。

終りに一部の同定に協力くださった神奈川県立博物

館中村一恵主任学芸員に感謝いたします。

文 献

神奈川県鳥類誌2に記載されている鳥類の他ミズナ 清陵卒保 1952 日本鳥類大図鑑， I～皿 前談社

ギドリ科のフノレマカモメ ，ウミ ツバメ科のコシジロウ 黒団長礼 1933 鳥類原色大図説， I～E

ミツバメ ，カツオド リ科のアカアシカツオ ドリ， ハヤ Michael Walters 1980 The complete Birds of 

ブサ手｜のチコーハヤブサ，ウミススメ科のエトピリカの the world. 

計6程が保護されているが，エトピリカは保護場所が 中村・恵 1974 神奈川県鳥類誌 2 神奈川県博物

本牧阜頭であり，その保護状況からみて自然渡来とは 館

考えにくく ，何等かの形で船で持込まれたものと推測 内田 亨 1972 動物分類名辞典

されるのでその取扱いに苦慮する。 （横浜市野毛山動物園）
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神奈川自然誌資料 2: 36, Feb. 1981 

mm，尾長50mm，附脈17mm。

平塚市内で記録された 2. 7 ミチャジナイ Turdus obscurus 

シベリア東部で繁殖し，東南アジアで越冬する。

ムギマキなどの鳥類について 1976年10月26日， 平塚市浅間町において雌の死体PFJ

を拾得した。県下での観察 ・採集例と して， 1969年10

月21日鎌倉市源氏山て、2羽，1970年10月15～21日にか

浜口哲一 けて逗子市二子山で最高？：＇FJC以上，浜口）， 1971年

10月24日横浜市磯子区l峰lllJで 1羽 （矢田孝氏〉， 1980 

年10月14日横浜市旭区 （野毛山動物園保護〉がある。

Some records of birds from Hiratsuka City 
県 Fでは少ない鳥とされているが， 10月中下旬に注意

すれば，さらに観察例がふえるのではなかろうか。

登録番号 HCM-50-44。露出l鈎峰19mm，翼長114

Tetsuichi HAMAGUCHI 
m，尾長72伽，附脈30mm。

3. オオヨシゴイ Ixobrychus eurhythmus 

夏鳥として本州以北に渡来するが，県下での繁殖例

春秋の渡りの時期に，旅鳥として神奈川県を通過し は知られていなし、。1975年10月21日， 平塚市中原の水

ていく鳥には，シギ類を中心に多くの種類がある。こ 田で，弱っている雌型1羽を中原小学校児童が保護し

の時期には，市街地でも珍しい鳥が観察されることが たが，翌日死亡した。

少なくなL、。筆者は秋期，平塚市内において，県下で 登録番号 HCM  50 46。露出憐｜｜牟4lmm，梨長142

の観察例の少ない数種類の鳥を記録することができた mm，尾長40棚，附跡、47mm。

ので報告したし、。なお，これらはいずれも何らかの事 4. ツノレクイナ Gallic何zcinerea 

放で死体が発見されたもので，剥製標本として，平塚 東南アジア ・中国 ・朝鮮などで繁殖し， 園内では九

市博物館に保存されている。標木の同定，観察記録の 州 ・沖縄で繁殖例がある。 1978年10月6日，平塚市東

提供で御協力いただいた，笹川昭雄氏， 掘浩氏，矢田 中原において， 5階建アパートにぶつかったと思われ

孝氏に感謝したし、。 る雌型1羽の死体を拾得した。

1. ムギマキ Muscicapa mugimaki 登録番号 HCM  50-37。露出1賄峰44mm，奨長204

シベリア東部で繁殖し，東南アジアで越冬する。 m，尾長30mm，断、民庶7lmm。

1973年11月7日，平塚市浅間町において， 雄の若鳥 1

羽の死体を拾得した。筆者の知｜る限りでは， 県下での 文献

標本，写真のあるムギマキの確実な記録はここにあげ 中村一恵 1974 神奈川県鳥類、誌2，神奈川県立博物

た 1例のみである。 館 1 38 

登録番号 HCM 50 58。露出｜憐峰9mm，翼長75 （平塚市博物館〉

i特捜ザ

左よ り ムギマキ，マ ミチヤジナイ，オオヨシゴイ，ツノレクイナ
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2 : 37～38, Feb. 1981 神奈川自然誌資本｜

(1) ノ日甫乳業頁

の新産地－、、、ドカヤネズンーホ

秀

Notes on Mammals ( 1) 

-N巴w Locality for Haruest Mous巴ー

Yoshihide y AMAGUCHI 

佳口山

新産地としてここに報告する。

ヱド稿をまとめるにあたり，貴重な情報と有主主な御助

言をいただいた神奈川県立博物館小林峯生 ・高橋秀男

氏P＊京農業大学北j京正宜諸氏に厚く；an干し申し上げる。
新産地 〔1) 神奈川県山北町王風山寺 北似｜｜標高

220m。

1975年10月22日，アズマネザサを巣材に地上55cmの

高さに作られた球巣1個を採集した。（図 ：2〕巣内に

は杉の冬芽によく似た糞が多量に残っているのみで，

使用後放棄した巣と思われる。なお，巣のi±'i入口は北

東に向かつて設けられていた。

新産地 〔2) 神奈川県秦野市南矢名

線路沿い。

小問急電鉄

神奈川県にはホンドアカネズミ Aρodemus spec£-

osus，ホ、／ドヒメネズミ A/Jod白河川 argenteusarge-

πteus，カゲネズミ Eothenomyslwgeus，ホンドハタネ

ズミ Microtusmontebelli，ホンドカヤネスミ Mier-

omys minutus ja1うonicusの5種のいわゆる野ネズミ

が棲息している。 それらのうち，ホン ドカヤネズミは

ススキ，オギなどの禾本科植物を主と した草原の周辺

部が媛息場所になるため分布は限られ，秦野市落合

（今泉，1960〕， 秦野市ヤピツ11年 〔今泉ほか，1966〕， 足

柄上郡山北町堂iJ_J（今泉ほか，1966〕，津久井郡上沢井

（小林＇ 1974）の4カ所 （図 1）が知られている。

筆者は1974年以降の調査において，ホンドカヤネズ

ミの棲息地4カ所を新たに椛認することができたので

図1 ホン｜ごカヤネズミの分布⑧ －－・ ＇、
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山北町王風山寺

秦野市南矢名

座間市谷戸山

鎌倉市山崎

山北町堂山

秦野市落合

秦野市ヤピツ峠
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1976年5月8日，＊京農業大学北原正宜氏らは当地

に於て地上楼ノトr~ll乳類の採集を試みた結果， ホンドカ

ヤネズミ 4個体，ホンドアカネズミ，ハタネズミを採

集したとの情報を得た。

そこで，筆者は1976年5月30日に現地を訪れ調査を

試みた結果，ヒメガヤを巣材した直径約IOcinの球巣6

｛回を発見したが，いずれも前年使用した巣と推察さ

れ，との時期は地表の推積物の下や孔道の中で生活し

ているものと恩われる。

新産地 ( 3 ) 座間市入谷町谷戸山，標高50m。

1980年10月に当館高橋秀男氏が植物j調査の｜僚にオギ

を巣材としたi直径8cmの球巣1値｜を採集した。そ の

後，筆者は10月30日に同地を訪れチコ3ザサを巣材に地

上25cinの高さにつくられた直径8cmの球巣をl個係集

し7こ。

新産地 ( 4) 鎌余市山崎市立山崎ノj、学校j'{i:jillij日｜｜

標高40m

1975年7月21日から数回調査する機会があり延20（囚

の球巣を調査した。それらのうち， 1975年10月9日に

ススキを巣材とした地上 105cmの高さにつくられた直

径IOcinの巣塊の中には2個体の乳児が確認された。

（図： 4)

当地で調査した20仰の球巣の巣材は大部分がススキ

であったが， 1975fド10月21日にイ ヌスギナとミゾソノ〈

を用いて作られた球巣2佃を採集した。

神奈川県におけるホントカヤネズミの棲息地は， 8

カ所をかぞえ，分布｜辺（区｜ 1）をみるかぎり本種が全

県に相当広く分布することを示しているが，1980年5

ヤネズミは絶滅したと推察される。かつては東京都区

内にも多数棲息し，少なくとも関東平野においては最

も広く分布していたといわれる本種も，現在では宅地

造成などの自然破壊により稜息地は極端に狭まり，述

からず，本県からカヤネズミの姿を見ることができな

くなると思われる。

参考文献

今泉古典・ 吉行瑞子 ・小原巌 1964 大山丹沢学術調

査報告書。 347-348 神奈川県

今泉古典・ 吉行瑞子 ・小原巌 ・土屋公幸 1966 nfl)乳

動雑。 3' 15 16。

小林峯生 1974 rli日乳動産ff. 6 ' 179ー 180

白石哲 1969 林試l1Ml~~i;220号 1 8. 

〔神奈川県立博物館〉

月29日に秦野市南矢部の棲息地を訪れたところ現地は 図3 カヤネズミの被息環境（鎌倉）

宅地造成のため整地工事が始まり，新しい土がー而に

積みヒげられていた。周辺の状況からみてこの地のカ

図 2：カヤネズミの球巣
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酒匂川河口付近で捕獲されたウミネコの胃内容物について

飯村 武

On the stomach contents of Larus crassirostris VrEILLOT 

Takeshi IIMURA 

はじめに る。 捕獲された個体の胃は常法によりホルマ リγ液で

相模湾沿岸 （神奈川県〉 で記録されているカモメ類 保存したのち，胃を解剖して胃内容物を取 り出し， 1 

は， ワシカモメ Larusglaucescens NAUMANN，オオ 9 1ヨ盛りの台秤を用いてその重量を測定し，種を同定

セグロカモメ Larusschistisagus STEJNEGER，セグロ した。ウミネコの各個体を捕獲の順に便宜上No.1,No.2, 

カモメ Larusargentatus vegae PALM豆N，シロカモ No.3, No.4, No.5, No.6とする。

メ Lmus hyperboreus pallidissimus PORTENKO, 

ウミネコ Laruscrassirost1 is VIEILLOT，カモメ Larus

canus kaints chats chensis (BONAPARTE）， ユリカモメ

Larus ridibundus sibiricus BUTURLIN，ミツユビカ

モメ Larust円：dactyluspollicaris (RIDGWAY）の 8

種（中村，1971）で，このうちウ ミネコの個体数が最

も多い。これらのカモメ類は相模湾には10月に飛来し

て越冬し，5月まで滞留するが，ウミ ネコのみは夏期

も若鳥が残留している。主な生息地は海岸および島艇

の岩礁であるが，足柄平野を流れる泊匂川では河口部

より1～2km上流の河原に集団で生息することがまれ

ではなく，多いと きにはウミネコのみでがJ1, 000羽に

達することがある。

酒匂川漁業協同組合では，天然のアュ Plecoglossus

alti-ielis TEMMINCK et SCHLEGEL が湖上する 3～

5月にウミネコが河原に群棲しアユを捕食するという

ことで，1965年以降毎年20～25羽のウミネコの有害鳥

駆除を行っている。しかし，捕食の事実とその量を裏

づける資料は乏しい。そこで筆者は，有害鳥駆除の是

非を明らかにするためウ ミネコの胃内容物調査を行っ

た。 ここにその結果を報告する。木文に入るに先だち，

胃内容物の種の同定をして下さった国立科学博物館の

中村守純同士，友田淑郎博士，今島 実博士に感謝の

意を表する。

材料および方法

調査したのは1973年5月4日の7時から9時までの

聞に，酒匂川河口から 1km上流の地点において銃器に

より捕獲された （有害鳥駆除〕 ウミ ネコ 6個体であ

結 果

検索された胃内容物は！［~~~fl, I＇！＂殻~Iiおよび昆虫類で，

いずれも水棲動物であった。ウミネコ各個体の胃内容

物重量と被食動物名を表に示す。胃内容物重量は最小

26. 49，最大100.2［！.＇平均47.9 ［｝ であった。 検出され

たのは，魚類ではマアジ Trachurustrachurus(L!NN .) 

タチウオ Trichiurusleρturus LTNN.およびト ウコザ

ロイワシ Atherinableeke門 GuNTl-IERの3種， Fj'I王立

~Jiではエビの一種およびフ ナムシ Ligia exotica Ro-

uxの2種，昆虫類ではミズアブ Stratiomyiajapo 

nica van der WULP の幼虫 1fillで，アユは検出され

なかった。

マアジはNo.1とNo.5の2｛岡｛本から，タチウオはNo.5 

の1i間体から， トウゴロイワシはNo.5とNo.6の2個体

から，フナムシはNo.3の1佃体から，エピの一種はN日．

4の1個体から， ミズアフεの幼虫はNo.1, No.2および

No. 3の3個体から検出された。特にNo.2ではミズアフ

の幼虫のみでその重量が32.5 ［｝ にも達していた。

考 察

存111京 〔1972）によると，マアジは 10～lOOmの水深

の中，下層にすんでいるが，3～9月の産卵期には浅

い所を，またトウゴロイワシは春暖の候には水面近く

を泳ぐという。更に，タチウオは深さ 100m位の泥底

に群桜しているが，朝夕の薄暗い頃には水面？と浮上し

てくるという。エピは消化が進んでいたため種の同定

が出来なかったが，これはおそらく水面近くの礁の問

に生息する種であると考えられる。フナムシは高潮＊JR
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表 ウミネコの胃内容物重量と被食動物

胃内容物重量
被 食 動 物

No. ff. 
色 類 甲 主Jl.Jl.凡 類 昆 虫 類

1 50.2 マアジ（1) ミズアブの幼虫

2 32.5 ミズアブの幼虫

3 34.0 フナムシ ミズアブの幼虫

4 44.2 エピの一種（1)

5 100.2 
マアジ（1），タチウオ（2)
トウゴロイワシ（1)

6 26.4 トウゴロイワシ（1)

（注）No. 5のトウゴロイワシの体長150mm,No. 6のトウゴロイワシの体長85mm，括弧内の数字は個体数

付近の岩の聞に多く生息し，岩上をすばしこく動きま 述べている。

わる等脚類である（内海，1973）。竹内（1972）による アユは川で解化し， 1%~＂tは海に下って冬を越す。休

と， ミズアフ、は木州，九州、｜および中国等に昔乙湿の磁て、 長6～7cmになって， 3月から 5月に川を湖上する。

成虫（体長15mm内外〉は夏J叫にIJ＇，現すると述べ られて また，湖上は一般に薄明から薄暮までのいわゆる日 1:1コ

いる。 であるといわれている。このようなζとから，これま

ウミ不コはアジサシ Ste1ηα h£nmdolongipe1111is でに検索し得たウミネコは，時期おぶび時間的にアユ

NORDMANN のように完全に潜水して採餌するもの を捕食し得る条件下にあったといえるが，捕食は認め

ではなく，せいぜい首を水中に突っ込んで行う程度で られなかった。しかし，捕食の有無の結論は，更に多

ある （中村，1971）。このようにみてくると， ウミネ くの調査例を検討してなされるべきであろう。

コの食餌物は水面近くに生息する水生動物が主で，4守

に魚類で、は水面をゆっくり泳ぐものに限られているの 文 献

が特徴といえよう。柴III〔1972）も，1967年3月26日 /¥11原稔治 1972 原色目木魚瀬図鑑．保育社，大阪．

に捕獲したウミネコ 8個体の府内容物を調べている。 中村一恵 1971 神奈川県鳥類誌c1 ）.神奈川県立博
それによると，ウミネコ 7個体は全くの空胃で，僅か 物館， 1-50.

に1個体の胃中よりマイワシ Sardinopsmelanosticta 柴田敏隆 1972 ヒヨドリ ・カモメ類の有害性に関す

(TEMMINCK et SCHLEGEL）およびウナギ Anguilla る調査報告．神奈川県農政部，8-34.

japonica TEMMINCK et SCHLEGEL の稚魚、各1頭 竹内吉蔵 1972 原色日木昆虫図鑑．保育社，大阪．

を認めたにすぎないという。また，カモメ類は同訓｜や 内海冨士夫 1973 原色日本海岸動物図鑑．保育社，

流れの中に作立して，ときには水浴をするものの，称 大阪

アユら しき小魚、を捕食する状況は観察されなかったと （神奈川県環境部自然保護課〉
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ミシシッピーアカミミガメ

の野生化について

中村一 恵

Note on the naturalization of R巴cl-eared

Turtle in Kanagawa Prefecture. 

Kazue NATくAMURA 

1980年6月26日に横浜市内の池でアメリカヌマガメ

JJ'iの一種であるミシシッピーアカミミガメを目撃した

ことがきっかけとなって，7～8 J=Iにかけて県内数ケ

所の池沼や河川を予備的に見てまわったところ，予想

以上に木開の野生化が進んでいることを知った。

近年，：：／1111CiR本， 1979）， 東京 Cl京，1979），滋賀

Ci?H1:i, 1979），京都 ・奈良 CiUll, 1976） などの各

都県でアメリカヌマガメ類の野生化が報告されている

が，木県に，じける野生｛じに関する記録はこれまでなか

ったと思うので簡単に報告しておきたい。

日本に大量に輸入されてミドリガメという名でペッ

トとして売られているのがアメ リ カヌマガメ ~Jjの子供

である。数の上で大部分を占めているのはミシシッピ

ーアカミミガメ Chryse1叫ysscripta elegans で，コ

ロンピアクジャタガメ C.s. callirostrisがそれに次

ぎ，他は少数しかはいっていない（原，1974）。 これ

らのうち北アメリカ南東部原産のミシシッピーアカミ

ミガメが逃げだしたり捨てられたりして各地で野生化

している。

8ケ所の池沼や河川｜でアメリカヌマガメ1裂が生息し

ていた（表 1' 2）が，鎌倉の平家池でコロンピアグ

ジャタガメと忠、われる l頭を目撃した以外はすべてミ

シシッピーアカミミガメであった。 2ケ所でグサガメ

Chinenys reevesii と混棲し， 1ケ所でグサガメ，ニ

ホンイシガメ Ma附・emysjaponica, ニホンスッポン

Triony:r: sinensisの3種と混棲していた。

東京不忍池では，はっきり定着したと考えられたの

は1970年代にはいってからで， 1979年の春にはかなり

の幼体が見られ，繁殖しはじめたのではないかという

（原， 1979）。木県における繁殖の有無は不明と忠、う

が， 解化したばかりの子ガメ（甲長2.0～3.5cin位〉 が

性的に成熟するのは，維で腹甲の長さがlOcin位になっ

たとき，雌では15～2ocin位である（原，1974）から，

野生化したもののなかには，表からわかるように性的

表 1 ミシシッ ピーアカ ミミガメの目撃記録 （1980年〉

日 ヤ｜ 場 Fri 頭数 推〔定〕甲内長個体（cin数〉 体I 考

6.22 港北区小机町鶴見川 1 ワ 石江省普氏目撃

6.26, 30 戸塚区瀬上池 12 他にアメリカザ、リガニ，ウシガエノレ

他にクサガメ（9），アメリカザリガニ
7.3 中区本牧三渓園 8 14～15 4〕〉 ウシガエノレ

17～18 2 

7.21, 23 鎌倉市雪ノ下源平池 4 ※ {1日5~ 1) 他にグ サガメ（10），ニホンイシガメ（2) 
17～18 3〕 ニホンスッポン（6），アメリカザリガニ，ウシガ

コニノレ
8.11 戸塚区上郷町‘稲荷川 1 7～8 

8.11 磯子区久良i岐公園 5 

※ 1也に甲長15cin位のコロ ンビアグジャタガメと思われるもの 1頭目撃

日付 j易 所

表2 ミシシッピーアカ ミミ ガメの採集記録

備 考Qfi 数甲長 （cin)

1978 緑区奈良町本山池

1979 緑区奈良岡T本山池※

1980. 9. 15 厚木市関口善明用水 1 

つ

12.5 

7.5 

野川喜一氏採

野川喜一氏採，筆者測定

倉田章伸君採，青木信一氏測定

※ グサガメ 2頭目撃，f也にアメリカザリガニ，ウシガエル（1980.8. 21) 
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写真説明

｜ニ ・ミシシッピーアカミミガメ

三渓園 〔筆者撮影〉

下仰木市関口で採集された｛阿体

1'1 木信一氏11~影〔干1j1奈川新｜副主｜提

零喝ず 供〉

成熟に達した個体が少なからず含まれていることにな 浜市立桜台小学校校長大内l'l＇，日本 野鳥の会神奈川支

る。 部幹事石江磐，やji五百川県立問物館技師新井一政の各氏

同じヌマガメ科に属するクサガメやニホンイシガメ に感謝の意を表する。

などの在来種 （といってもクサガメ はもともと西日本

のl主で‘あるが）との競合関係も明らかではない。担問

見た本種の行動から思うに，グサガメよりも動きはす

ばやいという印象を受けたし，｛本型はニホ γイシガメ

（甲長iscm）やクサガメ（甲長25cin）よ り大きくなり 3

日本産のどの種類よりも寒さに強い （原， 1979）。 ま

た，グサガメよりも水の汚れに強い〔共に外来種であ

るアメ リカザリガニやウシガエノレとの組み合わせで見

るζとが多かった〉ともいわれるので， ミシシッピー

アカミミガメは今後の動向がとくに注目される外来種

であるといえよ う。

終りに，アメリカヌマガメ類について種々ご教示下

さった日本野生生物研究センター研究員千石正一氏並

びに情報をお寄せ下さった神奈川｜新聞社青木信一，横
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文 献

深田 机 1976 艇虫両生類の移出入について

京都教大理科教育年報 6 27-30 

深田 祝 1979 滋賀県の艇虫類，滋賀県の自然2

567-589，滋賀県自然保護財団

原幸治 1974 アメリカヌマガメのなかま CI ) 

どうぶつと動物l謝＇ 298 : 372-375 

房、 幸治 1979 不忍池のカメ，どうぶつと動物閑

356 : 298 301 

｛忠本洋 1979 淡水にすむカメたち，北｜俸の自然

C !llHJfii), 91, r15玄社

（神奈川県立博物館）
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横浜市金沢区の弁天池で採れた貝とエビ

村岡健作・山田文雄

Freshwater shells and shrimps found in Benten-ik巴，Yokohama

Kensaku MURAOKA ・ Fumio YAMADA 

横浜市内に生息する淡水産の貝~Jiや甲殻頒の報告は

筆者の！日る限りでは以外に少なく，最近のものでは，

横浜市港北区勝田町の権問池のJUiについて木誌1号

で鰍じたものが最も新しい記録と思われる。 今回，権

問池にう｜き続き，横浜市金沢区釜利谷の弁天池で，オ

オタニシ，"j；ワニナ， マシジミの貝紅！とスジエピ，ヌ

マエピなどの淡水エピ｝員の生息を椛認したので，この

観察記録を報告するとともに，本池にこ｜ニ息していた淡

水動物についても簡単にふれたい。

弁天池の概要

弁天池は横浜市金沢区釜利谷町の白U.1道士山区に位置

し，広さ2400m2ほどの用水池である。 池の周囲は最近

まで樹木で囲まれ，自然l床が良く放されていた。しか

し，この付近一帯は宅地化が進み，更に， 111林地区の

開発，整備する計画も持ち上がり，既に付近一帯は工

事が進行し，この池も開発予定地域に含まれてしまっ

た。このため，池は昭和56年の春には埋め立てられる

ものと思われるが，現在，池の周囲はフェンスを張り

めぐらし立入禁止とし，池の7J＜.も治として池底が露JJ',

してし、る 〈写真 1〕。

写真1 池底が鉱山した弁天池

調査は 1980年 12月20日に露出した池底で行なった

が，これ以前の11月に数回生息、確認のための補助制査

を実施した。

弁天池の貝とエビ

オオタニシ Gρ・ango/Jaludina japonica 

(v. MARTENS) 

本種は多量の腐植物が混入した泥土質の場所に多い

ただし，12月の調査では露出した池底に見られる細い

水路の中やその水際に生息するものの，個体数は多く

はなかった。調査恒｜体のうち，主な個体の決｜｜定ffMを表

lに牙、す。

表 l オオタニシのil!IJ定値 （mm)

殻長

61. 0 

59.8 

56.9 

59.2 

33.3 

主立径

39.0 

38.0 

38.2 

37.7 

25.3 

採集年月日

1980・12・20

1980・12・20

1980・11・2

1980・11・2

1980・11・2

カワニナ Semisu.lcosjJira bensoni (PHILIPPI) 

オオタニシの生息地と同様で泥土質の所に多い。＊

種は一般に殻頂部が蝕横されていることが多いが，本

11~1｛本は著しい浸蝕はなく ， 蝶塔は いずれも高かった

（写真2）。主な個体のiJllJ定値を表2Iこ示す。なお，

調査した10個体のうち，3個体はII古生貝を擁していた。

また，本種の殻口で，d床形綱，オヨギダニ科の l種が

il/i-泳しているのを矧察した（個体数は貝 11匝｜休につき

平均2i!Iil体で，体長0.9～1.lmmほどである〉。恐らく
Hygrobates sp.と忠、われる （写真3〕。
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,,I cm 

写真 2 カワニナ

マシジミ Corbicula(Corbiculina〕leanaPRIME 

本池は，岸近くは砂泥質で，中央へ行くほど多量の

腐値物が混入し泥土化している。本種の生息域は東岸

と西岸の腐樋物がわずかに混入した砂質に多く，生息

ヌカエビ Paratya compressa improvisa KEMP 

11月の調査では落葉の堆積した水辺の所に多く生息

していたが， 12月の調査では池底が露出していたため

に生息を確認することができなかった。観察した個体

の体長 （額稼を除く〕は17.8～26.9mmで、あった。

表3 マシジミの生息個体数 （1 m2〕

殻長 （mm) 個体数〈平均〕

く10.0 3.7 

10. 1 15.0 11. 1 

15. 1 20.0 9.3 

20. 1-25.0 。
25.1-30.。 。
31. 1-35. 0 1. 9 

35. 1く 7.4 

個体数はいがで33.4個体を数えた 〔表3）。個体の大 スジエビ Palaern側 （Palaemon） ρauα：densDE 

きさは，最大のものは殻長43.4mmで，一般には殻長 HAAN 

36mm前後のものが最も多かった。 ヌカエビと同様に12月の調査では生息は確認できな

かった。しかし，露出した池底には干潤びたスジエビ

表2 カワニナの測定値（伽〉 が多数観察されたことから生息個体数はかなり多かっ

殻長 殻径 採集年月日

38.0 15. 1 1980・12・20

36.2 12.6 1980・12・20

31. 8 13. 1 1980・11・2

30.4 12.0 1980・11・2

23.9 11. 0 1980・11・2

写真3 オョギダニの 1種
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たことが考えられる。なお，本池の周辺の水溜りには

現在もヌカエビとともに木艇もさ｜ミ息している。 採集し

た伊l休の体長は30.7～40.6棚の範囲であった。

むすび

木池は12月に水を落としたが，その際に上述の種類

以外に，マゴイ（30個体〉 ，ヒゴイ（5～6個体） ，

ウナギ （1個体）， アメリカザリ ガニ（多数〉などの

生息が確認されている（大谷氏の談話による），また，

池の周辺の水i留りや湧水地にはウキゴリやサワガニな

どが現在も生息している。なお，今回の調査では，木

池には ドフεカ令イ， カラスガイ，それとタナゴ類などは

生息していないこ とから， 見~：事I｝の権問池の動物相と は

相違している。

終りに臨み，貝を同定してくださった東海大学波部

忠重教授蛍びに採集調査に便宜を与えてくださったフ

ジタ工業横浜支店の大谷春郎氏にお礼申 し上げる。

文献

村岡健作 1980 横浜市港北区の権回池て、保れた淡水

貝神奈川自然誌資料，No.l,89-91. 

（村岡健作 ：神奈川県立博物館・山田文雄 ・横浜市金

沢土木事務所〉
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トワダカワゲラの新産地

小林峯生

New Locality of Seoρurαlonga UENO 

Mineo KOBA Y ASH! 

トワダカワゲラ類は，わが国と朝鮮半島にその生息

が確認され，昆虫網，カワゲラ目のなかでも原始的な

形質を残す特異な種として知られており，系統的には

生きている化石として，重要な位置をしめている。カ

ワゲラ目は，毛麹目（トピケラ〕 ，カゲロウ閏ととも

に，水生昆虫を代表する 1目で，幼虫期を水中ですご

す。 一般的に幼虫は周平で，胸部幅広く，前・中・後の

3部に明l僚にわかれ，各肢には2木の爪があり，腹部

未端には長い尾角がある。鯨は各体節の2菱自f5J仮fJllJに数
本ずつある。ところが， トワダカワゲラ殺の幼虫の胸

部はよろいを着けたような形をしており，前・中・後の

区別が不明瞭で，鯨は糸状で腹部末端のみに環状には

えている。これらの形態は， トワダカワゲラ)Jjのみに

見られる q~f'異なものである。成虫は雌:tit ともに告ll麹で

単眼がない。幼虫と同じよ うな形をしているが，幼虫

より胸部の左右が突出し，よろし、状の部分がより顕著

になる。また，幼虫矧にあった環状の偲は消滅し，痕

跡的となって多少残るだけである。

トワダカワゲラ類の幼虫は，一般的に盛夏の水温が

7℃～10℃前後の冷たい源流音［Iの流水の中に主として

生息する。したがって，主な生息地は高山や北辺の地

に限られてくる。高山などでは，ごくわずかな流れの

中にも生息しているが，水温の条件さえj前されれば例

外的ではあるが，低地，＇＊＇，にも生息しており ，株高500

m以下のところからも記録されている。

形態的に原始的なJf~質を残す一方で， 低温という狭

い範図を迎泊としている動物は，氷河時代の生きのこ

りであると考えられている。 トワダカワゲラ恕iもとの

範ちゅうに入る。 トワダカワゲラ主主iは成虫がi!ll勉であ

るため，その分布は周限されるが，分布についてはか

なり調べられ，現在までの調査によると，生息南限地

域は中央アルプス山系の南に位置する蛇峠山とされて

し、る。

トワダ夕、、カワゲラ属 Seoρuraには，現在までのと

ころ Scopwa longa UENO 1929とScopurapolifera 

KAWAI 1974が知られている。

Scopura longaは 1929年， 上野主主三博士によって

初めて青森県から記載された。それ以来，この昆虫は

生きている化石として注目をあび，次第にl分布状況が

明らかにされ，1957年には174か所であったものが，

1974年とは350か所から報告されている。その産地を

府県別に列記すると次の通りである。

北海道，青森，F大田，山形，福島，茨城，群馬，新

潟，石川，富i-¥J,埼玉，長野の11県で，特に長野県か

らの報告の多いととは注目に値する。

Scopum poliferaは 1974年に奈良女子大の河合教

授が，新潟県佐波妙見山から得た標本によって，新種

として記載したもので，現在では佐渡と茨城県花園山

のみから知られている。

著者は1965年以来，丹沢山塊を中心と して，多くの

i殿、流や渓流でトワダカワゲラ類の発見を試みてきた。

しかし， ！，＼，~夏の水混が 7 ℃前後の水域があっても ， ト

ワダカワゲラ類の生息を1979年に至るまで確認するこ

とができなかった。 1979年に至り，丹沢山塊にもトワ

ダカワゲラ類の生息するという情報を得た。そとで，

1980年8月，情報をもたらしてくれた都立大学院生内

田臣一君の案内で生息の確認を試みた。

玄倉川上流，ユーシン休泊所より経角沢をつめるこ

と約3時間，檎洞丸山頂直下の経角沢の源流に到着。

早速，昨年トワダカワゲラの生息を確認したという水

域で，採集を試みる。調査すること約20分で1個体を

得る。続いて3個体を得たが，いずれも若令幼虫で

Seo戸tralongaあるか Seo戸traρoliferaであるか同

定は不可能であった。

その後の調査では，蛭が岳山頂直下姫次の原小屋付

近の源流域にもトワダカワゲラが生息することが確認
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図 1 トワダ力ワゲラ Seoρuγα long，α監の幼虫

図2 トワダカワゲラの新産地 ・印，生息地点

された。ことで得た椋本は成虫で，同定の結果Scopura.

long aであった。経角沢源流域に生息するトワダカワ

ゲラも，恐らく Scopuralongaであろう。

以上，木県を Scopuralongaの新産地として報告

した次第で、ある。終りにあたり， トワダカワゲラ属の

生息、の↑古搬をもたらしてくれ，その上，現地調査に同

行してくれた者II立大学院生内iti I主ー君に，お礼申し上

げる次第である。
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神奈川県のマヤラン類

柳川定春 ・高橋秀男・大場達之

On the Cimbidium Sect. Macrorhizon in Kanagawa Prefecture 

Sadaharu YANAGAWA, Hideo TAKAHASHI & Tatsuyuki 0HBA 

はじめに 5個つく。趨築は広披金i形鋭尖頭で長さ 5～lOmm，紫

日木のシュンラン属には緑業を欠く腐生の種類があ 褐色を干ifび，基部は花梗に密接し上半部は離れる。 節

って，マヤラン，サガミ ラン，サガミランモドキ，タ 間は最下の着花節から下に向って59,44. 5, 24. 5, 10, 

イトウランなどの名がある。これら相互の関係は不明 7酬。子房は柄と共に花時において長さ18～33mm。花

の点、が多い。 相模蘭，相模蘭擬などの名にもみるよう は昔時七向し開花して側向。琴片は白色または上弁の

にこれらのランは神奈川県に浅からぬ因縁があり，事 み，あるいは3弁すべての中肋ぞいに紅紫条が入る，

笑神奈川県内からの報告もかなりの量に及ぶ。高橋お 倒披針状広線形で短で端5脈である，上琴片は長さ20

よび大場はこの類に関心を抱き，三宅島，国立科学博 ～23mm，陥6～7mm。伺lj琴片は長さ20～22mm，幅5～

物館附属自然教育園などにおいて自生の状態をやや詳 6 mm，花弁は白色で紅紫斑がある，長卵形鋭尖頭で上

しく観察していた。柳Jilはマヤランとサガミランに比 例ljがm8~， し左右不同形，長さ 15～l8mm， 幅 6 ～ 7 mm, 

定されるランを秦野市において発見し，やや長期にわ 7～9脈があり 内面中肋上に肉質降条が基部からやや

たって生長の様式，形態、を観察してきた。また第二次 冗長の所まである。 基部旋柱を抱き，上音［＼Jhが外出す

神奈川県植物誌調査会の活動が軌道にのるにつれて， る。唇弁は広卵形で浅く 3裂し紅紫斑がある，基音II広

新たな産地も加えられつつあるので，神ヲ奈川県内にお 澗部に2条の肉質隆起がある，基音［＼広澗部は遊柱を抱

けるマヤラン類の分類iと分布に関するこれまでの著者 き先端の中部裂面は満開に至って外曲する，13～15脈

i主の矢II見を綜合しておくこ ととした。木稿をまとめる があり隆起条内に 3 条あるのを通•ijf；とするが， 5 条あ

にあたり，標本の検討をお許し下さった国立科学博物 るものが1例観察された。覧柱は白色で長さ12～13cm

l自の金井弘夫先生に厚くお礼を申し上げます。 幅 3.5～4mm，背面に2凹織がある。果実は観察が充

分でない。花は6月下旬から 7月中旬に亘るが，7月

形態

著者逮の観察した個体は結局 2f困の分類群に帰結す

る。との両型を主と して秦野市産の生品およびそのフ

ォノレマリン浸標本によって記載すると次のようになる

マヤラン ：根茎は白色で太さ3～7mm，表面に短い

房状の根毛群をやや密布する。下部はやや斜上し上部

は直立，疎に分校し，主娘茎と分校線茎とは鋭角を成

す。根茎の先端は花茎に移行し， J艮茎は仮ilir~分校状 と

なる。 花茎は直立し高さ22～30cm，径2～3酬で緑色

から紫褐色を帯びた緑色。中i与築は7～10イ闘で下部のも

のは密接し抱茎，上部は次第に疎開し浅く愉楽の基部

が抱茎，長さ10～l5mm，紫褐色。花は花茎の先に 3～

初旬が:Iii盛期と考えられる。また茎が切損すると同年

中に新茎を分岐して8月に至って咲くことがある。

以上は主として秦野産のものによったが，他地域の

マヤランと考えられるものはほとんど同ーの形態を持

っている。秦野では2ケ所で観察されたが，何れもグ

ヌギーコナラ群集に同定されるやや古い二次林の林床

に生じていた。｛也の場所ではスダジイ林zヒノキ地林，

メダケ群集などの林床から得られている。

サガミラン 根茎はマヤランと同様でやや細く，分

校が少ない傾向がある。花茎は高さ 9～l3cm，径 1.8 

～2. 7mm, 緑色。輸業は緑色，長さ 6～l3mm。節聞は

1例を挙げると最下の着花節から下に向って59,42, 
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第 1図マヤラン 0・mbidzwnni /Jpomcum 第2図サガミラン C.ni/Jρonicum form. aberrans 

（東京目黒） 〔秦野〉

20, 7, 3. 5mr.:。 花は1～3花，稀に 5花， 最上花は mm内外，韮柱と花被片はM潤して残存する。 1978年に

未熟で消失するととが多い。萄業は広披金l形鋭尖頭， は10月18日先端より褐色化し10月末に果実が開裂した

最下のもので長さ 4.5～6伽， 花梗に密倭し果期に至 が他の個体では翌1月15日まで緑色を保ち同日の降雪

るまで緑色を保つ。子房は花梗と共に長さ20～23mm。 の後2日間で急に褐変し｜苅裂した。 ζの個体は7月下

琴片は緑白色，倒披針状広線形鋭尖頭またはややせ状 句に開化したもので，開化が早ければ早く完熟すると

端，上琴片は長さ 18～19.5mm, ~1r,; 4. 5～5棚， 側琴片 は限らない。

は長さ17～18.5mm，幅4mm，花弁は白色長卵形鋭尖mt

上側は膨出する，長さ15.5～18mm，幅6～7mm, 7～ 分 類

9脈があって内面中肋の半長にわたって肉質隆条があ 上の記載でl明らかなように，両者の差は花被，萄架

ることが多いが，不明瞭な花もある。下部資柱を抱き 鞘業，茎などの色彩につきるように考えられる。全箪

上部は外曲。唇弁は白色，広卵形で浅く 3裂し2木の 萄実，花被なとはサガミランの方がやや小さい傾向が

隆条があり，縁辺は細凹凸がある，13脈があり内 3脈 認められるがその差は明｜｜奈ではない。また秦野におい

は｜塗条内にある。基部広澗部は遊柱を抱き，上部は｜甥 て両種がほとんど同ーの環境にわずか数十慨を隔て生

花するに従って外曲する。 illt柱は白色，長さ11～13開 育し，しかもほとんど同時に開花している乙とを見る

幅3～4.2mm。 とサガミランはマヤランの白花品と考えるのが最も妥

秦野ではマヤランの産地に近いグヌギーコナラ群集 当であろう。全体がやや小形な点もアノレピノに見られ

の林縁の崖下の崩積土上に見出され，マヤランと数 1- る劣弱な生活力のii次と見なすことができる。たしかに

川ほど附れた地点に生じていた。 7月中旬に開花する。 生品で見るとサガミランは色彩のほかに花弁が細く尖

1978年は7月20日に初花を見，終花は9月22日， 1979 っている感を受けるが3 液渋保木をよく開いて見ると

年は7月15日に花誌を見ているρで7月中～下旬に｜矧 全く差がないといって良いほど両者は近似した形を示

花したものと考えられる。 1980年は7月11日に満開で す。ザガミランでは4~1＇に唇弁の開展が充分でなく ， 先

あった。果実はり司花と共に急速に肥大し，濃緑色とな 端がやや折りたたまれた状態、で経過することが多いの

る。 成長し切った段階で長さ柄と共に30～5L:mm，幅10 か，尖った感を与えている。著者達の観察した個体数
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第3図

A～E サガミラン，A＝全形，B＝花被片， C＝遊

柱，D=i，答弁の側面，E二唇弁の変異，完全に圧平し

て描く，F＝マヤランの唇弁。何れもフォノレマリ ン漬

標本によったので紅紫色政1などは表現されていない。

E 

ー一一-1£旦
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第4図 サガミランの成長 A. 'iii;＇をつけた株（ Sep.12, 1978), 8・第 1花の開花（Sep.22, 1978), 
C.第1花の凋花（Oct.1, 1978), D. 成熟した果実 （Oct.18, 1978), E・開裂しはじめた果実（Oct.

~~1およ i＇~~~（t~~~弘；i言；：Z号J了；r3 1~5,
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は限られているが，観察した限りの生品はマヤランと ラン，Y.ahe1γ・ansはそのアルビノに当るサガミラン

その白花品であると一応結論しておきたい。ちょうと とも考えられないことはない。

オニノヤガラの緑色のー形をアオテンマというのと｜司 Pachyrhizante sagamiensis NAKAIサガミラン（中

ーのパターンであろう。 井1931〕は白色花を持つものであるが，その記載にあ

名称

著者逮の観察したものについて上記のようにマヤラ

ンとサガミランの名を当てておいたが，これら観察し

た個体群が従来記載されてある Taxaのどれに当たる

のか，学名，和名は何を適用すべきであるか問題が残

る。これについては更に本格的に調べを要するが著者

達の目についた範囲でこの類の学名，和名を検討して

みたい。

Cymbidium niρponicum (FR. et SAV.) MAKINO 

は最初 Beltianipponica FR. et SAV. として記載さ

れ後に Cymbidium に総み変えられた。これを一般

にマヤランに当て，紅紫色系の花をもつものに適用し

ている （大井1956, 1965，北村・村田・小山1964，前川

1971など）。しかしこのタイプが紅紫斑花を有するの

が否かは確証がない。 中井1931は C mρρonicumを

白色または緑黄色花を持つものとしている。マヤラン

（牧野1901）は紅紫系のものであるがその学名に当て

た C.nijJρonicumの基準桜木とその点が一致するか

否かは疑問が残る。今急、に基準楳本を確かめることも

できないので，一般の説に従って C.niρponicumは

マヤランに相当すると考えておきたい。

c.ρedicellatum FINETはマヤランの異名とされる

が，これも確実ではない。 FINET1900は C.ρedi

cellatwnと Yoania aberransを記載しこの両種を同

一図版上に図説している。皮肉なζとにこの別属とさ

れた2種は図で見る限り何等木質的な差が認められな

い。この Yoan叫 aberransは後述のサガミランの：学：

名に用いられているものである。しかしよく見ると，

c.ρediαllatu削 の方が強壮で Y abe1γ・ansは痔小に

見える。これを拡大解釈すればC.pediilatumはマヤ

る唇弁は3裂せず全辺というのは疑問である。 乾燥標

本では唇弁基部の膨大部（裂片） は並柱をとりかこん

だまま圧されて不明瞭なことが多いし，そもそもマヤ

ランにしても 3裂というほど明瞭な裂けかたではなく

やや大きく倶I）方が張り出している程度だからである。

Cymbidivm aphrodite MAKINO et F. MAEKAWA 

ダイトウラン（牧野1950）は裸名で，牧野 ・図説普通

織物検索表に写真があるのみの無効名である。しかし

最初，このダイ トウランの発見地で採集・観察された

遠藤喜之氏の教示によると，これはメダケ群落の中に

生じ，全く紅紫色味のない花であったという。 同氏の

スケッチを見ると著者逮の観察した白花品と差がない

ように見える。

Cymbidium aben・ans(FINET〕SCHLETERは先に

述べたように白花系と思われるが， 確実ではな~ 'oサ

ガミランモドキ（根本1936）の名はこの学名に対し与

えられた。

中井 （1931）や杉本 （1973〕は日本にはマヤラン類

に31聞の Taxaがあるように記しているが，著者逮は

マヤランとその白花品のサガミランの2個のTaxaが

存在すると考える。それによって学名と和名を整理す

ると次のようになる。なお，この類は圏外では中国や

カシミ ーノレなどに近似種が知られるが，そのなかで，

Cimbidum macrorhizon LINDL.がマヤランによく類

似している。今直ちにその標本を見ることはできない

けれど大記載や図で見る限り，同一種と考えられる。

花茎は高さ15-22C11t，花弁はピンタの条線があり白色

または淡い黄l沫をおび，唇弁は深紅色の斑点があって

白色，花弁の内側には肉質の隆条がある。今後，t車、本
を見た上で学名も再検討したいと考えている。

Cimbidium nipponi四 m MAKINO in Bot. Mag. Tokyo 18・107(1904) 
form. nipponicum. 

Matsumua, Index Pl. Jap. 2 : 240 (1905) ; Makino et Nemoto, Fl. Jap. 1630 (1931) ; Kitamura, 

Murata & T. Koyama, Col. Ill. Herb. Pl. Jap. III 66 fig. 121 (1964) ; Ohwi, Fl. Jap. 389 (1956), 454 

(1965); Masamune, Col. Ill. Fl. Nippon 8 : 275 fig. (1969) ; F. Maekawa, Wild Orchids .Tap. in Col. 

403 pl. 164 (1971) ; Sugimoto, Key Herb. Pl. Jap. 464 (1973j ; Kobayashi, Satomi & Hatsushima, 

Terasaki’S Ill. Fl. Jap. 1080 (1977) 
Bletia nipponica ERANCH. et SAV. in Enum. Pl. Jap. 2 : 511 (1879) ; Tanaka, Bot. Mag. Tokyo 

187 (1971) 

Cimbidium pedicellatum FINET in Bull. Soc. Bot. France 58 : 268 t IX (1900) 

Pachyrhizanthe niρρonicw見（FRANCH.et SAV.) NAKAI in Bot. Mag. Tokyo 45・（1931); Nemoto, 

51 



Fl. Jap. Sapp!. 1135 (1936). 

Norn. Jap. Mayaran (Yatabe 1879) 

form. aberrans (Schlechter) 

Yoania abe門刀nsFINET in Bull. Soc. Bot. France 58 : 274 t IX (19CO). 

Cymbidium aberrans SCHLECHTER in Beiefte, Repert Sp. Nov. 4 : 264 (1919); Ohwi, Fl. Jap. 389 

(1956) ; Kitamura, Murata & T. Koyama, Col. Ill. Herb. Pl. Jap. Ill 66 (1964) ; F. Maekawa, Wild 
Orchids Jap. in Col. 404, Pl. 165 (1971) ; Sugimoto, Key Herb. Pl. Jap. 463 (1973) 

Pachyrhizanthe aberans (FINET) NAKAI in Bot. Mag. Tokyo 45 : llO (1931) ; Nemoto, Fl. Jap. 

Suppl. 1135 (1963J 

A2りhyllrorchisabe11 ans (FINET) SCHLECHTER in Beihefte Repert Sp. Nov. 4・110(1931) 
Pachyrhizanthe sagamiense NAKAI in Bot. Mag. Tokyo 45 110 (1931) ; Nemoto, Fl. Jap. Sapp!. 1136 

(1936) ; Kobayashi, Satomi & Hatsushima, Terasaki’S Ill. Fl. Jap. 1080 (1977) 
Cimbidiwn saga押1.iensis(NAKAI) MAKINO et Nemoto in Fl. Jap. 1135 (1930) 

Cimbidium aphrodite MAKINO in Ill. Analyt. Key Jap. Com. Pl. 291 fig. (1950) 

Ci1冗bidi:

464 (1973) 

Norn. Jap. Sagamiran (Nakai 1931), Sagamiran-mocloki (Nemoto 1936), Daitouran (Makino 1950) 

分 布

神奈川県内におけるマヤランとサガミランの分布を

や，，茶川県植物誌制査会のメッシュ図によって示したの

が地図1および2である。 1979年以降に確認した産地

は黒丸で示し，文献によったものは白丸て、表した。し

かし問中廻次郎1887のようにマヤランを黄色花（緑白

色花の意か〕と記し，ムヨウランと混同している場合

もあるので文献による産地は若干の疑点を残すものも

ある。 サガミランを中チ｜ニ1931が新属にmみ変えた際に
引用した県内2産地のうち，武蔵横浜（久内清孝，

Jul. 10. 1930, TNS59474）は地点が明磁’でなL、ので

分布図には記していない。神奈川県におけるマヤラン

の古い採集記録は矢部吉鮪1980の三浦半島三崎（1899

11'-7月中句採〉，牧野1904,c相模稲村ケ附，朝比奈泰彦
Jul. 22. 1902係〉などがある。 また FIENTのCymbi-

dium pedicellatumの基準標本は Savatierの楳本で

あるからとれも神奈川県内で採られた可能性が高い。

もしそうであるとすれば，ζれが神奈川県産としてマ

ヤラン類の最も古い記録となろう。

神奈川県以外では千葉県，東京都にはかなり多くの

産地が知られ，北は茨城県に及ぶらし＼'o西は四国，

九州に至る。サガミランがマヤランの白花品であると

する著者逮の判断が正しければ，サガミランはマヤラ

ンの分布域内に点々と見出されるものと考えられる。

近H寺の里子生ランの栽培熱を見ると著者逮の観察した

マヤラン類の正椛な産地は公表を避けるのが賢明と考

えられるのでここには伏せておく。野生ランのごとき

稀少な随物は採取栽培を制限し，小！？；に見るごとく許

可制を導入すべきで，人間の値物採取権，栽培権を無限

定に自由に放置しておくべき段階ではないと信ずる。
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第7図 神奈川県におけるサガミランの分布

第8図 神奈川県におけるマヤランの分布
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神奈川自然誌資料 2: 55～56, Feb. 1981 

茅ケ崎のアメリカネナシカズラ

小原 敬

On naturalized dodder (Cuscuta 

campestris YUNCKER) in Chigasaki, 

Kanaga wa Prefectur. 

Takashi OBARA 

先年，新聞紙上に正体不明のネナシカズラが湘南地

方の海岸に移しく発生し，ハマヒルガオに大害をあた

えていると報ぜられていた。

この植物を大谷茂，村上司郎両先生はハマネナシカ

ズラ （Cuscutachinensis LAMARCK）として報告さjも

たが，その後，浅井康宏先生は北アメリカ産の Cu.s-

cu.ta fmetagona ENGELMANNと同定され，その和名

をアメリカネナシカズラとされた。 またこの種は C.

pentagona var. pentagonaと C.pentagona var. cal-

ycina ENGELMAN:'< (C. campestris YUNCKER）に

細分されることもあるが，これら両変種間には中間型

も見/:lこ＇，されるので，一応同一樋として取扱っておく と

記述されている。

A 

最近長田武正先生は甲府市内のものを 検討され，

C. Ca:J叫戸strisYUNCKERの記載と良く一致している

述べられている。

また，関西地方のアメリカネナシカズラでは琴部が

角張っていないという報告もある。

一昨年 （1979），高橋秀男先生はこの植物に関する

詳細な報告を雑誌 「遺伝」に発表された。

このアメリカネナシカズラの精細な記載と鮮明な図

的’が L ABRAMS (1951〕， D.S. CORRELL夫妻〔19

75〕， W C. MUENSCHER (1980）の著書に掲載され

ている。

現在茅ケ崎の海岸に帰化しているネナシカズラは」二

記の C.jJentagona型かあるいは C.campestris (C. 

jJentagona var. calycina）型かをこれらの資料を参考

に検討してみた。

一般に植物の学名はその種の最も顕著な形態的特徴

を示している場合が多い。 c.ρentagonaENGELM.の

エ ピセッ トpentagona( 5稜の， 5角の〉は， この種

の琴片が基部で巾広く重なり合い，琴が明らかに5角

形を呈することを示している。 ζれはアメリカ国防総

省の建物が5角形をしているのでPentagonと通称さ

れていることと共通している。

茅ケ崎に帰化しているアメリカネナシヵスラでは琴

片の湾欠部は深く重なり合うととはなく，従って琴は

5角形を呈しない。また琴片は広卵形ではなく，卵形

ないし広J惰円状卵形で，長さと巾が等しいこと，草警が

花筒に密着すること，花に半透明のl限細胞が認められ

ないこと，小花柄が花より短かいこと，花冠片が披を｜

A, Cuscuta pentagona ENGELMANN ; B. Cu.scuta camjJest1・is YuNCKER (D. S. CORRELL, H. B. 

CORRELLによる〉

55 



C. pentagona C. Camρ・estris ｜｜植物名｜ C. pentagona C. camj>estris 

基部から花冠の湾欠部 基部から花冠のj考欠部 披針形。筒部と｜青卜長か 三角形ないしやや披針

までの長さ 1-1.5cin, までの長さは約2.5 cm 
花冠片
わずかに長い。 形。ほぼ1昔i昔日と同長。

花が生じて突出した 果実は結実時に大きく しばしば頼粒状の突起

花 果実は直ちに大きく頭 頭部を出す。 あり。

部をti:'，す。
たいてい僅かに圧偏さ 圧偏された球形。

普通半透明のl娘細胞あ 平洋iまたは半透明の腺
果実 れた球形か幾分卵形，

り。 細胞を散生する。
しばしばl隔よ り：長い。

小花柄は花とほぼ同長 小花柄は大抵花より短
アメリ カ東部， オグラ テキサス，オタラホ＂＇

か通常多少短かい。 かい。

花序 疎な集散花序に集塊状 密集している集散花序
::It；アメ ホマ，テキサス，コロ アリ ゾナ，この属の自

リカの ラド，モンタナ，カリ 然分布域を越えて分布
lこ着生する。 に塊まって着生する。

分布地 フォノレニア し，各地に帰化してい

草事 ｜花冠筒部を緩く囲む。 l花冠筒部に密着する。 る。

広卵形，普通長さと巾 卵形ないし広構円状卵 キツネノマゴ属，フヨ キツネノマコー属，オナ

は同じか巾広い。しば 形。 普通：長さと幅は等 ウ属， アキノキリンソ モミ属，タコノアシ属

琴片
しば不等形。湾欠部で しい。基部では重なる

有：主
ウ属，ブタ タサ属， ヨ ミズユキノシタ属，シ

深く重なり令い，明ら がi湾欠部では著しく角 モギ属その他。 ヤジグソ ウ腐の諸種を

かに5角形を呈する。 』まらない。 合むほとんど総ての草

本植物。

形ではなく 3角形であること，花下の笛片が幅広いこ 参考 文献

となどにより C.camj>estris YUNCKERによく似てし、 Abrams, L.・1951Illustrated Flora of the Pacific 
る。 states.vol.皿 StanfordUnivesity Press. Stanford 

高橋先生が c.ρentagonaENGELM. として図示 Correll, D. S. et Correll. H.B. 1972 Aquatic and 

されたものは， CORRELLが関月平した C.campestris Wetland Plants of Southwestern United States 

YUNCKERと良く合致している。 vol. II. Stanford University Press, Stanford. 

なお，P V. KAMELIN (1980〕 は本滋がザパイヵ Hitchcock. C. L. et al. 1977 Vascular Plants of 

ノレ地方に帰化してし、ることを報じている。 the Pacific, Norhwest. part 4. University of Wash・ 

ソ連にはアメリカの植物が相当帰化しているよう で inton Press. Seattle, London 

例えば，一昨年（1979）大谷茂先生からナホトカより Muenscher, W. C. 1980 Weeds. second eclitio日

入手されたイネ科他物の同定の御依頼を受けたが，そ Comstock Publishing Associates. A division of 

れはホソノゲムギ (Hordeum jubatum L.） であっ Cornell University Press, Ithaca and London. 

た。この植物は西シペリヤ，ソ連欧州、｜部，中部アジア

のものは明らかに帰化品であるが，ソ辿傾向東地方の

ものも分布が海岸に近く片寄り，路傍，ごみ捨て場で

発見されてし、ることから北米から来た帰化植物と考え 他の文献については高橋秀男， 1979，アメリ カネナ

られる。それで将来アメ リカの他物が戸シヤ終由でわ シカズラをめぐって，逃伝33:39-44を参照。

が固に波来することも起り得ると予想される。なお本 （平和学関 茅ケ崎市）

麗は吉川代之助氏により船橋市で採集されている。

別表にネナシカズラ属の両種の区別点を表にして示

しておく。
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神奈川自然誌資料 2: 57～59, Feb. 1981 

鎌倉，杉本寺のかやぶき屋根上の蘇苔・地衣類

生出智哉

On the Bryophytes and Lichens growing on the Miscanthus thatched 

roof of the Sugimoto Temple in Kamakura, Kanagawa Prefectur 

Toshiya OIZURU 

はじめに nani仏ヒロハツヤゴケ〔Entodon challengeri）が見ら

天台宗， 杉本寺は，724年 （天平6）僧行基の創建 れる。

といわれ，鎌倉では最古の寺である。 本堂の裏山には，ケヤキ，スギ，ヤマクノレシ，ハゼ

筆者は，杉本寺本堂（県重要文化財指定〉のかやぶ アオキなどが混生している。湿った凝灰岩には，ジャ

き屋根の全而ふき替えが行われるに際し，修復中の屋 ゴケ （Co即日戸halum conicum），ケゼニゴケ （Dumortiera

根に登り，蘇苔 ・地衣類の種類組成と，生育環境の分 hirsuta），庭木の株元付近では，ゼニゴケ （Marchantia

析を行った。ふき替えは， 1980年1月から1980年8月 ρolymorpha），ユガミチヨクチンゴケ （Trachyモystisim-

の聞に行われ， 1月20日に調査を行った。草屋根の着 marginata），アオギヌゴケ （Brachytheciumpopuleum), 

生群落の現状の一端を知ることができたので報告す キャラハゴケ （Taxψhyllumtaxirameum），キャラボク

る。 ゴケ （Fissidenstaxifoli叫s）などが生育している。

この度， 調査の機会を与えて Fさった杉本寺 静川

主主全住職ならびに，地衣類ノ、ナゴケ府，(Cladonia s戸ー〕

の同定をいただいた国立科学博物館植物研究部，柏谷

博之博士に謝意を表します。

杉本寺境内の植生概況

寺入口付近の乾いた凝灰岩上では，ムラサキカタパ

ミ，ノリレジオン，ヒメジャゴケ （Conocephalum suかa-

decompositu明〕，ナガヒ ツジゴケ（Brachythecium bucha-

杉本寺のかやぶき屋根

近年，神奈川県内のかや場は少なくなり，また防災

上の理由などから草屋根は，瓦， トタン板，銅板ぶき

などにかわり，農山村においても著しく減少してい

る。鎌倉市もその例にもれず，かやぶき屋根は，数え

るほどになった。今回の修復工事は，寺当局と信者の

「この寺の屋根を現形のまま残そう」という運動が実

を結び，県，市，寺三者の負担により，かやぶき屋根

図1 調査地の概略図

×：調査地点
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図2 本堂かやぶき屋根の改修現場。
屋根材にはススキとアズマネザサが使わ

れている。 (1980. 1. 20) 

が，保存されることになったものである。

杉本寺は，鎌倉市二階堂に位置し，鎌倉から金沢八

景へ通じる金沢街道沿いにある（図1）。本堂は境内の

最も奥に位置し，屋根の北斜面倒は山林に隣接してい

る。

本堂の屋板の形は，寄せむね造りで，軒の長さは

10.6叫立方体の建築物である。屋根の傾斜角度は約40

度。屋根材には，ススキとアズマネザサが使われてい

る。

住職の話によれば，本堂の屋根ふき替え作業は，

関東大地震（1923年〉直後と，1954年に屋根の損傷部

分の補強を行なったが，今回はじめて屋根の全面ふき

替えと同時に，ハリの取り替え作業を行なったという

（図2）。
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かやぶき屋根の蘇苔・地衣類

今回， 工事等の関係で，時間的制約をうけフロラ的

調査にと どまった。調査時期が冬期のため， 実際には

維管束植物はもっと多く着生しているものと考えられ

る。屋根の方位別の 蘇苔 ・地衣類相は次の通りであ

る。

北斜面

屋根の北斜面を他の斜面と比較すると，受光量，温

度ともに低く， 特に下部は塵挨が積もり湿潤になり

カヤの腐朽が進んでいる。優占種は簿類のハイゴケ

（め•Pnum plumaeforme）で，直径2～37llに達する大

群落を形成する。ハイゴケ群落の構成種は，蘇類スナ

ゴケ（Rhacomitrium canescens），ハナゴケ属地衣類のヒ

メレンゲコ守ケ （Cladoniapiりrea），マキパハナゴケ（C.

戸olycaψoides）と維管束植物のスズメノカタビラ，アメ

リカセンダングサ，コモチマンネングサ，ヒナタイノ

コズチ，ミゾイチゴツナギが見られる。地之類は蘇苔

類群落中に3種の Cladonia属が混生している。

東斜面

斜面下部は やや 湿潤で， 群落の構成種は め•pnum

plumaef orme にスズメノ カタビラ，アメリ カセンダン

グサ，コモチマンネングサ，Rhacomitrium canescens, 

Cladonia j高である（図3）。

斜面上部は受光量が多く，かやは常に乾燥し，地衣

類の Cladonea pityrea, C. polycarpoides, C. cl即 ulifera

からなる群落で，その中に少量の Rhacomitriumcanes-

ce町を含む。蘇類は R.canescensのみで，この種の耐

乾性は，葉の形態的な特性によるもので，葉先の透明

尖が，強い日射から植物体を保護するものと考えられ

る。

図3 東斜而下部のノ、イゴケ
（尺y戸numplumaモforme）群

落。構成種はスズメノカ

タビラ，コモチ7 ンネン

グサ，スナゴケ（Rhacom-

itrium canescens）など。

(1980 .1. 20) 



南斜面

南斜面は終日 日射を受け，他の面に比べて乾燥が著

しい。斜面下部は Cladonia属からなる単一の群落で広

範囲に分布する。 直径1C1/t以下の塊にCladonia戸iりrea,

C. po/year戸oides,C. clavulifera地衣類3種が密に混生し

ている。これらの Cladonia属は本来低地の花闘岩地帯

の赤松林など，日当たりのよい地上に群落をつくる耐

乾性に富む穏で、ある。

南と東斜面上部に着生している Cladoniacfavulifera 

について，生塩（1976）は岩国から広島にかけての数

カ所の屋被瓦南斜面で，同種の着生を確認している。

吉村（1974）によると， C.cla四 liferaは日本では，

本州一四国の低地に分布する稀産種で，北米東部と隔

離分布していると記しているが，地衣体が小形で、見す

ごされやすいため，報告例が少ないものと考えられ

る。斜面上部は最も乾燥し全く無植生である（図4）。

西斜面

西斜面は調査時，すでに工事が進捗しており，屋根

上の調査はできなかったが，屋根の裾の部分からの観

察では，東斜面の群落に近似している。

宮脇（1956）は，横浜市保土ケ谷区の民家のかやぶ

き屋根を調査し， CladoniaI震h 地衣類2種， 蘇類6種，

維管束植物11種を報告しているが，保土ヶ谷と杉本寺

の屋根上の共通種は， め仰Wl戸lumaeformeとCladonia

piりreaの2種だけである。

筆者（1976）は，西丹沢，位附の草屋根を調査し，

Hypnumρlumaejorme，ワマスギゴケ （Polytrichumcom-

mune）などを記録したが，杉本寺本堂と同種のめ仰um

plumaモforme が大群落を形成していた。着生環境は多

湿で北斜而のカヤの一部分は腐朽のために下へ落ちこ

豆14 南斜面のかやぶき屋根 （1980.8.6)

んでいた。

Hypnum plumaeformeは本来，山地の日当たりのよい

やや湿った地上，岩上，腐木上などに生育する穏であ

るが，杉本寺本堂と世附では，北 ・東斜面で，カヤ上

をびっしりはうように表面を被覆する。カヤを損傷さ

せる要因として，高革苔類， 地衣類，非維管束植物の着

生と菌類，微生物などの作用が考えられるが，数カ所

の調査だけでは結論を下し難い。

また杉本寺本堂の東斜面上部で Rhacomitriumcanes-

censを確認したが，R.can町censは本来， 開けた明る

い場所の砂質土上や岩上に大きな群落をつくる蘇類で

あることから，東斜面上部と南斜面は，砂上や岩上に

近似した環境と考えられる。

おわりに

かやぶき屋根上に生育する蘇苔，地衣類の種類組成

と生態観察を行った。これらの人為的環境に生育する

蘇苔，地衣類は，屋根の周辺の地形や傾斜方位により

群落の発達や種類組成が異なる。尾根上の群落は地域

によってかなりの変異があると考えられるので，今後

も都市，農村部と分けて比較しながら県内各地のかや

ぶき屋根の調査を進めて行きたい。

参考文献

MlYAWAKI, A.: 1956. Untersuchungen iiber die 

Pflanzengesellschaften auf den Strohdac-

hern. Sci. Rep. of Yokohama National 

Univ., sect.], 5: 16 33 

生塩正義：1676 屋根瓦上に生育する地衣類， 欝苔類

のフロラと生態 山陽女子短期大学研究

紀要 5: 1-19 

北川尚史 ・1976 東大寺金堂（大仏殿〉の屋根上のコ

ケ 古文化財教育研究報告 5:1-5

生出智哉 ：1976 西丹沢水没地区（三保一世附〉の薄

苔類相について 神奈川県立博物館州‘究

報告自然科学 11:37-49 

吉村 j粛： 1974 原色日本地衣植物図鑑保育社

（神奈川県立博物館〉
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デンジソウの群生地

秦野で発見

淳矢守

Discovery of Marsilea quadrifolia L. 

from th巴 Hatanoin Kanagawa 

Prefectur. 

Junichi MORIY A 

1980年10月19!=I，神奈川県植物誌調査会の湘南地区

植物合同調査会が，平草壁市博物館の浜口哲一氏の案内

で， 大秦野一震生湖間で行われた。コース中の秦野市

尾尻宇大上の休耕問中に水生、ンダ、であるデンジソウ

Marsilea quadrifolia LINN の自生地があった。これは

1980年の夏に秦野市の調査を担当している住吉静子さ

んの発見によるものである。

自生地は湿田で，一部には湧水が流れ，うっかり踏

み込もうものなら，靴がズブ、ズ、フやめり込み足のと られ

そうな場所であった。その面積は20～3011｛にわたり，

あたかもクローパーを敷きつめた畑のような見事な群

生地であった。その近くには紅白に色どられたミゾソ

パが群生し，枯れかかったコゴメガヤツリ，カワラス

ガナ，アゼガヤツリ，ヒデリコ，キカシグサなどが見

られた。

先年藤沢市鵠沼藤ケ谷4丁目で，廃棄された水田中

に大群生が発見され，それが宅地造成のために埋立て

られることで話題になったが，現在県下では極めて稀

な存在を示す貴重な水生シダとなっている。筆者の住

む平塚市内でも，かつては各地の湿田中に見られたも

ので，筆者の記録では1953年市内中原下宿での確認を

しているが，その後埋立てられてしまった。

横須賀市博物館大谷茂先生の神奈川県のさto歯植物に
よれば，神奈川では稀少価値となっている貴重な植物

で，Jl¥11碕：登戸（1932）・大島（1939〕，横浜 ．金沢

(1922），横須賀1879，藤沢 ：i鳩沼藤ケ谷4r目（1967
～1971），足柄下郡 ：橘町（1957），小田原：曽我（19

48）の記録があげられている。

文献

大谷茂 1976 神奈川県の羊歯植物（8〕 横須賀市博

物館研究報告，自然科学，22: 18-19 

〔湘南青少年の家〕
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ヴィーチと神奈川植物

小原 敬

English gardener J. G. Veitch and his 

deeds on the flora of Kanagawa 

Takashi OBARA 

2. 江戸および神奈川近郊に生育する主要用材樹

1. Eng・o, s. 〔エゴノキ－S.りraxjaponica SIEB. et 
zucc.〕建築に普通用いる良材。

2. Mo-ku, s. 〔ムクノキ Aρh抑制the aspera 

(THUNB.) PLANCH.〕非常に美材で，硬く紋密な木

理で，鞍や曲物に用いる。

3. Mo-mi, s.〔モミ〕 Abiesfirma.この地区で普

通のマツ科植物で，高さ 120フィートに達し，材は良

質であるが長さは15フィート，普通建築その他に用い

る。

4. To-yo-matsu, s. 〔トヨマツ：ヒメコマツ

Pinus Parvij/ora〕。 この国の普通のマツの一種で，建築

に用いる。

5 It-su-ga,・s.〔ツガ〕 Abie;Tsuga〔Tsugas凶oldiz

CARR.〕材は日本人に非常に黄ばれている。白色の丈

夫な材で，家屋の建築に用いる。

6. Su-gi, or Sun-gi 〔スギ〕 Cヮptomeriajaponi-

ca.一般に日本のツエダーと呼んでいる。骨子園の全域

を通じて普通。材は軽く軟かいが，非常に低廉で最も

広く用いられているものの一つである。

7 Ki-a-ki, s.〔ケヤキ〕 Planeraa印 minata〔Zelk-

ova serrata (THUNB.) MAKINO〕 日本のエノレム。恐

らく 日本で最も美しい材である。rll4-5フィートの

板をしばしば見かける。 材は硬く，非常に丈夫で暗褐

色。木目は美しいが，幾分粗らい。磨きは良く，家屋

の内装，ドア，家具，タンス，漆器に用いる。

8. Kay-a，〔カヤ〕 Cephalotaxusdrupacea〔Torrceya

nucij：仰（L.)SIEB. et zucc.〕主に造船に使用。〔現

在 Cψhalotaxusdrψacea SIEB. et ZUCC. はイヌガヤ

に当てられているが造船用にはカヤ材が用いられてい

る〕

9. A-cang-a・shi,s. 〔アラカシ〕 Qu.ercu.s species 

〔Quevcusacuta THUNB.〕日本のカシの一種ではある

が， この国に一般的なカシではない。材は非常に良質

で高{ii日である。 非常に硬く，強度が大きい。舵，携な

ど船舶用。

10. Shi・rong-a-shi,s. 〔シロカ令シ〕 Quercus speci町

〔臼ercusmyrsinaefol叫 BLUME〕級密な木理の重い

材で No.9 に非常に似て同様の目的に用いられる。

11. Sawara, s.〔サワラ〕Retinispo悶 ρ山fera〔Cha-

mae伸 arispisifera) SIEB. et ZUCC. 

日本のこの地域で普通の樹種であるが巨木にはならな

い。繍，榊，風品桶などを作るのに用いる。

12. Icho〔イチョ ウ〕Salisburiaadi凶n科目。lia〔Ginkgo

biloba L〕樹は巨木になり，非常に美しい装いを身に

つけている。 材は良く磨く ことができる。軽い箱，タ

ンス，机の製造に用いる。

13. Ku-a 〔クワ Marusalba L. J 粗い木理の軽い

材。主に磨いた小形の細工物に用いられる。

14. Sa・wa-ku・ri〔サワクリ〕 Thujaspec凶広くは用

いられていない。 材は軟く軽い。 （不祥穏〉

15. Ku-ro-bi〔クロベ Tl；山ija standishロ（GORD.)

CARR.〕非常に良質のl怪い材。濃色か淡色，家屋内の

壁，天井などの内装に使用。

16. Kir-ri〔キリ〕 Paulo即日aimperial is〔Paulo山nia

tomei;tosa〔THUNB.)STEAD.〕非常に軽い材で日本人

の履物の底に用いられる。

17. Hi-no-ki〔ヒノキ〕 Retinispo叩 obtusa〔Chama-

句•／Jaris obtusa SIEB. et ZUCC.〕日本で最も良質で最

も美しい用材の一つである。 材は非常に高価で，神社

仏閣には一般にこの木材が使用されている。水中や地

中でも良く耐える。船舶も木材で造る。家屋の建築特

に床板に用いられる。材は軽く白色で美しい。

18. Asu-na・ro, s.〔アスナロ〕Thujopsis dolabrata. 

日本で最も美しい樹木の一つ。材は粗でii径い。建築に

用いられる。

19. A-ung-kirvi〔アオギリ〕 Paulowniaspecies〔Fi-

rmia叩 simplex(L.) W. F. WIGHT〕No.16の変種。

〔キリはゴマノハグサ科に属し，アオギリはアオギリ

科の植物で類縁関係はない〕 材質ははなはだ似てい

て，Jf.Jじ用途に用いられる。

20. Cash-y s.〔カシ〕Quercusspecies. 日本のオー

ク。常緑，落葉ともに多くの種がある。樹は巨木にな

る。材は非常に良質で恐らく全世界のいろいろなカ
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シと同じである。 大きな強度を必要とする総ての用途

に用いられる。日本の刀ftlljの柄は 主にカシで作られ

る。

21. Ging-d i-su-gi, s.〔ジンダイスギ ？〕Thuya

species lj酌、材，家内工作物に用いられる〔種名不詳〕

22. Mee, s.〔ウメ Prunusmume SIEB. et ZCCU.〕

良質の材で非常に重く硬い。磨くと美しくなる。美鹿

な箱，飾り棚などを作るに選ばれる材の一つである。

23. Hi-ba〔ヒパ〕Retinisporaspecies No. 17の近縁

種， 主に建築に用いられる。

24. Mo-mo, s.〔モモ Prunuspersica (L.) BATSCH.〕

重く丈夫な材磨くと美しく箱物や飾 り棚 な どに用い

る。

25. Kat-su-ra, s.〔カツラ Cercidiphyllumyapomca 

SIEB. et ZUCC.〕美しい材で，飽をかけるとちょう

ど絹様の外観を呈し，木理美しく， H音禍色，重量は中

程度である。美しい精巧な細工に最も良い材の一つで

あると日本人が考えていて，非常に珍重されている。

26. Ho〔ホオノキ Magnolia obovata THUNB.〕ii[

い白色の材，日本刀の輸は総てこの材で作られる。

27. Shi-ra-bi〔シラベ〕 AbiesVeitchii LINDL.〕軽

い白色の材。建築に用いる。

28. Y a-ma-na-ra-shi〔ヤマナラシ Popul山 Siebo-

ldii MIQUEL〕下駄と刀の柄などに用いる。

29. Ka-ki, Diospyros kaki 非常に広汎には用いら

れていない。材は硬く，幾分脆い。風雨に曝すと堪え

られない。

30. Mats-u, s. Pinus densiflora and Masso-niana 

〔アカマツPinusdensif/o,-a SIEB. et ZUCC. andクロマ

ッPinusthunbergii PARLAT.〕この国の普通のマツで

ある。枯Iは大きく育つ。 材は大きく良質。並木や総て

目立つ場所にこれらの樹を植える日木人に高く評価さ

れている。マツはヨーロッパの小板（deal）にあた

る。樹脂もそれらから製造される。

31. Kats-u no-ki〔カツノキ，ヌルデ Rhusyavan-

ica L. ？〕余り重要でない用材樹。箸や小物を作るの
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に用いられる。

32. Na-ra 〔ナラ，コナラ，Quercusaliena BLUME] 

小形の箱を製す。

33. Ku rong-no一ki〔クロノキ ？〕材はほとんど

黒色をしていて黒使によく似ている。日本では非常に

稀れで， 良質の漆塗りの椀などに用いられる 〔樹種不

詳〕

34. Sing-y 〔シンジュ，ニハウノレシ Ailanthusaltis・

sima SWINGLE.？〕建築や雑用に普通使用される。

35. Y a-na-ny〔ヤナギ Salixs戸ー〕余り利用官Iii値の

ない普通の材。

36. Momids-y〔モミジ〕 Acerspeci目． 日本のマ－

70ノレ。1:1;;fζのカエデには変わった種類が多い。この国

では材は余り用いられていない。樹は主に装飾用に値

栽されている。

上記のものは主要用材樹のリストである。全体とし

て日本の用材は諸外国のものと異なってはいないと考

える。それは非常に豊富で安価である。それらの樹種

のほとんどのものは英国でも良く生育するであろう。

記号 〔S）は日本とそれに近い島々でのみ見受けら

れるものである。

〔追記〕

最近本篇で取扱っているグィーチと彼が来日してい

た当時の英国公使オーノレコックに関する著書が発行さ

れたので紹介しておく。

春山行夫： 1980 花の文化史一花の歴史をつく った人

々ー講談社。東京。

英国チェノレシーの種苗商グィ チ家の活躍， J. G. 

グィーチおよび彼の長子で1892年に来日した J.H. 

グィーチの事肢も詳しく述べてある

増田 毅 ：1980 幕末期の英国人－R. オー／レコ ック

覚書。有斐閣，東京。

オーノレコックを中心に幕末期における日英両国間の

カルチュア・ショ ックを解明している。

（平和学園茅ケ崎市〕
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葉山層群模式地の現状 （2)

平田大ニ

Present state of typ巴localities,the Hayama Group (2) 

Daiji HIRATA 

前回筆者（1980）は，葉山層群最下部の森戸硬質泥 (1968）の戸線山砂岩泥岩層および大沢磯岩層のー

岩層模式地の現状について報告した。今回は，森戸艇 部を含んだものに相当する。本累層の模式地は葉山町

質泥岩層の上位に重なる鐙摺砂岩泥岩互層と，さらに 鐙摺海岸である。その分布は，模式地の鐙摺海岸から

その上位の大山凝灰質砂岩層の模式地の現状について 葉山町大沢 ・同町上山口にかけての地域と，横須賀市

報告する。なお，地層名 ・模式地 ・分布については， 秋谷ーから岡市野比にかけての地域に拡が っている。

三梨（1968），三梨 ・矢11府（1968〕の葉山居群の層相 模式地の鐙摺海岸は，昭和47年に逗子市浄水管理セ

区分（木村1968未公表， の資料を提示〉に従った。 ンター建設のため大部分が埋め立てられ，現在わずか

長さ5011!ほどしか残されていない。したがって，本累

A.鐙摺砂岩泥岩互層 層の露頭も浄水管理センター防波堤の下や，葉山港の

鐙痢砂岩泥岩互層は凝灰質砂岩と泥岩の互層で特徴 防波堤沿いに岩礁としてわずかに露出しているにすぎ

づけられ， 1966年木村政昭によ り命名された。本累層 ない。

は，小島（1954）の旗立山砂岩頁岩層，渡部 ・ほか 浄水管理センター防波堤の下に露出する岩相は，灰

葉山層群模式地の位

置
Loe 1 

森戸硬質泥岩層
Loe 2 

鐙摺砂岩泥岩互層
Loe 3 

大山凝灰質砂岩層
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図2 逗子市浄水管浬センター建設前の鐙J羽海岸1968.2. 22.松島義章氏撮影

図3 現在の鐙摺海岸 1980. 11.7 

褐色をした厚さ 11llほどの凝灰質中粒～粗粒砂岩と，

厚さ20cmほどの泥岩との互層である。砂岩層中には炭

化物の薄層j享さ 1cmがはさまれるほか，最大径50cmほ

どもあるノジューノレが含まれる層準もある。走向傾斜

はN38。W58°S Wを示すこともあるが，断片的な露頭

のため，この地域での一般的走向傾斜を測定するのは

困難である。一方，海岸をはさんだ葉山港の防波堤沿

いに露出する本累層も，凝灰質中粒～粗粒砂岩と泥岩

との互層が主であるが， pebble大の古期岩類の磯を含

む磯層厚さ50cm土がはさまれる。走向はN35。～40°W

で，傾斜は垂直に近くなる。泥岩層のラミナの発達

や，磯岩庖の級化構造から， 地層の上下関係はNE方

向が上位であることがわかる。

64 

現在の露頭の状況は，小さな岩礁しか残っおらず，

観察には干潮時が適当である。

なお，逗子市浄水管理センター敷地内と鐙摺の切通

しには，葉山層群と三浦層群との不整合関係を示す鐙

摺（田越JiI）不整合の露頭が，天然記念物（神奈川

県，昭和52年指定〉として保存されている。

B.大山凝灰質砂岩層

大山凝灰質砂岩層は，塊状の凝灰質砂岩で特徴づけ

られ，小島（1954）により命名された地層ではある

が， 三梨 ・矢崎（1968）らは本累層を再定義して，小

島（1954）の大山凝灰質砂岩層に大沢砂磯岩層（小島

・1954〕の一部を含めた地層を，大山凝灰質砂岩層と



区［4 葉山町大山付近の森戸川，

図1のA地点

区［5 葉山町大山こがね橋付近の

大山凝灰質砂岩層，図1の

B地点、

した。模式地は，葉山JUT大山付近の森戸川沿いである 岩層中には最大径1cmほどのパミスを多く含む部分が

（図1）。分布は，葉山間I大山から同町木古庭にかけ ある。走向倣斜は一般に， N20°～30°W65°～75°NE

て拡がる。本累層はまた，渡部・ほか（1968）の大沢 を示す。

磯岩層と大山砂岩層をあわせた地層に対比される。

模式地である葉山町大山付近の森戸川は，最近の河

川整備による護岸工事で，コンクリートブロックの堤

防が築かれた。 そのため，川床の大山凝灰質砂岩層の 参考文献

露頭はわずかしか残されていない（図1・A地点，図 三梨昂・矢崎清貫 1968 日本油田 ・ガス田図6'

4）。しかし，A地点より約2501/lほど南にあるこが 三浦半島，地質調査所。

ね橋の付近には，道路にそヮて約100mほど断続的に ※他の文献は下記参照

露頭が存在し，観察することができる（図1・B地 平田大二 1980 葉山層群模式地の現状（1），神奈川自

点，区15）。岩相は，塊状の凝灰質中粒砂岩を主とす

るが，まれに泥岩の厚さ15Cmほどの薄層をはさむ。砂

然誌， 1 49-50. 

（神奈川県立博物館〕
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山北町東電山北発電所

対岸の逆断層

Reverse Fault seen on the opposite 

bank of Toden-Yamakita Water 

Power Plant 

lsamu IMANAGA 

今永 勇

2: 66, Feb. 1981 

層およびその上の褐色火山灰層が無いかあっても極

くわずか（露頭が無く確認できない〉である。下盤側

は，河床から約5叫の高さまで日向凝灰質砂岩泥岩層

があり，その傾斜は断層近くで60°Wを示す。その上

に傾斜不整合に厚さ約311!の段丘磯層が水平に堆積し

ている。この磯層は大磯～巨際の亜円磯で基質は細

磯，機種は丹沢山地起源の緑色凝灰岩類と石英関緑岩

で石英閃緑岩に大きなものが多く最大長径約6QC1llであ

る。磯のインブリケート構造は西から東への ”流れ”

を示すが富士山起源の磯は皆無である。磯層の上にス

コリア層を挟む褐色火山灰層が乗り河床から約2511!続

く。下盤側も上盤側も共に最上部に黒色スコリアから

なる御殿場泥流堆積物が平行不整合に乗っている。断

フィリピン海プレートに乗った伊豆が南東からやっ 層を挟んで瀬戸線岩層が西から東へ，日向凝灰質砂岩

て来て本州プレートに衝突して押し合っているところ 泥岩層及び段丘磯居と褐色火山灰層の上に乗り上げて

が伊豆半島の付け根の地域であると言われる。そして いて，断層のズレの落差は1571!はあると思われる。し

衝突とか押し合いの応力が駿河磯層を切るKs断層（町 かし御殿場泥流の堆積面である段丘の表面には断層に

回・他1975）など幾つかの断層を生じたと される。と よる地形的食い違いは見られない，また断層の延長方

こに示す断層もそのような地域に発達した断層の 1つ 向の地形には断層に横ずれ成分があった証拠は見あた

で，山北駅西方l伽東電山北発電所の対岸に見られ， らない。このようなことからこの断層は褐色火山灰層

山崎稲雄（1971）によって段丘磯層を切るN30°E60°W 堆積後，御殿場泥流堆積前にできた Ks断層と同系統

の逆断層と記述されたものである。筆者の観察によれ の断層であると考えられる。

ば， この断層は足柄層群最下位層の日向凝灰質砂岩泥 文 献

岩層とその上位層の瀬戸磯岩層の境界に沿ってズレた II汀田洋・松島義主主 ・今永勇 1975 富士山東麓駿河

傾斜移動J断層である。 断層の走向，傾斜はN37。E,56° 小山付近の第四系第四紀研究 14, 77-89 

W, 1cm1I扇程度の断層粘土を挟み，断層面はなめらか 山崎稲雄 1971 山北から酒水の滝へ神奈川県地

で条線は認められない。上盤側は， 瀬戸磯岩胞が酒匂 学のガイド 67ー72

川の川床から約20mの高さまであり，その上に段丘磯 （神奈川県立博物館〉
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逆断層の露頭（位置は上図のX

印〕，左側が下盤，右側が上盤
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横浜南西部・戸塚区岡津町の下末吉層相当層

より産出した貝化石について

松島義章

Molluscan fossils from the late Pleistoc巴nedeposits 

in the southw巴stpart of Yokohama 

Y oshiaki MATSUSHIMA 

1 はじめに

最近，横浜市南西部の相撲鉄道いずみ野線治線に

は，大規模な宅地造成工事が急激に進められており，

新しい露頭が次々に出現しては消滅している。ここに

報告する露頭は，緑園都市駅周辺の戸塚区岡津町でお

こなわれている造成工事で昭和55年3月頃から現われ

たものであり，上総層群の泥岩層を不整合に被って発

達するもので，主に海成洪積層で、ある。本層は貝化石

や木片を豊富に含む未固結の砂j勝層であり，上部に介

在するテフラから下末吉層に対比される。工事完了後

は再びこの地域を調査できる可能性がないと思われる

ので，ここに露頭の観察と採集した貝化石について記

述し，さらにこれに関連する問題点について若干ふれ

てみる。これがこの地域の後期更新世M究のー資料と

なれば幸である。

2 露頭の位置と地質概要

調査した地点を｜玄llに示す。この地点は緑園都市駅

から南へ約500m離れたところにあたる。この付近は

｜孟ll 調査地点

〔×印・ 横浜

市戸塚区岡津

PIT)0 
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まだ開析があまり進んでいない丘陵地で，海抜60明前

後の高さにある。地形面は町田（1973）の第8図から

判読すると，横浜南西部に広く発達する港南面の分布

範囲に入ると考えられる。しかし，今回の調査で海成

層を直接に被うテフラ（Kip6～8）から，この付近

の一部は下末吉国であることが明らかになった。この

点は秦野一横浜線〈町田，1973）の向斜軸北翼が南翼

と同様にかなり念、な北上りであることを示しているこ

とが判った。

造成工事により出現した連続露頭の総合地質柱状図

を図2に示す。この付近の基盤をなす上総層群は，泥

岩層からなり海抜34.0mまでみられる。泥岩層を平行

不整合に被って発達する洪積層は，貝化石や炭化した

材木片を含む淘汰の悪い海成層と，その上に数枚のテ

フラを介在する河口成ないし沼沢地性堆積物とからな

る。それより上伎の地層はすでに工事のため削り取ら

れていてわからない。

調査した洪積層の層厚は，海抜34から51mまでの

17叫である。このうち海成屈は貝類化石や生痕化石の

含まれること，層中目の変化などからみて不整合商から

海抜46.5叫までと考えられる。それより上位は泥炭層

や腐植物を多量に含み葉理の発達する泥層と納砂層の

互層からなり，それらは河口ないし沼沢地性堆積物で

あろう。さらに本層中には厚さ20～50Clllの明瞭な4枚

の11径石層が介在する。これらの軽石層は下位から上位

にKlp6, Klp7, Kip 8，テフラであることがIHT田洋

氏により確認された。したがっこのテフラ群は吉沢ロ

ーム下部の軽石群であり，このテフラに被われた海成

層は下末吉層に対比される。ヌjs;層は地理的位置からみ

て相模湾側に形成された下末吉期の内湾の北東限に分

布する海成層である（関東第四紀研究会，1974）。こ

の下末吉層相当層は最下部と中部に厚さ約21llの砂質

シノレトをみるが，全体的には古期岩磯や軽石磯，貝化

石や炭化した木片などを雑多に含み，分級度も慈、い粗

砂からなる。ここでは，上下二枚のシノレ卜層LMとU

Mとによって挟まれる厚さ 4加の灰褐色の粗砂層を

~2 
EZJ3 

地質柱状図
l：パミス及びスコリア， 2：シノレト及び砂
質シノレト， 3：粗砂，4・古期岩磯及び軽石磯，
5：泥と腐植物， 6：クノレミ及び材木片， 7：貝
化石， 8：サンドパイフ。状の生痕化石，9：基
盤岩（上総層群の泥岩〉，A～F：貝化石を採
集した麿準， Kip 6～8・示標テフラ， LM: 
下末吉層相当層の下部泥層，LS：同下部砂層，
u M ：向上部泥層， US：同上部砂層，FD: 
同沼沢地成堆積物。
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図3

基盤の上総

層群 の泥岩

(K）を不整合

に被う下末吉

層相当層の下

部泥層（L

M）。基底部に

は古期岩礁や

軽石磯を多く

含む。

図4

下部砂層

(LS）のB層

準中にみられ

るシオ フキ

(M），サトウ

ガイ（A），マ

ガキ（0）。

下部砂層LS，上部、ンノレト層UMより上位の厚さ 4.5 主にハイガイ，マガキ，オキシジミなどの二枚貝が目

mの茶褐色をした粗砂層を上部砂層USとよぶ。 立ち，いずれも両殻がそろい保存もよい。共産するサ

3 貝化石の産状 ンドパイフ。状の生痕化石の状態からみて現地性堆積を

貝化石は暗青色を帯びた下部シノレト層上部（海抜35 示す。下部砂層中の貝類は，両殻の合わさった個体が

m）から暗緑色をした上部砂層上部（海抜45.5m〕に 少なく， 比較的大きな殻がそろい，しかも破損した殻

かけて含まれる。このうち上下シノレ 卜層中の貝類は， もみられること，炭化木片や古期岩磯などと一緒に産
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図5 上部泥層〔UM）のC層準中に点在するハイ

ガイ（A），イボウミニナ（B），へナタリ（C）。
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することからみて，生息域からやや離れた場所へは

き寄せられて堆積したものと考えられる。一方上部砂

層中のものは貝殻が解けて castとして点在する。そ

れらはいずれも問殻のそろった個体がみられ自生堆積

によるものといえる。

今回の調査で、は下部泥層の上部（A地点〉，下部砂

層（B地点〉，上部シノレト層の下部〔C地点〉の 3層準

から殻の保存のよい貝化石を採集した。なお，上部シ

ノレト層上部のD地点，上部砂層中のE, F 地点では，

貝殻がすべて解けていて保存が悪く ，採集不可能なた

め露頭観察から貝の種類を判定した。 明らかになった

種はオキシジミ，ヒメシラトリ，イボウミニナ，カワ

アイである。

貝化石採集方法としては露頭で保存の良いものを無

作為に採集したサンプ／レと，貝殻を含む堆積物（約2

f!,)をl酬 2目の節で水洗し，残った貝化石とを合せ

て，種類と個体数を求めた。貝殻が破損されていたり

保存のあまり良くない個体もかなりあり，そのため計

数には殻頂を含めて殻の 1/2以上ある個体を基準とし

た。

3層準から採集し同定できた貝化石は，巻貝23種，

二枚貝19種の合計42種である〔表 1）。

明らかになった42種に現生種の生態的特徴をてはめ

て検討してみると， 地理的な分布からほとんどが暖流

図6

古期岩礁を

多量に含む上

部砂層（US),

貝殻が解けて

castとして，有、

在する。



表1 横浜市戸塚区岡津町下末吉膚相当層産の貝化石リスト

StratigraphLC 
Horizons 

Horizontal Vertical 

Sp包cies na皿es
ranoe . Habitat Jaoanese names 
b distributrnn • r 

A B C 

GASTROPODA 

Pa十eI loldla CCh1azacrnea) pygmaea !ampanlcola 
(Habel r r 31 -41 

Umbon I urn C Such I urn) mon I 11 feru巾（1.amerck) τ 25 42 

Lune I I a coronaすa(Gmel In) r 31 -41 

Pie十onerI十Inaoualanlensls (Lesson) r r 0 -34 

Phos i ne I I a sp. r 

Asslmlnea I u十eajaponlca v.Ma「十ens r 31 -39 

Angustasslmlnea sp. r r r 

Pseudo I io十laastersca (Gould) -35 

Ba十IIlaria mul十lformls (Llschke) r c 14 46 

B. zonal Is CBrugulere) a a va 0 -41 

Cer l十hI de'ops I I I a c I ngu I a十aCGmel in) c r 0 -39 

AusすraI aba pl c十aCA.Adams) c r 35 

Dlffalaba vi十rea(Sowe「by) r 33 -38 

Cl a十hrofene I I a re十！cula十a<Adams) c . c a 277-35 

Zafra puml la !Dunker) r r 22 -39 

Ml十rella CM.) bl cineすa(Gou Id) r 0 -41 

Hlnla fesすlva CPowysl r 巴 21 -42 

Odos十omladeslmana Oal・I & Bartsch 玄 r 33 -39 

Turbor¥i I laCDunkerlal shlgeyasul Yokoyama c c a 34 -35 

Turbonl I la sp. 

Rlnglcula dol larls Gould r 31 -42 

、 Ac十eoclnaCDldon十ogIossa) koyasens Is (Yokoyama) r 34 

Decor I fer ma十uslmana<Nomura) 

PELECYPODA 

, Anadara CScapha「calsatowl Dunker 

A. (5.) subcrena十aCllschkel 

A. CTegllla「calgranosa (Linne) 

Anomla chlnensls Phi I lppl 

Crassostrea g I gas <Thunberg l 

Trapez I um ( neo十rapezI um) I l「a十um<Reeve) 

Pl I luclna CP.) plsldlum !Dunker) 

Mere十rlxlusorla CR邑dIng) 

_/ Cycl Ina slnensls CGmel In) 

Tapes <Rud 1十apes)japon I ca !Deshayes) 

Mac十「aCM.) venerl form Is Reeve 

Theo「aI 8十a<Hinds) 

Arcopagla CMerlscal dlaphana !Deshayes) 

Macoma lncongrua (v.Martensl 

Fa bu I Ina cf. n l十ldulaCDunke「）

F. ml nu十aCllschkel 

r 31 -39 

” c r 31 -39 

” r c r 26 40 

a” r a” 0 - 24 

r r 23 -42 

a” c” c” 23 -43 

c” r - 23 -36 

r - - 22 42 

” r a r 31 39 

a" r” r” 31 -41 

言 r 25 -45 

” a va c 25 -39 

玄 31 -42 

” r r r 31 -34 

玄 31 44 

r r 0 -37 

r r r 32 -39 

F. CMoerel lal peltalhoensls (Grabau & King）笠宮 33 -35 

So I en strl ctus Gou Id r r 31 -42 

ドlyaarena「la oonoga I Mak I ya ma r - r 31 -71 

NO R Tsubomigai 

NO-I Ibokisago 

NO R Sugai 

NO Z Himekanokogai 

NO S,mS,sM Kawazanshyogai 

NO-I £5 Shiragiku 

NO R,S,mS Uminina 

NO R,S,mS Ibo＼皿inina

NO S,M Benatari 

NI Al Shi且ahamatsubo

NI Al Barihamatsubo 

NI S,M Ogasawaramotsubo 

NO-I R,gS NominLna 

NO-I R’s Mugign 

NO G,S Aramushirogai 

NO fS Kuchikiremodokigai 

NO-I mS Kamomei tokak色giri

Nl-3 S,mS,aM Mameu玄aahima

NO I M Kpyasutsuzuragai 

NO-I sM,mS Matsushimakom巴tsubugai

NI fS,sM Satougai 

NO-I mS,sM Sarubou 

NO M Baigai 

No I R,gR,shS Na皿imagashiwagai

NO R, shS Magaki 

NO R, sh Unenashitomayagai 

NO-I S, mS, sM Uminohanagai 

NO-I S,mS Bamaguri 

NO mS,aM Okishij i皿i

NO-I S,ms Asari 

NO mS Shiohuki 

NI M Shizukugai 

NO M Ichyoshiratori 

NO-I M Bimeshiratori 

NI Sakuragai 

NI mS,sM Usuzakuragn 

NO mS,M Yuushiogai 

NO I mS Mategai 

NO-I sM Oonogai 

Frequency va : very abundant 51 + spp・， a: abundant 15 to 50spp., c : co田non5 to 14spp., r : rare I to 4spp .. 
Bonzontal四時e: latitude by degree, Pacific side of Jap岨（Kurodn四 dBabe, 1952). 

Vertical distnbut10n. NO : tidal (intertidal) zone, NI : euneritic zone, fr四 lowtide mark to 20-30m deep, 

N2 : 盟国oneriticzone, f吉田 20-30皿 to50-60m, NJ : subneritic zone, from 50-60皿 to100ーI20m (Ov師 a.

1973). 

Habitat ・ Al: on algae, fS : fine sand bottom, gS : gravelly sand bottom, M : mud botto団， ms: muddy sand bottom，、

R : rocky bottom, S : sand bottom, sh : shell, shS : attatched on shell, sM : sandy mud bottom, Z : zostera 

zone (Oyama, 1973). 

”： most of the dividuals were found as intact valves. 



表2 横浜市戸塚区岡津町， 下末吉層相当層のA, B, C層準における貝化石産出状態

NO N0-1 ~11- ワ

(tidal zone species) (shallow sea species) 

soft hard soft hard soft hard Habitat 
Total 

bottom bottom bottom bottom bottom bottom uncertain 

c 7 ゐ II 5 3 32 

(sandy silt) (22%) (I 3%) (34%) (3%) (I 6%) (3%) (9%) ( 100%) 

B JO 5 6 3 4 30 

(granule sand) (34%) (17%) (20%) ( 10%) (13%) (3%) (3%) ( 100%〕

A 9 5 9 4 2 2 32 

(sandy silt) (28%) (16%) (28%) ( 13%) (6%) (6%) ( 100%) 

soft bottom : sand and mud, hard bottom : rock-gravel, on algae, attached on shell etc .. 
A : lower mud bed, B ・lowersand bed and C : upper mud beJ. 

系内湾性種で占められ， 典形的な寒流種は みら れな

い。 42種の中で現在の南関東には生息していないハイ

ガイ，ヒメカノ コガイを除くと，すべて相模湾沿岸に

分布する種類である。各層準において潮間帯（NO)

から汀線下lOm前後（NI）の砂泥底に生息する種は，

下部泥層では全体の55%，下部砂層では54%，上部泥

層では56%を占め優勢であり ，産出個体数も多い。 一

方，水深2511!以深（NI～〉に生息する穏とか，岩礁；ゃ

岩機底に生息する種は，各層準とも若干の差があるに

せよ20%前後となる。しかし個体数をみるといずれの

種とも極く少量にすぎない。したがって，ここで産出

した貝化石は，堆積相と貝類の示す深度や生息場所と

がかなり対応した産状とな り，比較的安定した内湾の

環境のもとで堆積した地層であることを示唆する。

4 貝類群集の消長と環境の変化

各層準における特徴種の産出頻度を図7に示す。こ

の図からここの貝類群は2つの貝類群集から構成さ

れていることが読みとれる。すなわちマガキ，ウネナ

シトマヤガイ，ハイガイ，オキシジミ， ワミニナ類，

カワアイを主体とする群集 （A群集とよぶ〉と，サノレ

ボウ，ハマグリ， シオフキ，イボキサゴ，アラムシロ

などの貝類で特徴づけられる群集（B群集とよぶ〉で

ある。両群集とも干潟の発達する内湾の潮間帯に生息

するが，特に，A群集は湾奥部の泥質底， B群集は砂

質底によく分布する（松島 ・大嶋， 1974）。

各層準ごとに検討すると，下部、ンノレ ト層ではA群集

とB群集との混合群集となるが，前者の方が優勢で，

より泥質底の干潟が拡がり，マガキ，ハイガイ，オキ

シジミなどの貝類にとって好適な環境であったことを

示す。上位の下部砂層になると，両新：集による混合群

集であるが，下位とは逆にB群集が優勢となる。I尼質

な干潟からハマグリ，シオフキ，イボキサゴの生息し

易い砂地の発達する海岸に変っていたことを物語る。

また，本層中には硬砂岩やチャートの磯， 軽石磯，木

片など粒度の粗い物質が多量に含まれることから，海

水の動きがかなり大きい環境であったことを示唆す

る。その上の上部シノレ ト層では，これまでと同様にA・

B両群集の混合群集であるが，再びA群集の方が優勢

となり ，再度，泥地の発達する干潟lこ変っていったこ

とを示す。しかし上部、ンノレト層堆積の中ごろで，これ

まで生息していた貝類が急減し，わずかにオキシジ

ミ，イボウミニナ， カワアイ， ヒメシラトリなどの貝

類だけとなる。この原因は今のところ何によるものか

十分に資料が得られず，明らかでない。さらに，上部

砂層ではこれら生き残りの貝類からなるA群集が細々

と生息する。この砂質の干潟も古期岩礁が多く堆積す

るようになって，湿地性堆積物と Kipテフラがその上

を被う。以上明らかになった群集の垂直方向への変化

は， 大きく把握すると下位から上位に向かつてA群集

→B群集→A群集に変っていることを示す。これは縄

文海進で明らかになった内湾の湾奥部における垂直方

向の貝類群集の変遷（松島，1979）と一致する。 すな

わち，下位のA群集は，海進初期から前期にかけて形

成された干潟に生息した群集であり，中位のB群集は

海進最高期における群集，上位のA群集は最高期以降

の海退期にみられた群集である。したがって， 明らか

になった群集の変化は，下末吉海進に伴う相模湾側に

形成された内湾 （古相模湾〉の北東湾奥部における環
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下末吉期の古相模湾の環境を知る資料として，先に

筆者らは藤沢北方の下末吉層相当層から産出した只化

石について報告した（松島 ・秋本，1978）。 この藤沢

北方の貝類群集は，上部浅i海帯（Nl）から中浅海帯（N

2）の砂泥底に分布するものであった。この地点は岡

ほか（1980）の描いた古相模湾の央部に位置するo一
方今回調査した地点は前述のようにこの湾の北東岸に

位置する。したがって明らかになった貝類群集は，古

相模湾の湾奥部の干潟に生息する群集であり ，藤沢北

方の群集がその沖合に生息していた群集であることが

判り，古相模湾の古環境を貝類群集から明らかにする

うえで関連ずけられた。

境の変化を現わしている。さらにこの湾奥部が離水し

たのは，Kip6テフラの降下直前ということであり，

Klp6のフィ yション ・トラク年代が128,000土11,000

F年前（I町田・鈴木， 1971）であることから，約13万

年前にはこの地域が，陸化したことを示す。この点は

近接する戸塚区汲沢の露頭（町田， 1971）によく似て

いる。 町田（1971）によれば，下末吉面が陸化した時

期は，Klplテフラ直下からKipl3テフラ直下におよび

かなり I協があるが，その中でも Klp6, 7位の時期に

相当広い地域の陸化したことが確認されている。今回

調査した露頭は Klp6の直下で降水している ことか

ら，この点を支持する資料のーっとなった。
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5 まと め

(1）横浜南西部の戸塚区岡津町で上総層群を不整合

に被う洪積層は，その上部に介在する Klp6～8テフ

ラによって下末吉層相当層であることが判った。

(2）下末吉層相当層の離水は，Klp6テフラ直下で

あることから，約13万年前であり，横浜南西部で明ら

かにされている下末吉面の陸化した時期と一致する。

(3）調査地域はこれまで港南面と考えられていた

が，今回の下末吉層相当層の確認で，一部は下末吉面

であるこ とが判った。本地域の南側を通る秦野 横浜

線の向斜軸北翼も南翼と同様にかなり急な北上りを示

す。

(4) 下末吉層相当層から産出した貝化石は，暖流系

内湾性種からなり，その貝類群集は下部から上部に向

かつて層相の変化に対応して，湾奥部潮間帯の泥質底

の群集（A群集〉から砂質底の群集 （B群集〉さらに

再び泥質底のA群集に変っている。これは下末吉海進

における古相模湾の湾奥部北東岸の環境変遷を示し，

この地域が海進初期から前期にかけて泥質底の干潟で

あり，海進最高期には砂質底の海岸へ変り，その後の

海退期には再び泥質底の干潟に変ったことが明らかに

なった。

謝辞本稿をまとめるにあたり，テフラについて御

教示，御助言をいただいた東京都立大学理学部の町田

洋助教授，フジツボ化石の鑑定・生態などについて御

教示いただいた東京大学理学部の山口寿之博士，露頭

の情報を寄せていただいたサンコーコンサルタン ト株

式会社の土屋義彰氏に深く感謝いたします。
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図版1 砂層（LS)B層準，5：ハマグリ（M eretrix lusoria) 

横浜市戸塚区岡津町，下末吉相当層産の貝化石（す 下部砂層（LS)B層準，6：イチョ ウシラトリ（A-

べて原寸大〉 rcopagia diaphana）下部泥層（LM)A層準， 7：ヒメ

l, 2：サトワガイ （Anadarasato山〉下部砂層（LS) シラトリ （Macomaincongrua）上部泥層（UM) C層

B層準， 3,4：サノレボウ （Anadara subc吋nata) 下部 準，8・イボキサゴ（U1帥 oniummoniliferum）下部砂

砂層（LS)B層準， 5, 6：ハイガイ (Anadara gra- 層（LS)B層準， 9：シラギク（Pseudoliotia astersca) 

nosa），下部泥層（LM)A層準， 7：マガキ （Grasso「 上部泥層cuM〕C層準， 10：ウミニナ (Batillaria 
strea gigas), 下部泥層（LM)A層準，8：ナミマガ mulutijormis）上部泥層（UM)C層準，11：イボワミニ

シワ （Anomiachin則的下部砂層（LM)B層準。 ナ（Batillaria zonalis）下部泥層（LM)A層準， 12: 

図版2 へナクリ （Critideopsillacingulata） 下部泥層（LM)

横浜市戸塚区岡津町，下末吉本目当産の貝化石（1～ A層準， 13：シマハマツボ（Australabaρicta）上部泥

8. 10～12, 14, 15は原寸大， 9.12は2倍〕 層（UM)C層準， 14・アラムシロガイ （Hiniafestiva) 

1, 2：オキシジミ （Cyclinasinen川〕 下部泥層（LM) 下部砂層（LS)B層準，15：ワミニナに付着するサラ

A層準， 3, 4：シオフキ（Mactra uenerijormis）下部 サフジツボ （Balanus reticu lat a）下部砂層（LS〕B層準
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図版 1 
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図版 2 
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真鶴軽石流堆積物に

見られる捕獲団塊

袴田和夫

Preliminary note on Manazuru 

Pumice Flow deposit 

Kazuo HAKAMAT A 

箱根火山の南東部に位置する真鶴半島一帯は，箱根

起源のテフラの主要分布域から外れているものの，古

期外輪山活動期の末期から新期外輪山活動期初期にか

けてのテフラが何枚も重なっている。特に真鶴軽石

(TAu-12）は厚さ 4～ 5＂＇のデイサイト質降下軽石 屈

で，真偽半島を構成する溶岩流の噴出時期を決める上

で重要なものである（久野 1952，町田ほか1974）。

ここで真鶴軽石流堆積物と呼ぶものは，真鶴軽石層

の上位に30cmほどのローム層を挟んで位置する。本屈

は箱根火山南東部に広がっていると推定されるが，そ

の後の厚いテフラに覆われて露頭は少ない。真鶴駅周

辺での観察では，厚さ 2＂＇ほどで直径最大 lOcmの軽石

とその細紛，黒ょう石片，古期外輪山溶岩片とからな

る。軽石は伸長した気泡をもち有色鉱物は少ない。

この軽石流堆積物で特筆すべきことは，中部から下

部に粗粒の軽石の密集した団塊を含んでいることであ

る（写真1）。団塊の直径は 1間前後のものが多く，

輪郭は不規則で，軽石流の流動停止直前にで‘きたと恩

われる割れ目も所々で見られる。団塊中の軽石は分級

が良好で，降下軽石堆積物の様相を呈し，軽石流の流

下に伴なってとり込んだものである。

この団塊中の軽石は，下位の真鶴軽石と鉱物組成の

点で似ているものの，粒度組成は真鶴11径石よりも細か

く，真鶴軽石層に見られる噴火単位ごとの層状構造も

見られない。

物の噴出があったことを示している。このI傘下物の本

体が団塊としてと り込まれている降下軽石である可能

性が強い。多分，先駆としての降下軽石の分布域とI経

石流の分布J戒が異ーなることによるものであろう。

軽石流の流動機構や軽石塊の捕獲場所を考える上で

興味があるとともに，木軽石流の流出が箱根火山の発

達史を論ずる上でも重要と思われるので， ここに略報

するものである。
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久里子久 1952 7万5千分の 1地質図版「熱海」お

よび同説明書，地質調査所， 東京
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関東における第四紀中期のテフラの対比と

それに基づく編年，地学雑誌， 83:302-
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（大涌谷自然科学館〕

軽石流堆積物の最下部には，厚さ 2～3側ほどの降 写真真鶴駅裏に露出する捕獲団塊の害ljれ目に軽石流

下火山砂があり，軽石流の流出直前に先駆となる降F の納l紛が入り こんでいる。
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｜編集後記 ｜ 本誌は附年に文部省の博物館活動事業の一環として創

刊されたもので，本年度も引き続き助成をうけ，ここに第2号の出版ができたこ

とを嬉しく思います。編集委員も県内博物館関係者には昨年度と同じ方々にお願

いましたが，心よくお引き受け下さり，編集にご協力を賜わりました。数次にわ

たる話合いの結果は，神奈川県の自然に関する論説，資料の分布調査，収集， 分

類，目録，解説，研究史などの内容を中心に掲載することになりました。

今までにこのような内容の冊子がありませんでしたので，最初戸惑いましたが，

編集委員のご協力で，ユニークな自然誌資料のスタイノレができあがりつつありま

す。このような自然誌資料の内容の蓄積が，やがて神奈川自然史編さんの礎石と

なり得るものと信じます。この資料は県内の博物館，図書館，研究会を中心に配

布しています。ご覧になってご意見ご希望がありましたら，県立博物館までお寄

せ下さい。

編集委員

袴田和夫（大涌谷自然科学館〉

浜口哲一（平塚市博物館）

林 公義（横須賀市博物館〉

堀 治（横浜市野毛山動物園〕

今永 勇 （県立博物館）

小林峯生（県立博物館〕

大場達之（県立博物館〉

高橋秀男（県立博物館〉

（アノレファベッドJI庚〉

神奈川自然誌資料 No. 2 

1981年2月15日印刷

1981年2月28日発行

発行神奈川県立博物館
干231横浜市中区南仲通り560 
TE L (045) 201一0926

印刷 杉本紙器印刷株式会社

〒232横浜市南区白妙町2一7
T E L (045) 231-2505 

（高橋秀男〉




